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岡山大学教育学部地域研究会の第 20集の諏査報告書として｢峡谷と高原の生活- 岡山県]日上
郡川上町- ｣を公刊する｡
調査地域は吉備高原の一部をなす川上町である｡本町は,昭和 29年 4月 1日.旧手荘町,大賀
村および高山村の5ケ町村が合併し.川上町として発足した｡われわれ地域研究会は.この地域の
人 が々その自然的 ･社会的条件の中でどのような生活を営んできたか.また現在どのような生活を
営んでいるかを.地理 ･歴史 ･地方自治 ･経済 ･社会 ･文化･教育等の諸分野から総合的に研究し
てきたo特定の地域をこうした研究.方法によって調査するようになったのは,戦後.ミシガン大学
の日本研究所のブランチが岡山に設立されたこともあって,アメリカの共同研究が布く評価された
こと,社会科の発足と共に調査 ･見学等のフィールド･ワークが採用されたことなどによるところ
が大きい｡今回の調査は,｢地域研究 ｣が実施されるようになってから20年目に当り.その間を
回顧するとき,まことに感慨柵丑なものがある｡
川上町を調査対象地城として決定 したのは,昭和 50年 5月 ごろであり,実際に調査 したのは同
年 7月24日から28日までの4泊 5日間である｡参加 したのは,主として5年次学生 59名,辛
業生 2名,教官 9名 (円 1名は非常勤講師 ).計 50名である｡調査終了後,報告笹の頗原につい
ていろいろと討議 してきたのであるが.川上町を地域全体として特徴づける言葉として｢峡谷と高
原の生活 ｣が最 も適 しているということになり,このとおり決定したわけである｡なお,｢地域研
究 ｣という題目は.学生にとっては必修であJ).かれらに調査の理論 と実践とを体得させることを
目的としている｡学生たちは.炎暑にもかかわらずよく頑張 り,調査および資料研究を行こなった｡
調査終了後もかれらは必要に応じて再度現地におもむくなどして.補足調査を試みたO ､
本調査は学生にとってはじめての共同研究であり.未熟な点もあって必ずしも十分とはいえない
が,川上町の調査報告啓がここ(乙できあがったのは.三宅忠雄町長,吉本孝也元町長 ,三村治男元助
役 ,三村義弘教育長をはじめ.役場 ･教育委艮会 .公民館 ･山村開発センター･小学校 ･中学校等
関係各位ならびに町民各位の温いご協力の鳩と深く感謝 している次第である0本軒が将来町史編集
その他において何らかの役に立つことがあれば,望外の音びである.
発 刊 に よ せ て
｡ ･ . i･ 川上町長 三 宅 忠 雄
昭和 50年 7月から2年余の歳月をかけ,わが川上町の歴史的変遷および現在の情勢を岡山大
学教育学部社会科教室の地域研究班の方々によって.ここに｢峡谷と高原の生活 一岡山県川上郡川
上町- ｣が発刊の運びになりましたことは.官びに堪えません｡関係者に対し真心より敬意 と
感謝を申上げたいと存じます｡
世は国際時代となり.国の内外に数々の問題をなげかけていますが.こうした視野にたって広
く情報を求め推移を見守る時代でありますO⊥方又ふるさとを探究 し.先人の歩んだ産業文化を
知 りたいという複雑な両面的時代であります.こうした時に私たちの町の伝統と歴史を通じて町
民各位にふるさと川上町を和介し.現状をとらえ,将来に向ってよりよき町を発展させたいもの
と念願致します｡産業を興し.教育を損興し.福祉を充実しながらお互になCみ.はぐくみあい.
うるわしい郷土を築 き上げたいものであります｡こうした意味で本番がより多くのかたがたに愛
読きれ.健康で豊かな郷土を築く心の鞄ともなれば幸と存じます｡関係者各位のご協力に感謝申
上げ.発刊のことばといたします｡
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1 川上町の概朝 ,; ･し.E･/L. .
(1) 地形 ･地質の概観
夜明けの高原は夏でもひんやりしている｡bI,JFTEll｣ロッジを.出発し,招深いFlを踏み分けfl見なクロ
ボクの道をたどり,渦巻き状にIrrをめぐって15分も登ると,小さな広軌 こたどりつくO弥高山山頂
占55･dmである｡ここが川上nlJ'で上ckも心 '｡見はるかすと,塵LIJj(･こ浮かびあがるのは,滑笹をはいた
かのような山山の連なりと,それらをへだてで苓あいから甘 ちこめるしらじらとLf=店である.山な
みと朝叔とが鶴亀にも連なって,そのきまは一輔の唱給を見るようである,湖の冷点が汗ばん1:'肌に
こころよい｡
日がきしのぼると,弥梅Llからの眺糾ままT=[ニくまに現X'にひきもどされる｡汲うつように逃なり
広がる吉僻高原の山なみがその容貌をあらわす｡波板状の宙原上に,富山,L=地,野乱 神町,仁班
など,ふりかえっては古山市などの,qi落と畑地とが散在しているO川上町の大部分は,まきに吉備布
原にある0-万,高原のなだらかさとは対照的に.ぼ原を刻Lp谷々は軌 ､.その亀な谷の斜面は森林
に軒われている｡谷J劫の低地の多くは,この山墳からは見えないが,そこには水田が開け袋常がある｡
それらの谷が罷って髄家川の谷底平野がやや広くなるところに,川上町の中心娘藩である地頭が位位
する｡
剛山県JHJ=王制目上mJは北紳 54O40′50/7- 34046′52'y,蔚経 1550 21′12'/～ 1550 51′
57/ の慨に位旧する｡行政区画からみると,帆 1職 の絹欄の一区を.土.め,繭は後月耶芳井町に接し,
北は川上郡備中町,東は川上郡成羽町に播するQ内端は広rtq,侭との県境に接している｡面もtlは87ki
である｡高度別概許市田をみると,2口0- 400/JTは49AN(占劉近く)で伯も広く町域の南軍･半分
を占め,次いで408- 600mが281･i(約3凧 )で北西側の武原である｡100- 200mの地域は
10kAで1割にすぎないO儒家川の谷政平野のほとんどはこの高さにイ立旧する. 占001,1以上では 小
さな孤立峰の弥福山(占55rdm)と薗｣価 の円から県境忙つづく小起伏面の尾根部の偵かな部分とが
ある｡
この町域で,吉備相原はPrqN部で甫(,蚊立付近の鵬健一郎や勘 lJ市付近には海抜 500- dODmの
波根状の浸蝕小包伏面があるが,乗にむかって拡くなり,高1圧 伸即,高潮,佐屋,七地などで450
/7前後に浸蝕小捉伏面が広がるO 岡P:]JTI正(19日 )の地形而r<1分に従えば,前者は吉備高原面,級
者は漸声円1両となる｡ これらの侵蝕小起伏面の形成については次項でのべるO
川上町域の水を娼め,宮仔脂 原を下刻する水系は,成羽川の支雅で,そのうち筒家川(大桁川,≡
沢川などを染める)の水系が町域の大TnJ,JTを占めるb 'B家用は,川上町北東鵬をかすめて東旅する成
羽川に,能町で合流するO川上町北潮は, 2 ,3の成羽川支谷の-/)(系lこ屈するところがあるo
川上町の地質の概観は次の通りであるo南部には三耶変成榊こ屑する叩片捌 罰(千枚軌 黒色片裳u1,
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緑色片岩など)がみられ ,北部では,占EF_代後期の石灰岩,輝緑凝灰岩,粘板岩などが分布する｡高
山から高山市付近は石灰岩の台地であり,カルスト地形が認められるOカルスト地形の詳細について
は2で述べるO中部は中生代上部三塁紀周(成羽統 )よりなるO大賀チッケンとして注目をあつめた
古生個と中生屑との構造に関しては,5で詳述する｡新生代o)地層としては,いわゆる山砂利層がい
くつかの異なったレベルに分布している｡商噺周 もその一つである｡また,高原上に孤立峰をつくっ
ている玄武岩があるD弥高山と須志山がそれである｡山砂利屑と玄武岩については,4で述べる｡
(2) 吉備同原の形成過程
吉備筒原の形成過程については,いろいろ研究されてきたが,ここでは開田鴨正(19日 )が調査
し,善川虎雄 ら(日本地形論- 1975)によって粒理 された見解を以下に職介する｡
広島 ･岡山県境付近の吉備高原から板戸内にかけては, 4つの水準の浸蝕小起伏面に区分きれる｡
①吉備席原面 500- 700m, ①板戸内1両 300- 450m, ③瀬戸内n百 150- 500m,
④瀬戸内皿面 100m以下 である｡吉備訂原中部は,新見乗方から南南西にのぴる櫛を境として,地
形および高さのやや異なる2つの地域に分かれるo北西側の地域は500- 700mの筒原状の山地か
らなり,こ こにひろがる湿地小起伏面が岡田の命名するところの五節同原面であるO南東伽の地域に
は500- 450mの泣蝕小起伏面がひろがり,ところどころに500mを越える山地が散在するが,そ
の両線はかなり急に低 くなって瀬戸内低地帯に降 っている｡この地域にひろがる殺蝕小起伏面を岡田
は瀬戸内面群とよび上述の5つに細分したO吉備%'原画と漸戸内面群 との額をなす北北乗～南南西の
やや傾斜の大 きい地帯は,地懲変動によってつくられたものではなく,浸蝕によって形成きれたもの
と考えられている｡
この地域の地形発達は次のように考えられるo吉備布原面形成後,吉備膚原は曲降して開析された
が,その後,谷は疎周によって埋糾され,さらに玄武岩が流出した後に削刺されて板戸内 t在的i形成
きれた｡淑妻戸内 】面形成後,吉備高原は,井原の北方の東北東～西南西の線にそう掛軸をともなって
降起 し,その結果,頻声門l面は醐析きれ,深さ100m以上の谷が刻まれ,海戸内l面形成畑まで
は現水系と交差 していたかつての水系は,この時掛こ,河川の争寺などによって変化し,はば現状に
近いものとなったOその後,この谷は厚さ 50m以上の棟層に埋横され, これを削刺して瀬戸内廿面
が形成きれた｡再び中国山地の隆起にともない,瓶戸内1面は朗析され,その南縁に瀬戸内nI面が形
成されて,はば現状に近い地形 となった｡
このように,岡田のいう吉備高原部障成後, この山地は,その商緑における廃dLlをともなって曲流
し,板戸内面群が形成 されるとともに,栃声円低地帯の概形 もつくられてきた｡ この過程において,
少 くとも2回深さ100mの谷の下刻と,嫌屑による邸功がくり返しおこっている｡その時代につい
てはまだよくわかっていないが,第三紀末から偉新世前期ではなかろうかと考えられている｡
(高橋達郎 ･山根順子 )
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(5) 高原の地形とくらし
弥高山の山頂か ら西のふもとを望む･と,掛 このぴる一本道にそって細長くのぴた柴啓があるo これ
がかつて高原の市 として熊えた布山市であるO隆起晦平原といわれる苦節高原上には,老年期的な山
と旧輪魁の浅い皿状の谷とが披現状に広がっている｡平地に乏しい谷間よりはこの高原の広い碍傾斜
面を耕すことによって,人々はそこに住みつき雑務ができたO｢一花賀二神野三両原四櫛山｣という
青菜がある.比較的豊かな村々であったことのいいであろう｡これらはみな高原上の村である.こう
したはやし言額があるのは,これらの蛸啓が石硬常台地上にあり,土腰にめぐまれ,肌作物がよくとひfJ
れるところであったからと思われる｡同じ吉備市原上においても,地の利の上下があり,日南(目名･
おんじ
日向)陸地という地名がいたるところにあるD口和とは節義の芸で,南面する称両地にあり.日射 も
朝早 くから受けられ,さらに冬の寧飾風もいくらか郡減で卓,股発にもtE悟にもめぐまれた位置にあ
る｡これに対して,絵地とは,北に面した山の斜面で,脇裏にあたり,日光にめぐまれないO川上町
では,弥高山のふもとの南斜面に日向という地名かあり, これに対して,谷をへた'てて飯え越の北側
が陰地にあたる｡日向の良家では,夏はElざLが強烈で作物がやけるけれども水が少ないから水をや
れないと,水が待にくいという高原の生
宿での悩みを聞く｡作物は,大豆,小豆,
つくねいも,いんげん豆,えんどう豆な
どであるが,いんげん豆,えんどう豆を
出荷する他は自給作物だそうである｡陰
地では雪がとけない,冬は住むところで
ないなどという音韻がBtlかれた｡
石灰岩台地である高原上の脱落は水に
乏しく,任々な工夫がなされてきた｡神
野を例にすると,飲料水はドリーネの挽
き水を,開園の家 25軒で共同利用して
いたというo水汲みは玉労組であるため,
男の仕串であったo嚇 1- 1- 1は井
戸と,ドリー ネの底の水田の写料であるo
現在はこの井戸水をポンプで村の拓台へ
あけ,各家庭に水道で送っている｡ この
溺水は夏でも水温 19lc以上にはならず,
また,冬は温かい｡陸地の人の話しでは,
淡水は凍らないので,雪をとかす役目も
するという｡雨水は水の少ない布原の村
にとって1'igfな水於軒であるo水道がひ
かれる以前は,各家で4盤半からd愚の 写央 1- 1- 1 神野台の ドリー ネと井戸
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広さの地下を掘 り,コンクリー トで屈めて,降水を樋で受けてためていたという｡貯め1=水は缶重で
あり,一度使 った風呂の水は洗椛用 とな り,畑から仙った足洗いの水 ともなり,また神政用水に利用
するというように,一画も無駄にしなかったということであるOいわゐT=Iこ
神野には｢塩谷の水｣とよばれる伏流水が噴き出しているところがあり,この水を利用して,
水田が作 られている｡
このような湧水による井戸はところどころで見ることができ,水に乏しい甫原の袋港にとって虫 琵
な水資軒となっている｡
(4) 佐屋,高梁,笠岡の気象資料
川上町において,気象の資料が得 られなかったため,岡山県気象月報 (昭和 46- 50年 )によっ
て,佐屋 ,高架,笠岡の資料について考案することにした｡ この付近の吉備高原上の気候は川上町と
芳井町 との鞄界付近の佐屋のもので代演 させ,谷間の気候を高梁の ものを借 りて考察してみることに
するOこれらの特徴を瀬戸内海型の笠岡の気候と比較 しながらつか人でみたいO
中国地方の女t侯区は気温,降
水鉦から見てBF1- 11 4のよ
うに分けられているが,佐屋,
高梁は山脇気候剛 こ,モ岡は擬
声LJj気候ばに含まれるO各観測
地点のLl位はF)このようである｡
佐屋 北棉 54041′11',
頼経 155026′8',
粘抜 590m
高梁 北緯 54047′5〃
東経 155O56′8',
図1- 1- 4 時1国地方の気候区
(和遊博夫厳捗 :｢日本の気膜｣より)
海抜 70m
E^問 北棟 54050,2, 頼経 155050/ム', 海抜 4m
(a) L=気温 月別平均気温,良市気湿,値低気温を塞 1-1-1に,年較差,月別Ell較差の平均を
表 1- 1-2に表わしたO これにより,月別平均気温においては,佐屋は笠岡よt)2･0- 5･5▲C低く,
笛梁よりは 1,5- 2･4℃低い｡ これは佐岸が解放 5 90mという描原上にあるため,比較的冷簡な気
候を示 しており,温暖な轍声門気候 との差がみられるO谷間である高梁 と笠岡は月別平均気温で0.2
- 1･7℃の寮があるが,その差は冬に大 きく夏に小さい.佐屋 と高梁は平均気温で各月序に1.5- 2
4℃の差があり,雷に差が大 きい0位暖月と般幾月の差で示される年較差は,佐屋 2512'C,市梁 2
4･2℃,貸間 25･5'Cであり,谷間である甫梁が大 きく~夏の暑さと冬の寒 さが軽 しいと思われる｡月
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別Ll較差の平均では,有責削ま9.0- 12.8℃の差がみられる｡これは佐段が7.3- 11.5℃.笠岡が
&4- 11･1℃の差であるのに くらべて大 きい値を示し,-,日においても,気温の変化が比較的大き
いことを示 している｡
表 1-1- 1 月別平均 .政商 ･地低気温 (昭和舶 ～ 50年平均 ) ('C)
月別辛均安も温 1 2 3 4 5 占 7 8 9 10 ll 125.5 隻12.A4554
佐屋 2.0 2_i 4.8 11ー7 15.9 19.A 24.5 24.7 20.5 14.2 8.5
有梁 5.4 19 占.5 15.占 17.占 之1,9 2ム7.0 ･27.1 22,8 1占,2 10.2 48笠岡 49 4. l74 8 ,9 2乙1 9 5.5 74 l,8 6
月 .別成満気温 速ま旦 1 2 5 4 5 A 7 8 9 ･10 ll 12 年
佐屋 6.4 a_4 10.1 17.5 21.5 24_4 之a5 29.4 24.7 18.8 15.3 7.9 17_4
高梁 8.5 9.1 12.7 19.8 25.7 2~7.1 51.2 52.0 27.5 21.2 15.5 1〔】,0 19.8
笠岡 10､0 9.i 12.9 19.0 25.5 2占.d 51.27200 52.5 28.1 22.4 17.1 ll.8 20.4
月別放低気温 刀 1 2 5 4 5 i14ー8 8 9 10 ll 12 年
佐屋 -2.4 -25 -05 a 100 200 158 9 54 -0占 78
粛梁 -1.7l-1.4 0.5 7.2 ll.5 I-i7 22:2.8 22_1 18,0 ll.2 4.8 -0,5 9.21.04
衰 1-1-2 月別平均日収差,年僻差 (浦和46-50年平均 ) ('C)
日較塞 Wn-.- 1 2 5 4 5 a 7 8 9 10 'll 12 年軒≡佐屋 8.8 a7 10.占 ll.5 ll.3 ?,A &5 9_4 8.9 9,4 9.9 7.5 25.24l高梁 1,2 10.5 24 12_占 122 0ー.4 9.0 .9 95 1D_0 107 1D
(b) 降水丑 昭和46- 5t)年の月別平均降水TT,ILは,次の表のようである｡
蓑 1-1-5 月別降水丑 (昭和4占～ 5日年平均 ) 単位 2m
孟卜A 1 2 5 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 竪 琴 十
佐 屋 5占 bO 55 152 lE)4 198 224 158 225 128 59 58 1415
満 艶 51 57 57 128 112 217287 T3占 205 125 45 40 14占0
佐屋,芯紫,笠岡の年降水仙 まそれぞれ う4う5脚 .H dD叩,1249mpIであり,笠岡は雨fJiの少ない
擬声内気僕を示す｡佐屋と描窮は降水血においてあ■そり差はみられないO全体を通じて, 占, 7月の
鵬雨,9月の台風時において降水鎚が多 く,それらと比べて8月の醸水甜 ま5地点とも少ない｡
(C) 寛親 日政 次に大気現象日数を義 T- 1-日こ示す.雨,苛の日数 とも佐屋が多いが,野の
発生日数では高梁が99円であり,他とくらペて著 しく多い｡これは放射努で,移軸件筒気圧におお
- 弓一一
表 11 114 大気現象ET数
(肺和46-50年平均,田富の深さはその間の倍大 )
佐 屋 高 梁 笠 岡1218蓋 冨 1295 18715
象 ひよう 1 0 0
晶 漂 7 99 2101降 ≧ 1mER; 125 105
7Bk ≧ 10 45 4占 41
敷 ≧ 50 ll 15 ll
降 ≧ 10 2 0 D
苦 ≧ 20 0 0 0
数 ≧ 50 0 0 0
, 26 1占 5
'gi'撮如深 (起自)さ.T., 初 日
(46,1.5) (4占.1.5) (46.1.5)
ll.27 12.8 12.22
われていて,風が弱い明け方に内陸で発
生 し,河の流域などに多く発生する｡高
梁の町を高梁川が流れていることが作用
している｡
吉備拓原には野呂雨,谷若 という言薬
がある｡留は谷間の特色である.
注)以上の資料 となった各気象の測定方
法は次のとおりである｡
平均気温 ;下記のEl屈高気温と日最低
気温 との平均値を日平均究
温とし0.1℃単位で示した0
位高気温 ;当口9時から翌日9時まで
の日放高気温を0･1lC単位
で示した｡
偉低気温 ;前日9時から当日9時まで
の日磁低気温を011-cqi位
で示したn
降 水 良 ;当日9時から習R9時まで
の∩降水砧を1m単紀で示
し,月の欄にはそれぞれ合
計値を示した｡
現象日数 ;その月の雨,望,ひょう,酸の現象日数 (良,階級に馳係なく現象を認めたEI数)を招
けた ｡
t-j留月表 ;9時における和雪の深 さを 1cmで示した｡
(山地順子 )
2 川上町のカルス ト地形
川上町には,県下の二大カルスト地形の 1つ,大舞台カルストがあり,阿哲台カルストと共に有名
であるoJII上町には, 550- 4 50mの石灰岩の台地があり,台地上には ド')-ネなどのカルスト
洪観がみられるO一般的には,樺高は,55 0- 45 0mであるが,弥布山の西の石山市付近の台地
は .標商 5 50-ノ占 00mである｡
上大竹神野を中心とする石灰岩h地を神野台あるいは大月台 (狭轟の )と呼んでいるが,一般的に･
大舞台とは,川上町を小心として鵬巾町南部,芳井町北部にまたがるカルスト地域をきしていると恩
一ムー
㌧ ? ? ? ? ? ? ? ??
われるo阿哲台と同様にカルストl=R観のみられる地域が分散している｡それは,大fi'デッケ ンや斬周
などの様々な地盤運動に加えて,河川の侵蝕がかすり進んだ粁紫といえJ:ラ .
5万分の1の地形図では,建地は全 くみられない42.5万分の1の地形図でも,2- 5個の小IiJi由
がみられるTさけであるが,実際には,神野をはじめ,野呂,穴迫で,ドリー ネを観察することができ
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る｡その意味では,地形図からドリーネ列,ウバーレ列をよみとれる阿哲台とはかなり趣を異にして
いるということができよう｡
代表的なカルスト地域としては,神野乱 高山市カルスト,巌谷漢,穴門山神社,西谷峡があげら
れる｡以下各々について略述する.記述にあたっては.川上町教育委員会編 ｢かわかみの自然 ｣に負
うところが多い｡
(1) 神野台
<地形> 地頭より,大竹川ぞいにさかのぼり,正寺からは谷斜面の急坂を登 りつきると,急唆
な谷斜面とはうって変わって,波浪状地形が目の前に広がるoここは神野台とよばれ,神野台は,海
抜 400- 450m,東西 2khI,南北 1･5kmの石灰岩台地である｡正寺からの比高は160- 180
mであるが,台地面の起伏は20- 50mで小起伏面とよぶにふさわしい｡台地面は,火山灰で撃れ
ている｡ この火山灰について｢かわかみの自然｣では弥芯山,須志山の火山活動に起因すると想像し
ているが,証拠はみつかっていないC酉の高山台地と策の八久保とは,深い谷で砺てられており,孤
立した台地といえようO
<地質> 神野台に分布する石灰岩は,高山石灰岩周とよばれている｡高山石灰岩周は,準秋吉
層群に相当すると考えられている二位紀の石灰岩である｡石灰岩に含まれるフズ･)ナによってこの高
山石灰岩は,次のA帯に区分されている｡LepidOlintLmulti8ePta軌 Para
fu8ulina cfV Japonica帯,ShwageTina ▼ulgari8樽.F
u81ina樺である｡岩谷においては,この高山石灰岩と褐色の輝緑凍灰岩は,互眉をなしている｡
岩
･.i:.../.I:I.:I. ._.,U...-./l l ー l tl J ll ⊥ー■■｣L l, 神野台 谷 大I.':i.:.-'.:.il,-.. 予 , 芸 ..; .
-lllT t 芯 議 乳洞 l I L l 1 .L- AJ I I T 3, ] I
).lL r 二塁紀石灰岩l■- iiiii『■ -.LLlJ. . 'VL､ 笠 豊 原 Jr J t l l 1 L l l I L l t
l l l l l l l l l l l 水
l l l l l l t l l L l1 . . . . . .
一- - - - - ● ○ ● ■ ■ ● ○
- -- - - - -- - - - -''.'J. :.:........: '■■ 三塁紀 .-. ..● I.._. _. ○ ● ○砂岩,粘板岩 =- _ _- _- , -
図 1-2-2 神野台の地形 ･地質
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この郷原穀灰岩中には,多数の海百合の化石が含まれており,まるで梅の花をちりばめたような様相
を呈している.そのため,梅花岩あるいは梅林石と呼ばれ,最近のブームにものって,庭石として珍
重されている｡
<カレン> ｢かわかみの自然 ｣には,｢神野.下大竹には,雨水の潜蝕作用の結果形成きれた
カレンがみられるが,フズリナ,海百合等の化石を含んでいる｣と記職されているo下大竹のは現地
に行っていないので何とも言えfJいが,神野では-わずかに鞄店から道路傍の斜面に見 られた程度で,
ドリーネ内部には,全く存在しなかった｡
しかしfLから,カレンがほとんどみられ
ないからといって.被覆カルストである
と判断してよいかわからない｡ ドリーネ
円にあったと思われるカレンは,曲朗の
醍,破壊された可能性が考えられる｡ .
< ドリー ネ> 石灰岩地方にはC02
を含む雨水により,すり鉢状の穴(ドリ
ーネ)が形成される｡ この地方ではこれ
を｢クボ(産山と呼んでいたO神野台に
は,石丸川 ドリ-ネと八窪 ドリー ネの2
つが存在する｡
石丸川 ドリー ネは,輝きが10DJJ -
トルもある陥没 ドリー ネであるo繭伽の
内壁斜面は10段の棚田(約50とL)と
なっている｡これは,神野台唯一の水EEl
であるoドリーネ底には,病巣がある｡
飲んでみたが,群星でも19.Cである上.
硬水でなかなかおいしかっrこ｡簡易水液
ができるまでは,ここを利用していたC
ドリー ネ北東の)止帝都は,調査当時がま
が繋茂していたが,その中に吸入穴があ
?? ?
?? ?? ?
?
?? ? ? ? ? ??
｢▼一 .Jl.ilt t ▲ rL'.I
写其 1-2-1 沢桝の滝
っT:O吸入穴のまわ りには,排水溝 もみられる｡その吸入穴は,｢かわかみの自然 ｣によると,｢か
なり大きな地下疎乳洞に紡 くらしく,石を落とすと地下に8 く音がするo又,平常は,この穴から風
がふきあげるので別名風穴 とも言われている｣とirかれている｡
八逸 ド･)-ネは,約 15aの加 地化された帝政 ドIj-ネで,石丸川 ドリー ネの東に接近して開口し
ている｡平面形は,はば円形で,その表面は,赤ちゃりた鞄宰上で軒われている｡吸込穴は,畑地化
の際 .埋めてしまったらしく,その正確な位配はlr)からない｡ドリーネの底から斜面にかけては･野
繋が抑えられていたo ｢
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<鍾乳洞> 岩谷には,感現穴と呼ばれる純乳洞がある｡その名の通り鍾乳洞内部の石段を登ら
っめると,石住が垂下し,その下には同 が建てられ,調刻きれTこ石神がある｡石柱の輿は,やや高い
所に小穴となっていて通行できないが,ずっと奥まで掛 ､ているらしいO現在, この鍾乳洞円掛 こ流
水はみられない｡
<地窓> 神野の岩谷谷は,谷の周部が古生屑の石灰岩であるのに対して,谷底は,中生肘の成
羽銃である｡帯曲あるいは土地が飛び,その後さらに侵蝕きれたものと考えられている｡ こうした現
象のみられるところは地雷と呼ばれている｡
(2) 伏流水と沢柵の俺
岩谷の谷の上流,土川の付近で谷川の水が山
の横腹に的いた穴の中に流れ込み,下流 100
メートル位は,平常石ころだけの水悔し川原に
なっているOさらに下って.鍾乳洞下の谷に伏
流水のわきいでる泉がある｡(宗1.1克巳老 r吉
WT高TITl｣による｢栄谷の噴泉｣)｡この伏流水
は,神野台の地下和乳洞を通過したものに.描
山,大久保からの伏流水が合流したものと考え
られている｡この流れは,坪田を潤し,下流 1
Aha)FTrで高さ25メートルの沢柵の縄をつくっ
ているO全体の岩盤が後退して,l乍LJ_代の石炊
SL,小生代の成顎屑,古/&代の粘板岩の三脚の
硬度鼻による三役脚の梢であ.),四季水が鮭pL
ない｡縄の下には正径 10メートル伯の極めて
大きい祖宗がある｡伏流水による稲は全国でも
珍しいということである｡
図 1-2-5 沢椀の穐
(5) 穴門LIJl神社
六円LJl神社は,成羽川の上流損料 佃二硯石練群を侵蝕してできた深い谷にある｡この神社は,背の
式内古杜で｢名方山赤浜宮｣と称され,天照大神と豊菱大神を摺っている｡延を式にも記載されてい
るo
<神社付近の地質> 穴門山神社付近の地質は.非常に板雑で収下部に古生代の砂岩,粘板岩,
その上に火山活動を示す抑緑粒灰砦,さらにその上に野上qr屑のためと思われる石灰岩が並lJってい
る｡これらの古生桝の上には.脱石紡群とJ:はれる謙岩,赤色艇灰皆がみられるbなお当地の石灰岩
は二位紀の石灰岩でi2宮なサンゴやフズ')ナの化石を含んでいる｡
<鍾乳洞> 穴門山の名肌は,縄乳洞より命名されたと思われる.社取の背後には,二次生成物
(織乳石,石句 )のよく発達した輔乳洞が開口しているb入口から67m付近までは入ることができ
るが,伏流水が多丑に沸出しているので奥まで莫軌Eできない｡しかしながら,相当節いているようで
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あるVこの郁乳洞は,深い谷の中腰鰍 こ閑rrL,u;流水が多五日こ所出しているところか ら吐出穴では
ないかと思われる｡
(4) 横松谷の圧死穴 `ト ｢■ -!
梯松谷には,二位紀石灰岩でできており,両掛 亡は野馳作用による奇岩,絶壁が至 るところにあ り,
大小の戚乳穴が見 られるOまT=小石が由願 して石灰岩を削 ってできた控瓦穴は見邸 である｡
(5) 巌谷渓
写真 1-2-2 桝谷渓界風宕
成羽川の支旋松谷J肋 ;石灰岩 と角岩より成る台地をC2触 した谷を巌谷渓とよんでいるQ川上町と棚
中町の敬界付近に付値しているnここには,拓き60 メー トル余 I)の節風をf=てたJ:うな絶壁が連な
ら,白放,神都乱 打臥 継子凱 六十落し.船児啓しなどと呼ばれているo これ らは,いずれ も石
灰岩の斬Fiiである｡店山石灰岩 と大岳角態 とのtJUの肝即によっで生 じ,流水の侵蝕作用の紡如堺在の
ような断崖になったと考えられるo
<ダイヤモンドケイブ> ｢打拙 ｣別名｢犬の肖g｣の歴の邦乱闘 (入口の褐 さ 9メー トル,輿
行50メー トル)の輿を爆破 したところ.南へ4bdメー トルの大即 し桐が発見 され,順卸 45年の
乳 愛媛大学の山内浩 ちによって探検 され,タくィヤモンドケイブと高名 されT=｡この抑 こついてU偶
浩は次のように紹介 している｡
｢ダイヤモンドケイブは,日本に敢少ないm頂_狩l胡乱嗣で.この盟の搾乳洞 としては円本巌大であ
る｡また鈍乳洞の形成を示す断JElが垂lElrTな一枚板のよ うに朗の巾史を-旧線に走っているのが観察さ
れ.ロ本の代表的な噺阿部乳洞でもある｡娘大の詩色は.二次生成物て.これは,眺謎型抑乳洞の特
徴各位大限ほ表現 している｡これを榊成 しているカルサイト(方解石 )の括晶が大 きく透明で,不純
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物で汚染 されてなく,開放型錐乳洞でよく見 られるような風化失透の現款が見 られない ｡鋪乳管の長
さ1メー トル55は日本最長であ り,中央部上層 にあるクリスタルポットは, これも日本で一番見事
なものである｡しかし,どれに もまして最大の特徴はヘリグマイト,ヘ リグタイ ト粥であるOへ リグ
タイ トは小規模な ものは日本各地の跡乳洞でも観察 されるが,発達の程度,数丑,結晶の美しさ,ど
れをとっても日ふの他の鉦乳桐に比肩できるものはない｡ヘ リグマイ トは一層珍 しいもので外国の文
献にも極めてまれである(中略 )日本で最 も美 しい結晶で飾 られた鍾乳洞 という意味でダイヤモンド
ケイブと命名する｡｣
入口から508メー トル付近には,天井に眉径 5メー トル,苗さ十数メー トルもある垂直の空洞が
あり,そのやや手酌には.流水の水畔が変化し,侵蝕 した最深 と患われる巾 1- 2メー ト,I/の2段の
ノッチや僻地 した小石,粘土か耶5'1した断面 もみられる｡一都奥は砂の床と石灰岩の天井の間に数セ
ンチのすきmがあり,そこから伏純水が流れており,洞瀞はさらに輿に続いているものと思われる｡
前述のごとく透明o)二次生成物の私 室が非常に良い,美 しい鉦乳洞である｡奥では気温 も12- 15
℃(7月末日)であり,J;-:L夏にもかかわ らず,拍 しいというより堆い感 じがした｡洞内における,気
温の変化のIbLjは,大変小 さいように考えられる｡
(占) 西谷峡
地頭の西の娼谷には,古生周の石灰岩が侵蝕作用の縮袈極めて深い峡谷がつ くられているO西谷峡
と呼ばれるここにも甥乳洞が的Elしている.､
<地貿> 大賀デッケン捕道によlJ新 しい巾鉄屑の上に古生周の石灰騎がの っている｡石灰岩屑
の叫 こは,火山括軌で正人 したと恩われる三相 岩がみられるo ここ西谷の石灰岩は七地,三沢にもみ
られる手柄屑とよはれる石灰岩である｡手槍1円は,YtLheina解,pilr;IfuBulina仰,
Schwagerina札 の5手酌こ底分されているo従って,宇治J掛ま前述の高山石灰岩よりも上
部に位伍すると考えられている.粉 岩は, 国吉城および,八十石の山道にもみ られる,扮 掛 こ 接
触する石灰岩は熱変成作用を受けて結晶質石灰岩 となっている｡
く郡乳洞> 西谷峡に朗口する鍾乳洞は入E｢の高さは 10メ-トル,愉 6メー トルで奥行は50
メー トルである｡ この縄乳同の下にやや小さい新乳嗣がある.同山からの純水が流れていたが .ダム
により埋 もれて中には入れない.
(7) 喝渡 しの栢
地頭か ら布山に至る途中の燭般しの深谷には,高 さ10メ-ト,I,余 l)の樋があるoこの席は,断JFl
によって膨成 されたと.考えられているQ この稲を少し登ったところには .かつての稲が後退してつく
った5つの避崩 し7こ磁壷跡がみられるoこの馬粧し付近には,鉱床があるC機争中に亜鉛 ,銅を掬 っ
た跡がみられる｡
(8) 高山市 カルスト
袖山市付近は, 500- 占 80メー トルの商 い小起伏面である〔畑地化 されており,カレンはほと
んど見 られない｡家々の石垣に石灰岩がみられるだけである｡ この小起伏両は布状の綬斜面をなして
枚節に至る.この綴斜面の畑の中あるいは道断 こ,7i垣のようにカレンが存7Eするが,その敬は少な
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軍顛 11 2-5 松節でみ られるカレン
い｡また, ここでは,お茶の木を畑の境に依えているが,その木に囲まれるようにして,湧泉が1つ
存在 している｡かつては飲料水,現在は仙 こ利用 しているのであろうo廃泉のそばに,木製のひしゃ
くが1つ位いてあった｡この堺斜面 も畑地化されており,キャベツなどの野柴が植えられていた｡背
丈をこす位のかやをおしわけ,谷を下り,松節に至ると,山の斜面の雑草,かん木の中にカレンが非
常によく発達 しているのがみられる｡このカレンは .稜線の鋭いカレンであるO .
(9) 石灰岩台地の利用と問題点
神野台では,その下にあると思われる地下躍乳 桐に降水がぬけてしまうが故に石丸川 ド)ー-ネを除
いては米作はできない｡しかも,その米作は,ドリーネ肩に溜め池を作っておこなっているのが現状
である｡台地表面は,残作土で符われており,畑作rl/L､の塩箕を営んでいるへかつては,水不足を反
映して,乾嫌に強いタバコやコンニャクを観梅していたが,コンニャクは植えつけてから4年たたな
いと収穫できないため,減少傾向にあるという｡そ0-JIeや りに,トマト,ブドウなどの栽塔が盛んに
なってきている｡
水不足は,石灰岩台地ではかなり深刻である｡紳yL台では,井戸も利用できないので,石丸 ドJ)-
ネ底の研泉を25軒で利用したり,大鋸 Eiみ,し1くいで閉めて天水を貯めたりしていたOまた,風
呂の水をためておき,野良の仕_41着を洗い,さらにそれを他にまくというようなこともしていたとい
う｡現在では簡易水道が発達 し,沸泉は5軒がJifン1アップして利用しているほすぎないO水温は,
ほぼ 19℃位で一定であり,冬季でも水は絶えることはない｡たた硬水なので離間には漕当でないO
(10)カルスト地形に開運する地名
請二島原地形に関連する地名として,｢野｣は神野,菅野,野LP,の5つ,｢原｣は名原,大原の2つが
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ある｡石灰洞J:り命名されたものに,穴迫,権現穴がある｡地名ではないが,穴門山神杜 も石灰洞に
関連する｡カレンに軸係があると懸われるものとしては,岩谷,岩神,八十石があるC凹地形に関係
する名称としては,八久風 八建,大久保があるo現在凹地はドリー ネと呼ばれているが,かつては
Ltクボ'と呼ばれていたo
岡山県のもう1つのカルスト地形である阿哲台と比鞭してみると,｢台｣が全くみられないが,｢
原｣,`｢野｣,｢岩｣,｢石｣が多い点で一致している｡西隣 り稀釈台に多い｢野呂｣は1例見られ
る｡ (中村 由美子 )
3 大賀デ ッケン ー複雑な地質構造-
(1) 川上町に見られるデッケン描法
堆机岩の地苅削ま,新旧の地層が順序正しく埴科しているのが普通であるOところ姑 テ ッケンは,
新しい地屑の上に古い地層がのっていて順序が超になっている｡つまt),横臥槽tl)(ふつう,伽がほ
とんど水平の裾曲のこと)とか衝上断層 (上盤側が下盤側の碧1円に線い傾斜でのし上げた断屑)によ
って,もともとあったところから押し出され,水平(こ近い益鑑上を移動してもとの基盤をおおうよう
になった異地性の大きな岩体がデッケンであり,デッケンが毘なり合ってできた構造をデフケン構法
というOそして, このデッケン摘進が侵蝕作用を受けると.クリッペ(根無し曽塊 )とフェンスター
(地雷 )ができるOクリッペとは,上層の古い地層が侵蝕されて下層の新 しい地層の上に孤立して残
されたもので,フェンスターとは,古い地層の中に下層の新しい地僧がのぞいているものである.
川上町では,大賀デッケンと天王デッケンの二ヶ所で,押し被せ状態に新旧の二層が按しているの
を見ることができる｡大安デッケンは,小谷ケ市の艮上山と南天山の胤の大竹川の河原に,古生代の
石灰岩と中生代の砂岩(成羽統)が押 し被せの状態で接しているのが見られる｡二層の境界線を測定
すると,走向はN4DOE.二層の接
する傾斜は5〔Pであった由この大食
デッケンは,文部省の天然記念物に
拍足されており,中国地方の地質相
法を解明していく上で重要なもので
ある｡天王チッケンは,古生代同憩
の衝上で,天王集落付近の県迫南山
～地頭線の路上に,砂岩 ･粘板岩の
上に石灰岩が術上した両が見 られる
(図 1- 5- 1). この天王デッケ
ンは大賀チッケンと一連のものであ
るOまた,地頭北西方の西谷の谷で
ち,衝上面が見られる｡ この他(こも
留萌はないが弥高山の地下には古生
l■_ l
卜二二一 ｢
I I
図1-5- 1 天王デッケン説明図
イ 砂岩 ･粘板岩(古生層)
ロ 高山石灰岩(古生屑 )
ハ 成羽統 (中生層)
ニ 退路より見られる部分
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代の地層 (硯石統 )の上に古生代の石灰岩の地層がのっており,高山デッケンと呼ばれている｡これ
ち,やはり大賀デッケン形成の時の神曲によるものとみなされている｡
クリッペは,大賀デッケンの南北に位取する繭天山と奴上山が,その好例で,地質阻(図 1-5-2)
にもそれがよく表わされている｡この付近にはこの2つを含めて5つのクリッペが分布している｡ま
た,下手谷では衝上面のはっきりしたものが見えるクリッペがあるO
フェンスターは,神野の岩谷あたりの谷にみられるものが,その好例であるO岩谷のフェンスター
は,中生代の成羽続にのっている古生層の石灰岩のくぼみ(ドリー ネ)の浴蝕が進み,その底面に広
く下部の中生代成羽銃がまわりを古い上部の古生屑石灰岩に囲まれてのぞいているものである.この
ようなフェンスターは,大賀デッケン付近および大久保にもある｡
川上F町周辺では,成羽町羽IJJの揮い谷にそって5.5kmの聞術上面が若干波dflしてはば河底と道路と
の間を通っているのでよく追跡でき,地番 もここに2つある｡また,同町山本や新山で古生代石灰岩
が成羽練と接 しているのがみられる｡羽山の西方羽根では,砂岩 ･粘板岩に衝上する石灰岩に被われ
ているものがあり,羽根スラストと呼ばれている｡他に.芳井町の日南と島串の胤には8個のクリッ
ペがある｡
(2) 大葬デッケン発見 とその研究史
(1)で述べたような地質構造が明らかにされたのは,いつ頃からかふり返ってみよう｡
大賀デッケンが発見されたのは,明治 41年であるが,その構造が明 らかにされたのは,少 し後に
なってからである｡
日本で,本来 とは逆の層序描遠を持っデッケン村道が明らかにされかけたのは,大正の末頃からで,
当時帝大助教授だった小沢儀明が,秋吉台で新旧の地層の逆転現象を明 らかにしたことに始まるO小
沢は,山口についで大賀をおとずれ,大野デリケンの位既を見ている｡そして,小沢は,大賀でも地
層の逆転を発見し,｢大賀デッケン｣と名付けたのである｡佐藤消明による帽硝口29年6月の調責報
告｢川上の天然記念物 ｣によると,｢小沢儀明博士は,大正 12年 (1925)に長門秋吉の於福台
という所で,古生代同志の新旧二層が逆転しておる(江,宗田克己著 ｢筒梁川｣によると,紡錘虫に
よる幣分から二塁系上に石炭系がのるという逆転現象 )のを発見し,かような大変動の起ったのは,
一大造L卜連動があった結果で,即ち日本列島が生成した造山遊動であると霞祝 し,卦 こ東に同じ石灰
岩の続きを求め ,この大掛 こ於て,こんどは古生代と中生代とのデソケンを発見 したのであった｡そ
してこれもまた第二次の大造山運動が起ったことを証した｣とあるOデッケン研究は小沢の有名な避
鎖のひとつになった｡しかし,小沢は昭和4年に 51才の若さで亡 くなった｡その後,昭和 10年代
になって,大男デッケンの名がかなり知 られるようになった｡昭和11年には,文部省史跡名勝天然
記念物調査委良曲水鉄五郎,岡山県史頗名勝天然記念物調禿委員井上約-が実地調査しており,昭和
12年 8月 15日には,文部省の天然記念物に指定されるに至 った｡また昭和 12年,中国から日本
に留学していた張庇旭が,大男を特に収 r)上げて研究 し,｢大田地域の地質 ｣の卒業論文を1mいTこ.
こういうわけで,張の恩師である小林貞一が,大きくとり上げて捕造史的に解明 し,それによって大
智デッケンはかなり大規供なものであることが知 られ,そこか ら火日出lll遊動という名が生れた｡他
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図 1-5-5 脱水鉄克郎の大焚デッケン想定断面図
(警芸警三三三kb崇 ;芸悪霊雲諾 ･)冨芸笠::芋)
にも数多くの学者が研究しており,槻後は広島大学の梅見久らによって研究されている｡
(5) 大賀デッケンの形成
川上町にみられるJ:うな唯班忠の地層の新旧の逆転は,いっどのように起っT=のであろうか｡表 1
-5-1を参考にして川上町の地史を概観LfLがら考えてゆこう｡
(イ) デッケン形成前の地史
先カンブリア代～古年代前脚の地粒卜 台石は,n本では今のところ見つかっていないので明鰍 こは
何もわかってい/i･いか,古!蛙代後脚こなるとか/1･rJはっきりしてくる｡その掛中国地方は,アジア大
鞄の栄のなだらかな傾斜をもった浅い髄(秩父地rt巾1)に位正し,大陸からの土砂が堆胡していたo
こうして堆放した市生剛 ま石灰態の少ないlu剛 1群と石灰岩の多い秋吉刑群に分けられる｡山口樹群
は,現地件の雌棚物で広く分布しているが,秋吉研群は,Jlrl屑耶の上に押し被せてきたものであるo
吉備高原に見られるような秋割 ･1軌 ま.石灰fl･it■砂岩･ff針 角岩が交互しており･秋斉台にみら
れる全部石灰岩の秋富岡群と区別して,準秋吉同群と呼ばれている｡
図1-5-2を見ると,川上町では,古生屑は,北部と南部にかなり広く分布しているO商Lll市～
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布山～神野～天王にかけては石灰岩の分布,七地の平地面には千枚Ja,粘板岩や砂岩の分布,上谷の
北には千枚岩 ･粘板岩の分布がみられるhまた,正尋あたりには,三畳紀眉の中に石灰岩がみられ,
ク リ ノペ(根なし岩塊 )の存在が示されている｡南部では佐屋の北側から高岳 ･鈴木-帯に千枚岩 ･
粘板岩がみられる｡なお,これらの地層のできた古生代後期には,水温は現在よりかなり高く,サン
ゴなど畷海性の生物がす人でおり,弥高山周辺 ･神野などで,古生個中から多くの化石 (フズリナ,
ウミユリなど)を産出する｡また,古生代の末から中生代にかけて垢基性の火lJL｢衝動が盛んにおこな
われ,その頃噴出したのが現在の押縁ホ灰岩である｡川上町では,南方の芳井おi:び美星の両町との
境界付近一帯に分相している｡
古生代後期地向斜には多 くの土砂が堆群していたが,1万knTもの厚さに堀田すると地潜の厚さが不
安定になり,中生代になると大変動が起った｡まず,秋吉を中心とする造山運動が,三塁紀中･後期
に頂点に越 した｡そのため秩父地向斜は.下部が千枚岩化されて,一部は摩化し侵蝕きれ,⊥部は細
長い入江 となり新たに土砂が堆億した｡吾郎高原でみられる成羽銃は,このころの堆研物である｡
図 11 5-2を見ると,川上町の中央部- 川原ケ～白藤～首藤～大谷一地面-猟数一得- に成
羽統 (三塁紀層 )が,北と南を古生層に捜して広 く分布している｡ これは,栄辱 (高梁市 )の｣ヒ東か
ら成羽 ･地頭 ･大賀 ･日南(芳井町 )を経て下原谷に至るまでの一連のものである｡
次のジュラ紀には地鰍 ま平穏であったが,ジュラ紀末から再び大変動がねこった. これが,大空a瀧
山運動で,大賀デッケンは,この時朋のものである｡
(ロ) デッケンの形成とその規模
平穏なジュラ紀に堆戟した土砂は厚くつもり不安定になった｡深部では,非常なEE力と熱で変成し
たり,花臓岩紫が送入してきて,領家変成帯が形成されていた｡一方,地袋に近い浅い部分の地同で
は,秋吉造山帯が二次的に変形し,それを被郡 していた堆fL'l周(成羽続など)ち,はげしく神曲し,
そこへ梯圧力により準秋吉古生尉群が押し被せてきたo
この水平移動は,いったいどのく.らいの規模で起ったのであろうか｡小林貞一は,初め(1941)
デッケンの根元は,サハリン(樺太 )に求められると考えていたが,その後の研究により,一般に現
地性の石灰岩が水平移動したものと考 えられているO
新旧の地層の逆転の租界耐 ま,西は広良の稀釈峡から席は京都の丹羽山地まで続 くと考えられてい
る｡ここの大男デッケンは,芳井町日南から北東方向約 20knrの筒深市難波江にまでのぴているのが
認められるO張既旭 (1959)によると,｢上部秩父古生桐が千枚岩牧及三見紀上に衝上 している弔
文は不鮮明の部分もあるが,広島県深安郎矢川北方より岡山県川上那成羽北方難波江に雫る迄は追跡
出来.その間 15の Elipr･en及 6- 7の Fen8tern乃至 Ealffen8ternが認められる｣
となっている｡ この衝上面の代表例が,小谷ケ市の大竹川河原にみられるもので,その断面は脇水鉄
五郎(1940)が図 1-5-5のように想定しているDまた,押し被せの幅は4里 (約14khl)もあ
ると考えられており,現地性の石灰岩の水平移動によるといってもかなり大規模で, このときの変動
で現在の日本の地形が完成したとされている｡
ぐう デッケンの形成時期
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i;ユラ紀末からの大賀造山遊動によりできた造山相のくぼみに硯石統 (関門層群 )が椎田しているO
この硯石銃の下郡には,陸化していた石灰岩屑がこわされてできた砂嫌が堆甘]した石灰角疎岩屑があ
ら,この上周には,火山灰が水底で雌槻した赤色粒灰岩の屑がのっている｡従って,大賀デッケンが
いつ形成されたのかというカギは,この硯石櫛が握っていることになるが,この扱いがなかなかむず
かしい｡だから,今までなされた多くの研究も,大男デッケノ形成時脚 ま,現石続の堆･田酌か耶研中
か雅懲後かと三つに見解が分かれているし,同一者でも発表時により見解がらがっている｡楠鬼久 ･
青村典久 ･片山貞昭の｢岡止順成羽町北西地域の他日-Ⅶ大貿砺上の時期について｣によると,下図
のように大安衝上期の諸見解が盛理されている｡
≡≡≡≡q:≡≡二 言 …至芸喜 一搬 ･棉見久 他
次に これらの見解は何を根拠にしているのか,情見久らの前述の論文からあげてみよう｡
硯石層群堆朝前に大祭衝上が起ったとする税の限拠は以下のようなものがある｡
①成羽川北西で成羽層群上に石灰岩が列状に点-&しているが, これは硯石続を不整合におおうもの
である(小沢 1925)a
②難政江の北西の谷に分相する硯石続の倹岩は.百折岩のC8YCを埋めるCave-fi1Iing で
ある｡(小林 1955 )
③衝上線付近では現石層群は石灰岩と成羽層群の両方をおおっている｡(楠風 l950)
なお,稲見久は, 1952年税石層群の石灰岩畔が.基盤に石灰岩のないところでは,成羽層群の基
盤直上で/LEくてやや上位に発達していることをみつけ. 1955年に硯石層群碓樹初l軌こも小さな衝
上があったと考えt現石衝上'を提唱しているO
碑石層群堆村中に大賀衝上がおこっT:とする河合TE虎は,いろいろの立場から考えて,大賀衝動の
終塩を硯石層群堆研中と考えると硯石肘群が大野衝上線を巌襟する事実に矛盾はないとしているO(
1950 )
硯石屑群耶暁後に大祭衝上が起ったとする矢部虫束は,現石屑群と成羽周の不整合綿にならぶ硬は
大きすぎるので,硯石屑群以後衝上断層があり,現在のところに並んでいると考えているo
このように見解が分かれるのは,桃田岡の時代を決めるのに韮重な手がかりとなる化石が,この地
域の硯石JR群から見つからず,地質時代や他地域との対比を因掛 こしているためであるO
だが, このデッケンの械迄や形成時代も研究が進むほつれてますますはっきりとしてくるであろうo
そうすれば,中国地方の構造発達史ひいては日本列島の形成の研死に大いに役に立つものである｡
(林 和子)
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4 山砂利屑と高原上の孤立峰
これまで述べてきた地質は,いずれも古生代 ･中生代のものであるO ここでとりあげる山砂利およ
び玄武岩丘は新 しい時代の地層であるO
(1) 山砂利層
山砂利の存在i~っいては,吉備高原中部の川上町 ･成羽町周辺の中 ･古生界を研究した研死者等に
より,古くから報告されてきた｡この新しい堆胡物である山砂利が吉仰高原における侵蝕百 ･準平原
問題の最も韮要/J間僅であるとして,その解明を試みたものに,岡田朽正 (19占d)の研究がある｡
川上町における山砂利周の分布は,20万分の1地質図 (内外出版), 20万分の1ポーリングデ
ータよりの地質図などによるものを資料に,現地で碓許し,その分布する襲面高度により,5つに分
けた.高度約 550- 占 00〝L付近に分布するもの,帯皮約550- 450m付近に分布するもの,
および箭度約 2 80- 5 00〝用-近に分布するものである｡
(a) 高度約 550- 占 00m付近に分二桁するもの
これには,弥高山LIJ頗付近のものと,川上町の西軸手原～杖立付近に見られるものが該当する｡傑
軽は,弥高山束礎では石英斑岩･古生層 .中節統泥岩などであり,南艶でも,石英斑岩を主 とし7こも
のである｡いずれも聴角傑ないし角棟であり,大きさは1- 50仰のものと様々であるO これらにつ
いては,岡田(19占占)は次のように考えた.｢排球が周辺の基盤を欄成する蛍石と同じものであ
ら,疎の円形度からみても,遠方から運ばれてきたものではない｡したがって扇状地的な河川堆間物
の可能性が強いo｣ この疎層よりなる地盤の苗度は,55 0- 占 00mで,岡田のいう t吉備高原面〃
の一部にあたる｡
(b) 高度約 550- 450〝7付近に分布するもの
これはtl花瓶屈 "と呼ばれているものである｡分布は,栄から成羽町との境界付近,畑目名.抱粟
付近,円丸,下大竹,神野.野田韻迫,光安,両派付近となっている｡特に高櫛付近に発達のよいこ
とから,河合 (1957)が高瀬岡と呼んだものを,寺岡 (1959 ),吉村 (19占1),楠見(
1965)らが継承し,岡田(19dd)もそれを再定義 して用いている｡
疎和は石英坑碧が主で他に花樹岩,斑れい岩,朗 岩,粘板岩.チャートなどを含んでいる.神野
～正等付近では,石英斑岩が非常に多く,他に粘板岩,扮 岩,花純岩があり,柴っほいチャー トも
一部に含んでいる｡正寺～輩坪間では,すぐ近くに千枚岩の舘頭がみられ,やはり石英斑岩の硬が卓
越しているOますこ,須志～野m忍迫付近では(写火参 )緑 ･赤などの緑色片岩,チャートが多く見ら
れるO全体的に見ると,唖トLJ鎌の部分が多いが,-部に角伴の屈も含んでいるo風化度は,それぞれ
の場所でまちまちであるQ分級度は,全体的に見ると疎の大きさは様々であり,あまり良いとはいえ
ない.洪水的な突発的な出水で流された様相杏里している.主体となっている枠は.2rj- 5 Oc7n位
の大きさの嫌である｡この砂群居は,aの砂健屑が舌鵬識原面にあるのにくらべ,一段低い侵蝕面で
ある板戸円l面の,J､塩伏山地上に分布しており,これらの分布する地域は樹状に迎なっている｡岡田
(19dd)は,これらの砂僚桐を古高瀬川と呼ぶペ割日河川の河床鰯SJl物として取り扱っている.
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奄 ) 高度約 280- 500m付近に分布しているもの
大Iii付近に分布しているもので,現在の谷の糾佃に分布しているO市田(1974)によると,市
甑刑よりも一段低い面に椎も7しているものとしている｡
これらの砂健脚の雌ElLだ時代についてであるが.甫轍屑については.赤木馳 (1930),佐藤
軒郎(1958),小倉勉(1921)らは,節三紀JEjとしているが,化石の産出が見 られないので
は1きりとしT:推定はできないoしかし.河介 (1957)は,苗瀬胴は中断銃を不整合に故習して
いること,旧大賀村有轍において捕瀬^iJをrlく玄武岩かあることを報告 しているので,中薪続よりも
あとで玄武岩の流出よりは抑 こ椎田したと言えるのではないだろうか.岡田 (19占6)は,拓瓶屑
に対比される門田拝眉が大戸硬岡(鮮新世後半のもので,第二板戸内梅前期の湖洞件舶和物ではIL､
かと推定 している)を不遇余に取っていることから,鮮新世後脚から聖新旭前腕の雌枯物ではないか
と推定している｡また,(.Lljの砂傑脚の姉別時代について ,EfJ'欄JF7との高庇蓋,厨相の周遊,両脚閥に
変位が認められないことより,岡m(19id)は,(壬t.)の蹄屑はTI首漸層よりもかなり古い碓掛物であ
るとしている｡そして,中新銃への混入も可措く馬脚(1954)は,杖立の砂授周が帝三紀FF]所統
上に不盤合に乗るとしているが,岡mはこの梯即が慨片的に分布していることもあり,申新練の基底
岩との区別がきわめて困滞なため.この可能性を示唆 している)であるとしているo(C)の砂傑同につ
いて,分布聴聞が小さいため,砧栃Iplとの的係も玄武岩との関係もはっきりつかめTJかったが,はば
現在の河床に沿っていることから,岡田(19占占)の背野疎m(更新世の傑JElと岡田は考え孔､る)
に相当するのではないだろうか.
(2) 芯原上の孤立畔
この地七勘こは,玄武岩丘が多数分布する｡川上町Fこ見 られる玄武岩丘のうら主なものは弥箱山(占
54m)と須蕃山(522/I)である｡これら二つの断面形は,薩111 41 1のとお?)であるO これ
を見ると弥成山の方が南北断面図を見る限り節状をなしており.須志山の方は,凹型の急斜面をもっ
ていることがはっきりわかるoこれらの玄武岩丘について,小倉 (1950)らは,その山容が玄武
岩の火山の一般的形態であるトロイデlこなっているr:め紐状火山としているが,三野 (19占1)は,
これらを噴出飴盤面が侵蝕きれた古いものであると述べているO岡田 (1988)は,これらの玄武
岩丘が,血径数 100m以下のものが多いこと,凹型斜面をもつものがあること,点在的に多数分布
することより,熔岩円田丘といっr=呼出当時の形暦を洩しているものではなく,侵蝕 され残った残丘
的防格の岩額であろうと言っている.この玄武智の噴出した時代については,岡田(19占占)は,
｢芳井町下鴨において高瀬相当屑の疎屑中に玄武岩が田入し,両側の旗周に巾約 10C7Wの熱変成を与
えているのが簡察される,また,この横倍の上部を壁山玄武岩が被野しているらしい｣ということよ
り,高額周稚研以後のrr人によるものと考えていろ｡
また,川上町およびその周辺の玄武岩圧は.この他蛾の中央を走る千峯坂斬屑の線上に兄い出すこ
とができるOこれは,これらの玄武岩丘が.古い断同線の弱いところに沿って噴出したことを示して
いる｡
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(3) 山砂利屈と玄武岩との幽係
山砂利榊 (特に稀瀬田 )と玄武皆丘との凶徒は,図1-4-2のようなものと岡EEl(19dd)は
考えている｡高瀬榊 との鮎係は前述のとおり,一部において玄武岩が高瀬屑を燈っているため,玄武
岩の方が新しいものとしてとり扱ってきTこのであるが,三野 (1955)が野外調査の結果,苗漸桝
中に玄武岩の僕が含まれていると報D._iしている｡この件について詳しいことがわからないので.もし
この伴の供給が,これらの玄武岩正によるものとすると,砂倹凧雌研前にも玄武岩の噴出があったと
すへさであろうOしかし,今回の凋充の限 りでは,玄武岩の鮒 ま,Il!錐的なものしか兄い出し得なか
っ†こので,いまのところ山砂利Jdの聴取の方が古いものと考えている.
(浜崎 安子 )■
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第 2葦 人 口
1 人 口 構 成
川上町は,昭和29年.手荘村 ･大葬村 ･高山村の三ケ村が合併してできた町である｡以下にh･い
ては,旧三ケ村の資料や合併後の川上町の資料をもとにして,人口絹成における特徴を描こうと思う｡
分類上,(1)人口･世帯数の推移 (2)年令別人口相成の推移と比較 (5)匪幕別人口構成の姓移の三つに
分け,それぞれについて述べよう｡
(1) 人口･世帯数の推移 ▲ ■
旧三ケ村及び合併後の川上町の世村数 ･男女別人口･総人口･性比 .一世帯あたり人月を示したも
の那t,表号-1-1で,松人口の推移をグラフで示したものが図2- 1- 1である｡これによって,
総人口の推移,性比の推移,世帯数と一世侍あたり人良の推移を見てみよう｡
(イ) 総人口の推移
図2-1- 1から明 らかなように,旧三ケ村の総人口は,手荘村 ･大朝村 ･吊山村の喝で多く,令
廃までこの順位は変化していない｡以下合併までの旧三ケ村の人口について少し詳しく述べよう｡手
荘村は三ケ村の中心村落であり,人口も三ケ村中破も多く,一番少ない年が昭和 1ム年の 5.604人.
一番多い年が昭和22年の4.95占人となっている｡まT:そのために人口の変動も大きくなっているO
逆に高山村は人口の変動が小さく,第二次大槻の影響を受けた年時を除いては2.000-2.500人
の闇でなだらかな線を描いているb川上町全休としては.大正 15～昭和4年にわずかの増加 ,第二
次大戦後の昭和20年に急激な増加を示しているのみで,これらの時期以外は全て減少を示している｡
昭和28年には.終掛 こよる外地からくだ引き掛 1･iTl人の'di艮･都市からの疎開があり, これらが腿村の
人口を急激に上CUu口させたからである｡個ql2O- 25年の闇は,上述の人々がひき続き段村に留まり,
一方で｢ベビーブー ム｣が起ったため人口が織少 しなかった｡25年から合併の29年に至るまでは
わずかの減少を示しているものの,総人口数は10,000人を割っていない｡
次に三ケ村が合併した臓和29年以降の人Ljについて述べよう｡昭和 20- 25年の急激な人口増
加は段村の人口を飽和状態にさせ,t職和50年代より都市への著しい人口流出を招いた｡嗣和29年
の川上町の総人口は10.255人で,これを100とした時の人口桁数は50年では97･7を保って
いるものの,55年には89･6,40年には74･1, 45年には85･2に達している｡また55- 4
0年の減少は著しく,その割合は17%になる｡ この5年間に,川上町全体としては14男,成羽町
12･9男,備中町 12･2男の減少率を示しており.川上町の減少率が壕 も高かっTこことを示している｡
48- 45年の5年間では,川上町 15.1男,川上耶全体 1ム8%,成羽町 15･1%,備中町25%
となっており,この時肋では術中町の減少率が地も蕗かっf=ものの依然高率を示している｡このよう
に昭和55- 45年の10年間に特に人口減少が新しかった坪由としては,昭和50年代の高度経済
政節の進展に伴ない島村の労助力が軒市に流出したからである｡昭和45-50年の減少率はd･1%
で,過去の5年毎のそれに比べかなり低くなっている.その背封としては,高度凝済政解のひずみと
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表 2-1- 1 旧事荘村 ･大数村 ･-.5山村の世群数と人口
正元年l 2 5 4 5 占 7 8 9 10
<手荘村>世 帯 数罪女総 人 口性 比一世 あたりの 人員大賀 602 ( 849)2,572.5049011.46 8092.54,2574 8占10.0.64 8002.515244 27104..占889 588 584 584 620 4.20占589 587
罪 1.718 1.718 1,721 1.897 1.858 1,880 1,754 1,719 1.71占 1.855
女 1.724 1,720 1,705 1.672 1.787 1.755 1.714 1,896 1.占79 1,655
総 人 口 5.440 5.458 5.428 5.589 5,845 5,815 5.488 5,415 5.595 5.270
性 比 99.5 99.9 100.9 101.5 104.0 0ー占.0 102.5 101.4 102,2 100.0
一世帯あたりの 人 員<高山村>世 数 5.7184 5.占58 5.87占 5.7281 a.20587 占.19584 5.9478 5.5180 5.7886 5.577
盟 1.125 1,145 1,185 1.172 1.197 1.211 1.221 1.207 1.217 1.199
女 1.188 1.166 1.195 1.215 1.219 1,214 1,228 1.215 1.212 1,785
総 人 口 2.291 2.511 2.55占 2,585 2.41占 2.425 2,449 2.420 2,429 2.582
性 比 98.5 98.2 97.5 98.占 98.2 99.8 99.4 99.5 100.4 101,4
現勢湘査縛･手在村統計二舶スノ個 冊による｡( )は本筋人口を示す｡空白部分は資料の欠如を示す｡
-2占-
現勢艶査芦別こよる｡
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昭和7年 8 9 10 ll 12 15 14 15 16
<手荘村>世 帯 数 774 787 782 781 780 779 779 779 I 788 761
罪 2,071 1.972 1.998 1,998 1.988 1,950 1.895 1.904 1.982 1,7d1
衣 1.941 1.965 2.014 2,014 2,014 1.890 1.895 1.878 1.954 1,845
総 人 口 4.012 5p.955 4,012 4.012 4.000 5.820 5.790 3,782 5.916 5,ム04
性 比 lob.7 100.5 99.2 99.2 98.a 102.1 100 101.4 102.5 95,6
-世辞あたりの 人 点く大賀村>世 相 敏罪 5.18(2.182) 5.0(2.,208) 5.15(2.22) 5.14占71.71(2,225) 5.15(2.24) 4.9055 4,87550 4.85550 5.ll581, 0 4.74842
女 (2.156) (2,154) (2.162) 1,543(2151) (2.144) 1.499
総 人 口性 比一 帯 良筒山 数 4 7 45621071 4,8770 514 60.8490 4 8792 5.049,4男 107 104 9 925 902 8
女 1,062 1.049 1.049 1,044 995 905 908 951 852 ado
総 人 口 2.159 2.120 2.115 2,051 1,975 1.855 1.855 1,855 1.701 1.702
性 比 101.4 102.19.158 101.4 96,44,57占6019.1795 98.9?,096 105.0 101.9 98.9 99.A 97.9
現勢調香鰍 こよる｡ *印は推定,( )は本箱人口を示す｡
昭和15年は国勢調査報佑軌 こよる｡
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昭和17 18 19 20 21 22 25 24 25 26
<手荘村>世 碍 数 758 757 75占 892 914 955 910 958 897 8894.795.40Il一
顔 1.905 1,850 1.745 2,552 2.279 2.576 2.412 2.422 2,559
女 1.880 1.900 1.955 2,604 乙472 2.4占5 2.455 2.471 2,467
総 人 口 5.785 5.750 5.700 4.958 4.751 4.859 4.867 4.895 4.826
性 比 101.5 97.4 89二5 89.占 92.2 96.5 98.2 98,0 95.6
一世帯あたりの 人見<大安村>世 数罪r 女総 人 口性 比員高l,l柑静 敏男 4.99850 4.9572 4.897占4 5.55I98 5.20し｢ 95 5.206151,754.85 49.8782 5.5567990 5.22I 5.58占21.815,045670.78
女 875 859 885 1.口57 1.D45 995 1.006 981
総 人 口 1,705 1.651 1.占27 1.995 1.975 1.9砧 1.99占 2.006
昭和22,25年は国勢調秀和告乱 他は現勢調丑薄による｡
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衰 2- 1- 1 合併後の川上町の世群数と人口
昭和29年4月1日 50 51 52 55 55 57
世 帯 数 5.058 1.887 1.851! 1.875 1.891 1,841 4.505男 4,929 4,977 49 49d2 4467
女 5.177 5.Odd 5.088 5.075 5.0占0 4,701 4.占ob
総 人 口 1口.255 ?,?95 10,Od5 1D,050 10,022 9,188 8,90占
性 比 97.7100 97.5 97.8 98.2 9a1 95.0 95.5ド
一世帯あたりの人員人口指数(照誤 慧 )5年毎の減少率 (刃 5.3597.7 5.44 5.5d 5.30 4.988.占85
昭和58年 59 40 41 45 49 昭和50年d 月 末
世 帯 数 4.150 1.711貞 5.870 1,占08 1.5占1 1.558男 5.948 5占80 5.08占 295 2,925
女 4.440 4.245 5.950 5.958 5.578 5,187 5.149
総 人 口 8,590 8,191 7,610 7,占58 占.464 占.158 8.072
性 比 95.58 8 95一4 95,8 95.2747 91.4 92.6 92.8
一世帯あたりの人員 4.45 4.02 5.95 5.90
人口指数(発雷誓諾 写) 79.9 74.4 65.2 80.0 59.5
昭和29.49,50年は町役場資料によるO
昭和50- 55年は現勢調査帝による｡
昭和55.40,45年は国勢調査報告杏によるO
昭和57,58,59,41年は川上町統計台帳 (川上町商工会所有 )による｡
-50-
??
?
??
??
?? ? ?
???
?
??
? ?
?
? ?
-51-
して現れた都市の環境問題への配慮,近年の堤村への小=場誘致,県南水島=業地帯への通勤等が頗
村から都市への労働力流出を若干おさえていることがあげられる｡また一家族構成員の減少から,流
出する若年層の絶対数が減少したこともあげられよう｡今後の川上町は人口の減少は避けられないも
のの,その削合はかなり低 くなることが予想される.
なお現勢諏査縛によると,昭和51年は昭和50年より70名の人口増加となっていて,昭和55
年まで総人口数は 10,000人を越えている｡しかしこの時朋に川上町において人口上甑口を促す堂内
はなく資料に疑問がある｡まT=,川上町統計台帳によれば昭和57- 59年の人口は裳 2- 11 1の
通りである｡しかし,同資料によれば,昭和 40年の人口は男 5･812人,女 4･112人 ,総人口7･
924人となっており,国勢調査の人口を上回っている｡また昭和41年の人口は,同資料によれば,
40年の国勢調査の人口を上回っており,この資料にも疑問が持たれる｡
(｡) 性比の推移
総人口のうち,男女別の割合について述べようOまず袈 2- 1- 1と図2- 1-2によって合併前
の旧三ケ村の性比を見てみよう｡(以下性比は女 100に対する男の削合で示す｡) これによると,
I-:-- :-･- :-L-:空 -:-:千 言 ニ=ー-,-i-:-;-:i-;:-: =: ･.F キ ー 一一
藁 5 .0 - 買 5 .0 ,5 20 25
図 2-1-2 旧三ケ村における件比の推移
旧三ケ村の性比は,岡Ill頻や日本のそれと比較して不安定であるO例えは岡Ill県の性比は,大正元年
に 105･7であり以下低下し大正8年に 10012となり,大jT=9年に初めて100を割り,以下昭和
9年まで98- 99の間ではぼ一定しているo昭和 10年からはまた低下の傾向を示し,昭和15年
に一時上昇 したものの,18年からは90を割り,20年には87,1と足底となった｡しかし22年
には95･0に達し25- 29年までははは 94である｡まT=日本の場合,大正9年から昭和 10年ま
ではば 101で安定し,その後低下を示し.20年には89となった｡しかし22年には95.4まで
回復した｡このようにl柏川-1県.日本とも一度 100を割ると二度と回復 していないが,旧三ケ村の場
合 そのような傾向は見られないっ
旧三ケ村のうち,変動が比較的少ないのが高山村であり,特に大正12年から昭和9年までは,昭
和 4年を除いて, 101- 105の問で安定している｡次に大賀村では,大正元～ム年まで漸増を続
けているが,大正 11年には91･9まで下がっている｡また個和 2-5年にはほぼ 110まで上昇し
ているoまた手荘村は大正12- 14年の間の性比が, 104.5,955, 104.5で一年間で10
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近く変動しているし,昭和5年と7年には大賀村 ･拓山村に比べかなり商い値を示しているのが特徴
である.このように三ケ村が各々の特徴を示し三ケ村の相互の的係は把超し軽い｡澗和 15年以降は.
高山村 ･手在村ともに漸減を示し,昭和19-21年に底辺を記録 しているのは,日本 ･岡山県の資
料と共通して第二次大戦の影響を表わすものであるO(ただし辛荘村では 17年にかなりの上昇傾向
が見られる｡)
次に合併後の川上町の性比について述べようb合併当時の昭和29年は97･7,50年に97.5で,
55年には95'となり漸減の傾向を示し,この厭向はさらに統主脚和 45年には91.4となり最低を
示している｡ これは先の細人口の推移で述べたように農村労働力の都市への流出を物潜るものである
が,年令別人口柵成の推移も考慮すると,若年男子人口の都市への流出が顕著であったことを示して
いるOしかし49年にはこの傾向もわずかながら頓和され,今後は性比の上昇傾向を示すものと患わ
れる.ただし岡山県全体では昭和50- 40年の間で減少憤向を示し,40年には90.5まで下がっ
たものの,45年には9215, 49年には9エムまで回復しているO従って県水準と比較すれば,性
比の低下から回復へほぼ5年の遅れがあると言える仇(岡山県の数値は｢岡山県統計替｣･｢岡山県
統計年報｣,E1本の数億は｢国勢調査簡告℡｣Iこよる｡また昭和51･52･55･57･58 ･5
9年の数値は前述の通り侶懲性に欠けるので参考としなかった｡)
い 世帯数と一世帯あたり人員の推移
まず世帯数の推移について簡単に述べよう｡大正元年から10年までの大賀村 ･高山村の資料によ
ればこの10年間ではわずかの減少が見られるのみである｡大正 11-昭和9年までは多少の増減は
あるものの三ケ村ともはは一定している｡節いて.資料が継続している手荘村に限って見ると,昭和
15年から減少の傾向を示し, 19年に最低数を示している｡しかし翌 20年には大幅に増加し24
年にピ-クとなっているOこれは明らかに誇二次大槻による動員 ･出征から終職後の復員 .居留民の
引揚げという一連の動きを表わすものであるO
合併後の川上町の世帯数は昭和50- 55年の5年間ではあまり減少していない.この期W,人口
数では800人以上の減少があった事実と一世帯あr:り人良の減少 という申実は核家 族化へ の徴
候を示すものである.しかし55- 40年にかけては150戸,40- 45年にかけては105戸の
減少があり,この期間家族ぐるみの転出がかなi)多かったと考えられる.45- 49年では47戸,
49- 50年ではわずか占戸の減少に敏まっているので.上述の現象にも緩和の傾向が見られること
は明らかである｡
次に-世帯あたりの人月について述べようD大正元年から11年までの大賀村と布山とを比較する
と,高山村がずっと大班村を上回る数値を示している｡しかし翌 12年からは逆転し大賀村が高山村
を上回り.この傾向はずっと続いている｡大賀村では大正9年から兼業粒家が著しく減少し,専業出
家の増加が見られ,11年にはこの現象が激しくLっているQ数値の逆転はこの現象と関係があると
思われるO事荘村は大正 11- 15年.昭和 15年を除いて,三ケ村中費も低い数値を示している｡
これは手荘村が良薬に依存する度合が他のニケ村よりやや低い専実と朗係している.(評しくは産英
別人口偶成の頃日を参照されたい.) しかし,阿山県や日本の数値と比べるとかなり高いO岡山県で
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は,大正d年に5.19で最高を示し,9年には5を割 り4156まで下がっている.以下昭和50年ま
では4･d～4･85の闇で大きな変動はない｡日本全体では大正9-昭和50年まで4.97- 5.1の間
で安定している｡これに対し,大勢村 .高山村では衰 2-1- 1に見られる限り5を割った年はないO
手荘村では唱和 12年に初めて5を削り,昭和 15年を除いて, 19年まで続いていて,第二次大戦
の彫饗を示 している.
合併後の川上町は昭和50年に5.55と岡山県の4･80,日本の4.97に比べかなり上回っている｡
しかし55年には5を割り,45年には4･02まで下がっている.45年の数値が,岡山県5.76,
日本5･72なので接近の傾向がうかがわれる｡これは,若年労働力の都市への流出と全国的に見られ
る核家族化によるものである｡(岡山県の数値は｢岡山県統計督 ｣･｢岡山県統計年報｣,日本の数
値は｢日本帝国統計年鑑｣･｢国勢調査報告番｣によるu)
(2) 年令別人口周成の推移と比較
年令別男女別人口構成の推移を示 したものが,図2- 1-3と表2- 1-2である｡まず明治2a
表 2- 1-2 年令別男女別人口の推移 と比較 (構成比 )
明治24年高山村 昭和29年 川上町 昭和49年 川上町 昭和49年 岡山県
男 女 罪 衣 罪 女 男 女
0- 4才 5.5% 5.7% 4.9% 5.7% 2.?% 2.5% 4.4% 4,2%
5一 9 4.8 4.8 &5 i,8 2.6 2.4 5.8 5.5
1n ′･.-14 5.5 4.9 占_0 5.9 4.1 4.0 5.占 5,4
15.-19 5.5 5.0 4.a 4.5 4.5 4,5 5.7 5.a
20.-24 5.5 5.7 4.早 5.5 2.4 2.7 5,5 5_9
25.-29 4.1 5,a 5.4 5_2 2.5 2.2 4.0 4.5
50～ 54 5.4 5.0 2,8 5.4 2.1 2.4 5.8 5.9
55.-59 5.8 5.a 2.6 2.A 2.7 5.2 5.5 5.8
40.-.44 5.4 5.0 2.7 2.9 5.a 5.? 5.7 5.8
45- 49 2.7 1.9 2.4 2.5 4.5 4.6 5_4 5.5
50′､ノ54 2.a 2.5 2.1 2.1 5.4 4.2 2.4 0.5
55～ 59 1.8 1.i 2.2 2.0 2.7 5,2 2.0 2▼5
60- 占4 2_1 2.0 1.8 1.7 5.2 5.8 2.1 2.5
65ノ.､ノ89 i.5 1.5 1.5 1.a 2.7 2.5 1.8 2.0
70′-ノ74 0.7 1.0 1.1 1.5 2.0 2.4 1.4 1,7
75～ 79 0.2 0.7 0.7 1.0 1.4 2,0 0一9 1.2
80- 84 0.5 0.1 0.4 0.5 0.8 1.0 0.4 0.a
F)5～ 0.1 0.1 0.1 0.2 0.5 0.7 0.2 0.5
0- 14才 50.8,i 55.5% 18.2% 22.9ヲZ
15′､ノ84 62.8% 58.5% dd.0ヲZ 66.7%
商山村報告井藷表編冊,川上町役場年令別男女別人口統計茸
川上町役場資料.統計おかやまJra257による｡
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年の本籍生年別人口から作成した人口ビラトンドは.一見して後進国型を示している｡ 20- 24才
の男子及び50-34才の男女が比較的少ないのが特徴と貰えるQまた88才以上が少ないのは死亡
率が筒かったせいであるO
昭和29年の川上町の人口ピラミッドは後進国塾を示 しているものの各所に酸だった特徴を示 して
いるCまず55- 39才の男子が隣接年令層に比べて極端に少ない｡ このことは第二次大柳 こよる戦
死者の彫智を示すものである.次に5- 9才の年令層が多いことが目立つo これは終敬後の引揚げ･
復員 ･疎閲家族の復帰等が,｢結婚 ブ-ム｣を呼び,さらに｢ベビーブーム｣につながったためと考
えられる.しかしベビーブームは昭和24年までで,昭和25年からは出生率は減退慣向を示してい
る｡戯村でもこの頃から人口動態の近代化憤向を示し出生率は減少している｡0- 4才が5-9才の
年令屈に比べ少ないのは.このような状況を反映しているからである｡また出生率減退傾向を生み出
した理由としては,ベビープ-ムの背景に一時的特異的な社会串情があったこと,終職後の生酒の苦
しさ等が考えられる｡
昭和29年の川上町と昭和50年の日本全体との階層別人口の割合を比厳してみると,幼年人口(
0- 14才),生産年令人口(15- 占4才 ),老年人口(占5才以上 )は,川上町がそれぞれ,5
55ヲZ,5占,5%,8.5%となっており,日本全体では,55.4%,占1.5%,55%となっておt)
大差は見られない｡
次に昭和49年の川上町と岡山県全体の年令別人口槽成を比較してみようO川上町の人口ビラトン
ドは一見して殿村によく見られるヒョ-タン型を示している｡すなわち生産年令人口のうち20- 5
4才の比較的若い感の抽暇な都市への人口流出を如実に表わしている｡これに対して岡山県全体では
はば安定したツポ型を示している｡両方に共通の特徴として55- 59才の男子 (川上町では女子も
含む)が極端に少ないのはすでに述べた理由による｡また階層別に両方を比峻すると,生産年令人口
の割合はほとんど一致しているが,その内零は大きく異なっている｡生産年令人口のうち, 15- 5
9才の年令層を比較すると,川上町は29･2ヲZ,岡山県は58ヲgとなり9ヲg近くの差がある｡また2
0- 59才では川上町が 20･2%,岡LL硯 が51･5ヲgとなり川上町における若年労働力の流出がよく
わかる｡ 10- 14才,15- 19才の割合がかなり貰いのは中学 ･高校への就学者がほとんどであ
るためと考えられる.0-4才,5-9才の割合が低いのは .20- 54才の年令層が少ないことと
対応した現象である｡占5才以上の老年層は,川上町では29-49年の20年間に約2倍に達し,
49年の岡山県との比較では約 1･5倍となり,人口老令化の現象が著 しい｡さらに55才以上の全て
の年令周において,49年の比率が29年のそれを上回っていることからも人口の老令化は今後一層
進むと考えられる｡
(5) 座薬別人口相成の推移
次に産業別人口構成の移 り変わりを見てみよう｡産業分薪は各調査年次で分類の基準が異なってい
るため,昭和25年以前と以後に分けて分類した｡日召和25年以前の産業分類を示 したものが表2-
115である｡まず,明治末の大賀村 ･高山村について述べよう｡大焚村 ･有山村 ともに蛙業がEE倒
的多数を占めているが,注目されるのは大賀村における明治 42年の現住人口職業別の変化であろう｡
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表 2- 1-5d 川上町現任戸数聯英別と現住人口職業別(大正 11年～昭和占年)
良 案 水産業 鉱 業 工 業 商 糞
専業 兼業 合計 専業 兼菜 合計 Qf業 兼業 合計 専業 兼畢 合計 専粛 繋裳 合計
大正11年 戸数 1.158 409 1547 1 1 18 26 44 45 24 69人口 dA592ム509.log 5 5 87 171 197 502 165 467
12年 戸数 1.15d 40(〕155d 1 1 19 28 45 45 27 72人口 占55525899,104 2 2 105 152 257 274 185 457
15年 戸数 1.152 597 1549 1 1 18 27 45 45 52 77人口 占7202占159355 2 2 107 158 2占5 285 190 475
14年 --ー 11口0 444 1544 1 1 2 19 28 45 41 54 75戸人口 8,515 28509.145 2 5 7 94 155 229 242 188 450
15年 戸数 1.105 424 1527 1 12 15 20 25 45 51 57 88
人口 655127569,087 2 48 50 981〔) 159 257 255 180 415
昭和2年 戸数 1.144 5711515 1 14 15 5占 占6 59 45 84
人口 dA2725578784 2 dO 6214 101 151 252 226 179 405
5年 戸数 i.155 567 15ロ2 1 15 ll 25 54 41 44 85人口 6A2522118ム58 2 dd 48 111 148 259 248 194 442
4年 戸数 1.144 569 1515 1 5 4 ll 24 55 45 59 84
人口 dA58229占8754 2 ム 8 109 145 254 257 190 4477
5年 戸数 1201 551 1552 1 5 4 10 21 51 42 55人口 占808 1.7788584 2 占 8 50 105 155 228 169 597
8年 戸数 1201 5141515 1 5 4 ll 24 55 42 41 85人口 8750lt7占88A98 2 占 8 50 115 185 228 17dl402
交通業 公務及自由築 其の他の有菓者家輯使月l 無相葉 総合 計
専英 兼業 合計 専業 兼業 合計 噂弟 ## 合計
大正11年 戸数 10 12 22 51 17 48 5 lO 15 5 1,745人口 67 89 154 128 91 219 29 4占 75 9 10.509
12年 戸数 9 9 18 50 17 47 2 ll 15 2 1.755人口 ム8 dd 154 122 106 228 25 41 dd 9 10.257
15年 戸数 7 8 15 55 7 40 1 8 9 2 1,758人口 62 108 170 148 56 204 21 59 80 9 10.468
14年 戸数 9 7 16 29 ll 40 1 4 5 2 ll,729人口 71 dD 151 1dd 55 221 20 25 45 8 10.155
15年 戸数 7 ll 18 29 ll 40 1 5 占 2 1.759人口 占0 56 118 181 55 256 2□ 22 42 7 10,195
昭和2年 戸数 4 41 45 47 15 占2 1 4 5 8 1,728人口 56 82 158 181 占0 241 2[ 22 42 9912
5年 戸数 8 19 27 58 17 55 1 4 5 7 1.722人口 57 75 152 166 70 28 20 29 49 9,89
4年 戸数 7 15 22 40 21 61 1 4 5 9 1.725人口 49 占2 111 174 9占 270 22 5(】 52 9,906
5年 戸数 5 15 18 44 22 i,a i 4 5 10 1.758人口 29 22 51 18 80 246 26 21 47 9,49
占年 戸数 5 16 21 44 19 65 5 4 5 7 1,728人口 5 28 6 165 75 258 14 22 28 9.4 2
まず段業では前年までは専業者がほとんどであったが.この年は兼業者数が前年比で約7倍に増えて
いるoまた工業 ･商業においても,放業者数は前iF比で両者とも約8倍に増えているOしかし翌45
年には,良薬では専業戸数･増選者数が前年とほぼ同じ糾合で減少し,兼糞戸数 ･兼業者数が若干増
えているものの,工業 ･蘭業においては兼菓戸数 ･瀧業者数は大崎に減少している｡さらに,明拾 4
1･42 ･45年の噂業･凍業者数の合計は.それぞれ5.405人, 4.721人,5.592人となっ
ている｡以上のことから明槍42年の大力村の産止上の変化はこの年限 りのものであったが,汲是に
おける兼菜化の憤向は大正8年頃まで続いている｡窟山村においても,明治4 1年は虚業の等業者数
は前年に比べ, 444名減り,諏業者数は555名増え.工業 ･商業においても瀬業者数の岬加を見
ている｡
続いて大正元一 10年の大賀柑 ･高山相について述べようoこれまでの戯菜 ･工業 ･蘭菜の三分類
に大正元年から新たに庶磯 .その他が加えられたが,全座薬に占める割合はごくわずかであるnまず
大祭村では,明治末に比べ捜菜における沫業者数がやや減 り等業者数がやや増加 しているが,他の蒔
業においては顕著な相選は見られない｡以後大正 4年まで全産菜においてほとんど変化は見られない
が,大正5年の払菜で灘業者数がやや上削和している｡しかし以後減少傾向を示し,大正9年には大き
く稀少しているOまたこの年工業等来者数がゼロになっているのも注目される.
次に高LJB村では,大正元年に比べ鶴男噂第着敬が大幅に増え.腰業者数が大将に減少している.こ
の減少は程度の墓 こそあれ両村に共通している｡その後段果菜業者数は大正4年に大 きく増11]し,ま
たこの年工業兼業者数,商業専某省敷 ･兼業者数が大きく減少しているo国際的には,大正5- 7年
は第一次大槻の応中であるが,大槻と戯村産業構造との鯛係は把捉しにくいO
大正 11-昭和6年の分衛基恥はそれ以前のものと異なり,新たに交通業 ･公務及自由業 ･其の他
の有業者 ･家撃使用人 ･蜘峨選が加わって.欄 ･その他が除かれた｡この時朋手鑑村の資料が加わ
るので,三ケ村の合計を出し川上町の資料とL,r=｡まず各村の状況から述べようB手荘村は大田 ･高
山の二村に比べ,良薬において米菓者数がかなり芹机､ことが目立つ｡また他産業の全産業に占める割
合が他の二村より若干高い. これは,事在が川上町における中心村落であることと深く舶係している｡
大賀村では,大正9年から続いた投薬頒菓者敦の姐少虹向が一層節著になり, この僅向は個抑占年ま
で続いている,手荘 ･満山に比べ噂業者数が圧倒的に多いことが目立つ｡一方,=業 .商菜でも大tE
11年から噂某 ･兼襲者数ともに減少の慨向を見せている｡高山村でも,大正 11- 15年にかけて
は,畿業諏業者数に大きな変軌.ま見られ!.L･いが.研和 2年には前年の半分以下とけり,昭和 5年には
著しく減少しているO昭和5年の駐英発案者数の鮮少は事花村にも見られ,馴寸共通の現象と考えら
れるO全国的には,昭和5年は金将出解欝の第 1年で緊縮政帝による不況の時期であった0
昭和5年における特集別人口とその削合を比較したものが表2-1-4である｡これによると.日
本全体では段薬従申者の全鴨業に占める糾合は50欝を割っているが,川上町では90%に遷 し,そ
の内,大賀村では95%を越えている｡川上町の生宿基盤のほとんどが農薬であることを示している｡
なお三村の内,手花村が殴業従申者の占める割合が低いのは,中心村落によるためである.
昭和25- 45年の産業別人口構成の変化を示 したものが表2- 1-5であり,さらにそれを三大
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表 2- 1-4 職業別人口とその割合 (周知 5年 )
投 薬 水産業 鉱 菜 工 菜 商 業 交通業 公務 .自由業 家 事使用人 計(其他共
日 本 有業者数(千人) 14.140 547 251 5ー700 4.478 1.108 2.044 7,881 29,占20
乱令 悌) 47.7 1_8 0_8 19.2 15.1 5.7 6.9 2.i 100
糊山県 有箕音数 (人)558,781 7,755 2.712 105,545 74.899 18.250 55,942 占,1占8 d15.190
割合 CZ) 58.5 1,5 0.4 16.9 12ー2 5.0 5.5 1.0 100
手荘村 噂業.兼業者数 5.45占 0 8 125 289 40 78 0 4,012
割合 Ci) 85.a 0 0,2 3.1 7.2 1.0 1.986 0 100
大賀村 専某.瀬業者数 5.177 0 0 8 49 0 0 5.520
削合 Ci) 95.7 0 0 0.2 1.5 0 2.a 0 100
高山村 専業.兼業者数 1.971 0 0 22 59 ll 82 2.1砧
割合 (幻 91.0 0 D 1.0 2.7 0.5 5.8 0 100
川上町(三ケ村合計l専業.凍業者数 8,584 0 8 155 597 51 248 0 9,498
日本帝国統計l年鑑,現勢調査時(こよる｡
蓑 2-1-5 川上的産業別人口梢成の変化 (S25- S45)
昭和25年 50年 55* 40年 45年 脚和25年 50年 55年 40年 45年
出 業 輿 2,075 1.9D1 1,582 1.28占 92占 金 融 男 5 12 9 15 6女 .264 2,185 .Plo 444 1.192 操 縦 女 1 5 2 2
総数 4.5.59 4.084 5.492 2.750 2,118 不動産業 総数 占 17 ll 18 8
林業及び狩 猟 業 盟 158 88 88 57 21 運 愉通 倍 某 男 68 64 62 7ム 155
女 6 29 41 7 2 女 8 8 ll 5 15
総数 144 117 109 44 25 総数 74 72 75 81 146
漁 業 及 罪 4 0 0 0 0 唱 気 罪 2 4 2
び 水 藻 女 0 0 0 0 0 ガ ス 衣 0 0 0
養 殖 菜 総数 4 0 0 0 0 水 道 発 総数 2 4 2
.鉱 業 男 57 150 211 77 47 サ ビース業 罪 124 145 199 172 205女 4 24 5 18 ll 女 86 9 27 51 159
総数 占1 154 242 95 58 総数 210 240 526 505 Sd2
建 設 業 罪 111 119 159 122 178 公 務 男 88 52 54 占1 65衣 2 4 5 12 女 6 20 19 27 28
総数 112 121 143 2ー5 182 総数 74 72 75 88 95
製 造 業 罪 15占 97 111 1占0 2占5 分類不能の 産 ､英 切 1 0 0 D 0
衣 25 17 126 295 422 女 0 0 0 0 5
総数 1占1 114 257 455 占85 総数A宇 1 0 0 0 5
卸 売小 売 凍 男 122 140 151 125 106 合 計 男 2.907 2.748 2.5占8 2,155 1,942女 88 80 114 107 1ロ0 女 2.487 2.465 2,585 2.058 1.944
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国勢調査報告掛 こよる｡ただし,昭和25年は5ケ村合計を示す｡
昭和25･さ0年の屯気･ガス･水道菜は分類上運輸通信業に含まれる｡
衷 2-1-6 産業三大分類人口の削合 一
岡山県
昭和25年 50年 55年 40年 45年
第 1次産業 5占.0% 50,7% 45.1芳 34.4芳 25.6%
第2次産業 20.1% 20.8% 25.a% 29.7% 54,7%
第 5次産業 25,9芳 28.4% 51.1% 55.9芳 59.7男
昭和25年 50年 55年 40年 45年
第 1次産業 48,570 41.0% 52.6男 24.8男 19.5%
第2次産業 21.9% 25.5% 2?.2% 52,5% 55.9%
第 5次産業 29.7穿 35,5% 5&2欝 45.0好 4占.7%
昭和25年 50年 55年 40年 45年
筋 1次産弟 84.1% 8DJ占男 72.7男 日.5男 55.1%
第2次産糞 占.5% 7.5% 12.6男 16,1男 25.8%
第5次産業 10,7%. ll.9% 14.7% 17.4男 21.0%
国勢調査報告tQlとよる｡
合計が 108男とならないのは四捨五入のためである0
分軒別にしたものが表 2- 1Idである｡それにJ:ると,昭和 25- 45年の間に塊業従串者は半数
以下となっているO林業及び狩猟菜が55- 40年にかけ半減したのは,薪炭の詔要と生産の減少に
よるものである｡鉱業は50- 55年の閏に一時的に増加しているが,45年には 25年当時に戻 っ
ている.第二次宙葉の巾では,製造業が40年頃から急Iこ増加しているのが目立 ち,また第三次産業
の中では,迎噸 ･温情業が 40- 45年の闇に脚加 していることが注目されるoまた就業者数の減少
は.55- 40年の間が急激であったのに比べ.4ロ～ 45年ではやや緩和 しているハさらに産業稲
造の高度化 という側面から比較すると.45年の川上町の拝裳三大分類別の割合が25年の県平均と
ほは等 しくILることから,川上町は県平均より約 28年立 ち遅れていると貰えるO
以上から次のような結論が蒔かれるであろう｡ 1)埠戦後.一時的に脚加した膿箕就業者は, J3第
可苓人口の限界件から都市へ流出していった｡2)耶和5【年代の高度凝析成長政解や頻繭水良工菜
地精の関取 こ伴ない,塩翼就業者は県南や他脱の都市-流出していったヶ5) 昭Tr740年代にもこの
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傾向は続 くが,一方でわずかながらではあるが,第二次 ･第三次産業への移行が見 られるoLかしそ
れは製造業等の特定部門に限られている｡特に45年以降,この地域では,水島工菓地帯-の通勤 ,
小規模の縫製=場の創設が見られるOまたこの現象は政府の減反政帝と密接に幽連していると考えら
れる｡4)今後も,段菓就業者数は減少し,都市-の流出と上述のような第二次 ･三次産業-の移行
というパターンをたどるであろう｡
(金盛孝泰 )
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2 人 口異 動
以下は,｢統計おかやま別冊号 ･岡山県人口の動き｣を中心に,統計台帳,住民票,除零などによ
って,川上町における巌近の人口異動の特徴を調べたものである｡
(1) 自然動態
去 2- 2- 1は川上町における和年40- 49年度の出生 ･死亡の状況を,男女別人数,性比,自
然的増減からみたもの,図2-2- 1は出生 ･死亡総数の推移をグラフで表わしたものである｡なお,
自然増加とは｢出生数一死亡数 ｣が十の時,自然減少とはそれが-の時である｡表 2-2-2は当町
における昭和50- 59年の出生 ･死亡数であり,昭和40年代と比較するために用意した｡ これは
表 21 2- 1 昭和 40年代における出生 ･死亡 (｢岡山県人口の鋤き｣) △減少
年 度 出 生 死 .亡 自 然 的 増 減
総数 罪 衣 女100人に対する男の削合 総数 罪 衣 女100人に対する男の割合 総 数 罪 女
昭和40 154 85 占9 125.2 1ロ2 54 48 112.5 52 51 21
41 159 67 72 94.4 71 50 41 75.2 68 57 51
42 42 21 21 100 58 52 2d 12il △ 16 △ 11 △ 5
45 68 51 57 85.8 78 41 57 110.8 △ 10 △ 10 0
44 dO 55 27 122.2 78 5占 42 85.7 △ 18 △ 5 △ 15
45 75 40 55 121.2 74 40 54 117,A △ 1 0△ 1
48 64 57 27 157.0 5ム 52 24 155.5 8 5 5
47 占9 40 29 157.9 75 55 40 87.5 △ 6 5 ■△ 11
48 55 25 28 89.5 74 59 55 111.4 △ 21 △ 14 △ 7
49 57 52 25 128 75 40 55 114.5 △ 18 △ 8 △ 106
:ふ ､.A.L-~ , Ii
.)ト rーl苛.r
10 JI1 12 15 41 45 4d 47 48 49 年庄
I
園2-2-1 日 粍 動 態
r I 1
J
l
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統計台帳によったため,年度別の前者と異なり,年
別になっている｡
川上町では昭和40年代に自然増加と自然減少は
交互に2回繰 り返されているが,10年間を合計す
れば58人の自粁朝 日であるO-,出生数 .死亡数にお
ける男女の性比は｢女 100人に対する男｣の削合
で示したが,出生 ･死亡ともに女子より男子の方が
多い年がほとんどで,41145･48年度の出生.
41･44･47年度の死亡において女子の方が男
子より多くなっているのみである｡ この年度は自然
減少の年度かその前年に当っているので,自然減少
は男子の出生 ･死亡数の減少が関係 しているようだ0
4 1年度から42年良にかけての出生数の大幅な減
少が目立っている｡
次に昭和40年代と5 0年代とを比べてみよう｡
表 2-2-2
昭和50年代における出生 ･死亡
自 然 動 態 自然増加
出 生 死 亡
S50年 195 111 82
51 196 85 115
52 202 120 82
55 166 89 77
54 174 91 85
55 157 115 22
58 15占 74 62
57 125 89 54
58 99 74 25
59 81 71 10
合 計 1,507 917 590
(統計台帳)
まず,それぞれの 10年間の合計においては,死亡数は40年代が741人,50年代が917人と
40年代が 176人減少 しただけであるのに対し,出生数は 40年代が 779人 ,50年代が1.50
7人と728人も減少して約 1/2になっている｡ これは昭和50年代が第2次ベビーブー ムに当って
いるためであろう｡また50年代はその人教にかなりの差はあるにしても自然増加のみで,自然減少
の年はない｡
(2) 社会動態
(イ) 概況
昭和40- 49年度に川上町に転入
した人と川上町から転出した人の合計,
即ち移動者数を表にしたものが蓑2-
2-5である｡
これによると移動者数はだいたい減
少の傾向にあるが, 41 ･46の両年
度だrけは増加している｡この原因を考
える前に 46年鑑の移制者総数をみる
とる58人で,前年度の占10人に対
しては確かに416%土EItなっているが,
2年度前の占52人に対しては2･1%
減と増加率は小さい｡従って,川上町
における昭和40年代の移動状況を概
表 2-2-5 移動状況
年 度 移 動 者 数 前年に対する増加率 人口 1上)00に対する比率総 数 男 女
4〔) 人707 人555 人552 % 人.101.7
41 775 596 577 十 9.5
42 729 564 255 - 5▲7
5 25 占1 6 - 0.8
44 占52 555 517 - 9.8 95.2
45 占10 298 512 - 8,4 91.7
4占 858 500 558 十 4.4 100.0
47 575 262 511 -10.2 92.2
48 460 210 250 -19.7 7占.9
(｢関山県人口の動き｣)
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人
500
450
400
55(〕
500
250
200
150
40 41 42 45 44 15
図2- 2-2 社 会 動 態
舶 47 48 49 年度
(｢岡山県人口の動き｣)
(｢岡山県人口の動き)
LL--J?-
図21 2-5 男 女 別 転 出 者 数
■
I『i
(｢岡山県人口の動き｣)
図 21 2- 4 yJ女 別転 入 者 数
観すれば減少の僅向にあるといってもよいであろう｡また人口 1･000人に対する比率 も同様に減少
し,45年度に 1口1.7人だったのが49年度には75･7人となっているO
移動をもう少し詳 しく見ていこう｡図 2- 2-2はHLi和 40- 49年度の総転出入者数より川上町
の社会減少をみたもの,図 2-2-5,図 2-2-4はそれぞれ男女別転出者数 ,同転入者数の推移
を表わしたものである｡
図 2-2-2をみると,昭和40- 49年度においては常に転出者が転入者を大きく上回り社会減
少が続いているQしかし近年は間者の人数差が縮まり,社会減少が少なくなってきている｡この傾向
は主に転出者数の減少によるものである｡特に 47- 48年度にかけての総転出者数が急激に減少し
ているが,この頃はオイルショックなどによる経済不況のため,転出しても職を探すことが困難な状
況にあり,転出を控えた人が増えた結果と思われるO総転出者数の大府な減少に対し,総転入者数は
緩やかな減少に留まっている｡
それでは転出入状況を男女別にみるとどうであろうか｡まず男女転出者の特徴を図2-2-6でみ
ると,男子の場合昭和40- 44年度までは転出者が 200人を越えているが,45年度に 200人
を副ってから後は 49年度に至るまで再び280人以上になることはなく,特に 48年度には急激な
減少を示 している｡ 45年壁に厳粛の 248人だった転出者は 49年度には最低の 105人となり,
ここ占年間で男子の転出者は1/2以下になっているo女子の助命は 40- 47年度まで毎年 200-
25 0人の転出者があり,男子よりは比陣的管定した傾向を示 していたが,やはり48年度に 159
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人と急激に減少している｡■
l さて, このように男女ともかなりの人口流出が行なわれているが,男女別転入状況を図2-2-4■
でみてみようo昭和 40- 4 5年度まではだいたいにおいて女子J:り男子の転入者が多く.45年鑑
t='け女子が男子を上回っているOしかし46年度以掛 蛸 に女子の方が 17- 25人,男子より多く
なっている｡
転出入の理由については明らかにすることはできないが.転出の鞄由としては女子に就職と結節の
2つが考えられるのに対し,男子は就職がほとんどであろう｡転入の理由としては,女子が結婚前の
一時的武備を終えての仙郷と当町への嫁入りのため,男子は学卒者の帰郷と事業失敗者の柑埼などで
あろうo従って,特に男子の場合に都市のft気 ･不は東が転出入の坤掛 こ大きく膨噂してくるC 4占
年鑑以臥 転出･転入ともに男子が女子よr)少ないのはたぷん世の不尿気のT:めであり,出気がかな
りの回復を示さないとこの栴向は続くだろう｡
以上の様に転出入を総数･男女別でみてきたが,昭和 40- 49年鑑の10年間を総計すると川上
町では男7-2･0 08人 ･女子2･108人,計 4･1 14人が転出し,男子 1･0 65人,女子 1,12 8^,
r 計2･19 1人が転入している｡ゆえに男子9 45人 女子98□人 計 1.9 25人のかなり大きな社
会減少をしたことになるOこの社会減少と先lこ見た自然的増減とを合わせて人口の増減状店を表わし
た図が図2- 2-5である｡自然的増減においてはfm加と減少が繰り返されているが, これは少数の
範田内でのことである｡これに比べると前述のように社会減少はその数が大きいので,結局,毎年当
町の人口は減少しているのである｡しかし, 4 9年度は人口減少か初めて100人以下 (8占人 )と
昭和40年度 (｢岡山県人口の動き｣)
80 60 40 20 0 0 20 40 40 80 100 120
昭和11年度
80 60 40 20 0 0 20 40 60 80 100 120
昭和 42年度
占0 40 20 20 4〔
阿 2- 2- 6 年 令 別転 出 入 着 敬
一52-
40 80 100 120
(｢岡山県人口の動き｣)
?? ? ? ? ? ?? ?
?
? ?
一･551
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なり,毅 も大きな人口減少を示した40年度の557人と比べると約 1/4である｡当町ではこの10
年間に男9 15人,女 974人 ,計 1,887人の人口減少となっているD
由)年令別にみた転出 ･転入状況
今まで転出入について概況をみてきたが ,その主体はどんな年令屑の人々なのであろうか｡図2-
2-6の10図は年令階級別転出入数を男女BTJ･年度別に表わしたものであるO(右一転出状況,左
一転入状況 )階級は 5才 ごとに区分し, A 5才以上は総括したが,昭和4 1 ･42年度については5
0- 59才の階級区分が資料に 10才ごとになっているため,それに従 った｡
さて,これらの 10図から明らかなように,転出においては朋女とも共通に 15- 19才が敬 も多
く,ただ46 ･47年促の女子においてのみ20- 24才が 15- 19才をそれぞれ 1人 ,25人上
回っているだけである｡ 15- 19才といえば,中学卒茶者か高校卒業者であるが,近年は当町にお
いても高校進学率が非常に高くなっているため.昭和4 0年代における15- 19才の転出者のほと
んどが高校卒業者であると思ってもさしつかえないだろう.この附屑の転出理由としては,都市へのJ
就職と油学歴化による大学進学とが考えられる015- 19才の転出者に次いで多いのは20- 24
才である｡特に女子は男子より,毎年この階桶の転出が多 く,42年度以降は,15- 19才の転出
者との差がかなり小さくなっている0 20- 24才は女子の結桐適令期 と考えられていることから,
結婚のための転出がこのような特徴となって現われたのであろうC昭和40年代初期に93子の5 0才,
4 0才, 50才代の転出者が風と多いのは,まだtIとの中があまり不貝気でなかっ7こため,lSi村から都
市-と転職 していったためではなかろうか｡また15才以上の年産年令屑は,女子より男子の転出が
多いのか普通と考えられるが, 4占年度においてはわずかではあるが, 20- 54才までの年令屑で
･5ムー
ll 女子の転出者が男子を上回っている｡
以上のように転出においては苦いtit代の転出が多いが,転入状況はどうであろうかO女子は常に2
0- 24才の転入が環 も多いが,男子は40- 42年政は 15- 19才の転入が投 も多 く,45年度
以降は女子 と同様 20- 24才の転入が一番多 くT.{っている｡このようにりヨ子の転入年令が 45年度
以降 1倍周高 くなった郡由としては,15- 19才で当町を転出した人が .大学を終えて,あるいは
就馴 こ失敗して珊郷したことなどが考えられる｡女子忙 28- 24才の転入が多いことの理由は,檀
出理由とほぼ同じであろう｡ l
再 転出･転入前後の乳業状腿 `
川上町にた1る昭和45- 49年度の転出入者のうち,転出者については振出前の就業を,転入者
については転入後の就農を産業別に見てみようBこのため,産業を第 1次産業,第 2次確菜,第5次
脊梁,学生,触暇,その他の5Br掛 こ分け,年度別にそれぞれの占める削合を%で出したが,こ こで
は約4者についてのみグラフを担いた｡そのグラフは図2-2-7であり,これによって転入前後の
産業の特徴と年度別推移をみることにしたoなれ渇望Eは就業状態についてであるため,対象は15才
以上である｡
図2-2-7によると,転出前の産業については例年第3次産業と学生が多 く, この二者で過半数
を占める｡次いで第2次座薬,第 1次産業 となっている.転入後の産業については第 3次産業が常に
昭和 18年度
人 80 占0 4'0 28 0 20 40 68 80 180人
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昭和 1 9年度
人 80 dO IO 20 0 0 20 40 60 80 100人
最 も多 く(平均 2916%), 2番目は45･44年度が第 1次産業,45年度以降が第2次産'-業であ
る｡転入後,学生 となった人は平均すると6･7%であり,転出前学生であった人よりかな り低いパー
センテージとなっている｡
昭和 45- 49年度の推移を,転出前の産業でみてみようo第 1次産業は45I45年度にわずか
に5%を越えただけであとは570にも満たず,47年度には1%以下となったO第 2次産業はだいた
い10%を維持 しているが ,44･49年鑑はそれぞれ?･4%,7･1%である｡45年度は16.4%
と最も多 くなっている｡第 3次産業は47年度の2日 男が最低であるが,最 も多い44年度の52.
占好との差は6･5%であり,平均 29･占男と一定 して高′ヾ-センテージを示 しているO学生 も毎年 2
0%を下ることはなく,学卒者が当町を離れて都市に出ていく傾向の強いことがわかる｡転出前の学
生をグラフの折線でたどってい くと凹凸が激しく,かなり極端な増減を毎年 くり返しているが, この
現象が何によるものかは全 く不明である｡
転入後の産業の推移をみると,第 1次産業は ,45I45･46年度には10%を越えているが,
4占年度以降は急激に減少 し,47年度については皆細である｡第2次産業は転出前の産業と同じく,
だいたい10%を維持 しているが, 44･49年度は715%,5･9%と10%を割っている｡第5次
蒔菜は45年度から44年度にかけて11･4%も楓如し,45年度には再び4.7%減少 しているが,
その他は比較的変化は少ないQ学生においても最低4･570から坂高9･2%まで.その差は47%しかな
く,推移にあまり変化はみ られない｡
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(j 地域別にみた転入 ･転出の状況 一
転出者は川上町転出後の住居地を,転入者は川上町転人前の住居地を県外 ･県内別にみるとどうで
あろうか｡図 2-2-8によると昭和40- 49年狂においては.転出入者ともに県内が県外を上回
り,特に転出者は大きくリードしている｡個別にみていくと,転入者は県外か らが毎年 74- 99人
あり,48- 47年度までは男子が女子を上回っているが,48 ･49年度は逆転して4- 5人女子
4□ 41 42 45 44 45 46 47 48 49年度
図2-2-8 臓外 ･児内別転出入者教 (｢岡山県人口の動き｣)
表2-214 県外 ･県内別転出入者数
年皮 転 入 者 1 伝 出 者
県 外 P3. 円 し 県 外 県 円
嘉 数 罪 女 総 数 罪 女 .-総 数8〔1 ?L89 93 女 総 数 罪 女40 74 5D 24 157 57 118 91 287 158 157
41 89 57 52 187 8占 101 7ー7 99 78 520 154 1占0
42 79 45 5占 177 88 89 175 95 78 500 158 162
45 94 52 42 142 55 87 191 115 78 29占 141 155
44 99 50 49 15占 55 81 148 77 71 269 159 150
45 94 54 40 120 55 45 124 占4 占8 272 125 147
48 99 50 49 158 55 81 15558 42 09占□ D1 79 7占 248 118 152
47 74 59 55 98 48 84 70 247 99 148
48 74 55 59 95 LIB 56 55 182 76 106
(｢岡山県人口の動き｣)
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が男子を上回っている｡県内からの転入者は 47 ･48年度を除いては毎年 100人以上あ り, 41
･42年班は 187人 ･177人と多 くなっている｡
次に転出者をみると県外へは最低 101人～位諒 209人とその差は 108人 もあり,これは都市
における貿気 ･不貝気がかなt)殿御 していると思われるO県内へは4 1 ･42年度が5 00人以上,
40年度と45- 47年度が 200- 500人,48･49年度が 100- 200人と県外転.LJj者同
様かな りの変化 をみせている｡
転出入者ともに県内関係は毎年既女子が男子よりもかな り多 く,(ただし44年度転出者は男子 1
59人,女子 150人 と9人男子の方が多 く)なっているが,これは女子の婚姻馴 こ関係があり,県
外の遠隔地 より県内近隣地を希望する傾向があるためであろうO,
それでは県内転出入者を市町村別に,県外転出入者を都道府県別にみていくことにしよう｡
a.県内市町村別
表 2- 2- 5 県内市町村別転入者数 40･41･42年度合計 単位 :人
転入前の市町村 総 数 罪 女 l 転入前の市町村 総 数5 罪 衣
総 数 501 251 270 J浅口郡 鴨 方 町 1 4岡 山 市 92 45 47 金 光 1 0
倉 赦 市津 山 1001 415 占95 船 舶 町 1 1 0
I小田郡 矢 掛 町 5 0 5
玉 野 市笠 岡西 大 寺 91di 792 274 美 星 町 2 1 1l後月郁 芳 井 町 45 25 20
吉備郡 ホ 儲 町 1 1 0井 原 市 52 21 51 高 松 0 1
総 社 市 8 5 5 足 守 町 1 0 1
有 梁 市 22 10 12 上原郡 北 房 町 2 1 1
新 見 市 7 4 5 賀 脇 町有 湊 a2 51 1
御津郡 一 宮 町加 茂 川 1 1 0
川上部 成 羽 町備 中 5726 178 2018
赤磐郡 山 駒 町赤 坂 1 0 1
阿哲郡 哲 多 町大 佐 1 01 10
和気郡 和 気 町日 生 21 21 0
山摩郡 勝 山 町久 世 1 12 0 12邑久郡 邑 久 町 1 0 1
上道郡 上 道 町 2 1 1 八 束 和 1irw- 廟 可 4 15 01
児島郎 灘 崎 町輿 除 村 21 10 1 英田郡 作 罪 灯 1 i 1
東 児 町 1 1 0 久米郡 旭 町中 央 14 62 12
都窪郡 早 島 町 5 2 5
吉 備 町茶 屋 52 21 1 久 米 町 2 2 0
I6L1-
菱 2-2-6 県内転出者数 40141･42年度合計 単位 :人
転出後の市町村 総 数 輿 女 転出後の市町村 総 数2 男 女
総 数 907 422 485 帝建部 吉 備 町 2 8
岡 山 市 227 110 117 茶 屋 町 7 4 5
倉 敷 市 205 99 104 正 村 2 0 2
津 山 市玉 野 512 48 1JI. 山 手 村 1 1 0
浅口耶 鴨 方 町 4 1 5笠 岡 市 ll 5 A 金 光 5 2 1
西 大 寺 市井 原 6115 257 478 里 庄 町 4 ロ 4
/j､同郡 矢 掛 町 5 1 4
総 社 市 54 55 21 乗 星 町 15 2 1ー
筒 罪 市新 見 507 18占 32T 後月郡膏騰 芳 井 町 45 24 19技 船苗 松 21 10 1r御緋郡 一 宮 町 A 2 A
加 茂 川 町 1 1 0 昭 和 町 1 1 0
赤磐郎 赤 坂 町 1 0 1 上雷郎 北 房 町 2 1 1板 戸 2 1 賀 陽 5 5 2
和気郡 和 気 町僻 新 15 15 0ロ 有 漢 町 2 0 2川上部 成 羽 59 17 2
日 生 町吉 永 1 1 aP 肺 中 町 25 15 10阿哲郡 哲 多 1 0 1
邑久郡 邑 久 .町 1 D 1⊥ 日曜郡. 勝 山 町 5 0 5環 船 町 1 1 0 久 世 町 5 1 2
上道郡 上 道 町 4 1 5｢ 八 束 村中 和 71 50 41
児島郡 灘 崎 町興 除 村藤 田 451 240守1
美肌耶 作 東 町 2 1 1
久米郡 糊 原 町 1 0 1
妹 尾早 島 苫田郡 加 茂 町 2 0 2
表 2- 215は県内から川上町への転入者を市町村別に奨計 したもの,表 2-2-8は川上町から
県内への転出者を同様に巣計したものである｡なおこの数字は40- 42年度の 5ヶ年を合計したも
のである｡
まず転入状況をみると岡山市の92人と冊数市の 108人が目をひき,二市で全体の約58･5%を
占めているOその他では井原市が 52人,同県市22人,後月郁芳井町が45人,川上郡内の成羽町
が57人,JIr中町が2占人と川上町に鱗接する軒町村か らの転入が多 く,これ らで約 5ム5%となっ
ている.隣接市町村でも小田郡矢掛町 ･実包町はあまり多くないO
県円転L'.者 も転入者と同様の慣向を示 し,岡山巾の'227人と食新市の203人 とで全体の約 47･
一･81-
4ヲZを占め,隣接の井原市の 115人 ,高梁市の 50人 ,後月郡月井町 45人,川上榔内成羽町の5
9人,柵巾町の 2り ､とで約 29.8%である.加えて,転入ではあまり特徴的ではなかった総社市が
54人とかなりの転出数を示 している｡
b･県外都道府県別
表 2- 2- 7 県外転入者数 40･41･42年度合計 単位 :人
転入酌の都道何県 総 数 罪 女 転入組の都道府県 総 数 罪 衣
総 数 242 150 92 京 都 府 18 i 1口 8
北 海 道 1 1 0大 便 府 71 45 28
宮 城 県 2 1 1 兵 庫 娼 52 17 15
福 島 県 1 1 1 奈 良 ′ 県 5 2 1
茨 木 膜 5 2 1和 歌 山 県 1 1 0
干 襲 県 5 5 0鳥 取 県 5 2 5
東 京 都 8 4 4 白 根 県 5 5 2
神 奈 川 県 6 6 口 広 島 県 41 24 17
静 岡 県 5 2 1 山 口 県 5 2 1
新 潟 県 1 1 0香 川 県 5 2 1
長 野 県 2 2 0頂 知 県 5 口 5
愛 知 県 17 14 5 愛 媛 県 2 1 1
(｢岡山県人口の動 き｣)
蓑 2- 2- 8 県州 TI'出者 40･41･42年度合計 単位 :人
転出後の都道府県 総 数559 罪 女 振出後の都道府児 総 数 盟 女総 数 512 247 滋 賀 県 5 1 2
北 海 道 1 1 0京 都 府 52 19 15
福 島 県 1 1 0大 阪 府 184 85 101
親 木 県 1 0 1 兵 峠 県 85 48 58
栃 木 鬼 1 1 0奈 良 県 4 1 5
山 2 1 1 鳥 取 県 1 0 1
群 馬 県 5 2 5 島 根 県 1 0 1
埼 玉 県 5 4 1 広 島 県 112 dd 46
千 葉 県 7 5 2 山 口 県 2 0 2
軍 京 都 57 26 ll 香 川 県 16 15 1
神 奈 川 県 15 9 4 徳 島 県 2 2 0
静 岡 県 5 5 2 商 知 将 4 1 5
新 潟 県 1 1 0福 岡 県 4 2 2
石 川 県 1 0 1 熊 本 県 1 D 1
愛 知 県 18 15 5 大 分 県 1 1 0
(｢同山県人口の動き｣)
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蛍 2-2-7は,僻和40- 42年腔までの5ヶ年 (合計)について,県外からの転入者を都道府
県別に袋計したもの,袈 2-2-8は県外への転出者を同様に蛸計したもので,図2-2-9はそれ
らを地図で示したものである｡
転入者は大阪府 71人,兵嘩県52人,京都冊 18人,愛知爪 17人と大都市を含有する府県から
の転入と併接の広島県からの転入が目立って多い｡転出者も同様に大阪府 184人,広島県 112人,
兵他県85人,京都府52人,愛知県 18人と多く,さらに東京都の57人,神奈川県の15人,杏
川県の 16人が加わっ7:いるO県外転入者,県外転出者に占める大阪府の割合はそれぞれ29.5プZ,
52･9%であり,転入転出ともに共通して大阪府が●きオ:虹って多く,2番目の広島県以下を大きく引き
離しているのが特徴的であるO
, (尾銭 昭子 )5d
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.･ 第5章 原始 ･古代 ･中世の川上町
L:A
` √ L･ し1
1 原始 ･古代の開発 I l ` ● L
■11 -tr･ 二･,■･
(1) 追跡からみた原始･古代
川上町払 早くから開発の手がのけされていた舌僻の国のほほ中央部V,:位置している｡ この吉備
の国払 古代にかける大国であり,造山古墳をはじめrF山古墳 ･両宮山古墳と,畿内の天皇陵に匹
敵するはL:の巨大墳が数多く造られている｡しかし,大国吉備のイノー)は南郷の一部の地域に限
られており,一姫その地域からはずれると,塊在でも棚田や段 畑々のひしめき合っている谷あいが
鯖いてレゝる｡ ここがま傭高原であD,当時の先進地城のパノクに位遺しながら,原始 .古代の逝跡
･過物が駄外と少覆い｡川上町もその例vTLもれ1,政基の古項の存在を除いて,先±巻 .縄文 ･弥
生時代の遭跡 ･進物はあまり発見されていないっ
先土遊時代,首藤の人々払 河や招忙丸ま 'てくる獣を,狩るため,当時卓原でTpった漸戸内海お
よびその周辺に住みついていたo この時代の池畔の分布が,現在の地形の曲とか痔に面した所忙多
いということ払 そこが生活するの忙JIlも好条件を備えていて,吉備苗原をど他の地敏に進出する
必要もなかったのであろうと思われるbところれ 最後の氷河期が終わi),温礎を後氷期が卦とず
れると,海進が起こり,粗文時代早動を地L'･て両面が現在の平野の奥解くせで入り込んで竜た.
r岡山県の歴史Jには,｢艶文後期の遺跡q)比定する場所は,前の時代(拙文前 ･中州 )とあせ
り変わってL^ない.しかし特に注意しなければならぬことは,いせまで辿跡のほとんど発見されて
いなかった北部地区に,わずかではあるが雄噺が発見されるととで,苫田部 ･轟廃部 .川上部 .蘇
磐郡に知られてLnる｡｣と吐かれてらか,縄文時代も後期になって初めて川上郡の名が登場してく
るoその遺跡については何も吉己録が残っていなレ■ので,特にとりたてるようなもので仕夜いと思わ
れるが,遅 くとも経文時代後期に比,川上君糾こ人/Yが住んでhIkというのは明らかである｡招文時
代後期の迫物というと.これまであまりみられなかった土隅 .耳飾り.腕飾り･贋飾りなどの呪術
的なものがめた ってくる｡これは採集生癌か発iJEの混和n=蓮し･やがてその生活がレ､きづまってき
れ たたれ 生億食掛 こきぴしい規制が必凱 なってきたことを示して鳥 )t考えられてい る 0 番
莱,幼獣の骨さえも発見されるEIとから,人々の輝線は苦しいもの忙なっていたに超レ､なレ､Dそし
て獲物を追って,･必然的に山林へ進出しなければならなかったqJであろうb
先土器時代から縄文時代の書備戚原におV'て特に珪日されるの性,広島県の帝釈峡の過跡であるO
馬渡岩陰遺跡から払 先土器時代のスクL,イJl-(掻鮭)や剥 片および縄文時代各期の土乱 寄愈
岩陰姓跡からも同様のもの,名迦岩陰遺跡からR,れもて邦文人骨が出土されているのは難^ くべき
ことである｡岩陰過跡は保存がよいということを考えれば,音偶高原の他の地域に.おいても,遺跡
こそあまり義兄されていないが,わずかながら人々が生活していたと恩われる｡帝釈峡の擦寄地帯
でさら忙興味深レ､ことは,名戯過跡の縄文晩期紘半aL)暦から,籾の痕のつV,た士塩が出土したこと
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である｡ うっそうとした森林の茂る深い峡谷の地でイネが栽培紬 tとは考えがたく2,)そうすると
他の地域から運はれたことになり,縄文時代の終末vcすでにイネVL音字 していた先進地域というと,
当然吉備南部であろう｡高梁川から成羽川 .釆城川 ･帝釈川を経てもたらされたのであろうと考え
られている.それが杏葉であれば.川上町e)すく●北を,当時として壮進歩的な人々か行き来したこ
とになり,川上町の谷あいからもっと縄文時代の逮跡 ･遭物が発見されてもよさそうに思われる｡
弥生時代になると,水稲耕作の開始によって人々は定住化し,やがてムラができ,ムラから地域
兵団へ,そして政治的地峡集団-と移り変わっていく.『岡山県の償刻 には,r弥生文化時代中畑の
辻跡は(中略)備中北部の地区も,大型の速跡はまTと注意されていないが,阿哲郡 ･新見市 ･高梁
市 ･上房郡 ･川i郡に点々として遭跡が報告されているO ｣と乎かれてあるし,青備高原のいたる
所作遺跡が存在しているところから,この時代の人々の山林開発がめざせしかったことがうかがわ
れるo広島腺軸木町高水池並跡のように,人跡未跡だった地vCさえも勇敢に入り込み,谷水田を営
み始めた人々もV,た.｢大型の連跡はまだ注意されてL,'ない｣とLnうことから,水田と居住地の拡
大をめざして南部から進出してきた人々は,世帯共同体(虫類経営の基礎単位と認められ,V'くつ
かの世帯を含んだ血縁関係の臥 娘EP)ととに分散して,川の托とりや谷を利用して虚業を嘗んた
のであろう｡川上町では,人々比日当たりのよい援やか夜斜面上VE竪穴式住居をつくって生活の場.
とし,鋳家川に沿ったわずかの平地 (当時は沼地であったかもしれない)を果菜生産の場としたと
考えられるが,遺跡の語意報告牢を伴なうような報告はされていないので,想像の域を出たhoこ
の世帯共同体机 やがていくつか集まって姓発共同休を形成し,潤概水利の協業や鉄器の入手を通
じて規制を受けるようになってくる｡搬業共同休は,最初世帯共同体の各家長からなる家長会議の
形をとったと考えられるが,そのうち家長会規を主宰する特定の家長(農薬共同体首長 )が出現し
てきて力をもつようになb5.)川上町の可耕地の狭さとか,古墳時代前半期古墳の存在がほとんど知
られていないことから,世帯共同体から盛業共同体へ,そして首長の出現という進展は,青侍南部
の先進地城に比べてかなり放やかであったろうと思われる｡
先土器時代から弥生時代まで具体的夜遺跡 .地物なしで述べてきたが,古墳時代に入って初めて
現存する古均!おもって,川上町の古代を考えるととができる｡しかし,考察の対象となる古墳は後
半期古墳がわずか2基しかなく,また副葬品も不明夜ことから十分な考察比不可能である｡
-まず2基の古墳,大杉壕古墳 ･九門大塚古墳の現状をみてみると,以下のようである｡どちらも
破鐘が著しく,租穴武石童の内部は盗掘を受けているO
(a) 大杉壕古墳 (以下の現状調査は輩者による)
(イ) 位旺 ･立地 手荘大字地頭名原の飼葉川vc向かう斜面上の,標高200m,国道
515号融からの比布 100m付近に立地している｡領家川-の見晴らしがよVIo
(｡) 外部構造 円墳であるが.現在周囲半分を舗装道路が収り巻,いていて,墳丘はもちろん
周雌の地形も削られて,かなり変形していると思われる｡特vc東から南にかけての現状の墳端払
1m前後の切り口が苗出している｡現状の卸値は:,径 l･5･8m(N abow),高さ5.1m(Nd00
W南)･1･Om (NdOQw北 )である｡ r岡山腺通史Jには,大正8年以後の渦登によって,荏
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90尺(27･5m ),高さ25尺 (716m)と庶されている｡ 〔()内のmへの換好は錐者忙よる)
(/う 内部梯遭 横穴式石室の開口部と奥i.i)一部が払出しているO玄墨内吐,比軟的大きな
石は面取りされているが,その他は自然石忙近い石が使用されてお9,羨道部比土砂が埋没 してい
る｡主軸方向はN150Eで,商開口である
(b)九門大塚古墳
I JL L｢!
1 1 1_･-1 二 1.-㌢二
･l_-47-
～1 写実
5-1-2
九門大濠古
IT･ 項E
(涙道部が
破威 され玄
室の天井石
が鈷出して
いる)
(イ)位置 ･立地 手荘大字領家九門の領家川に向かう綾やかな斜面上の,襟帯 120m,国
道 515号線からの比膚 10m付近vC立地しているO大杉塚古墳より約5km[北にある.
(｡) 外部構造 円墳であるれ 南は舗装道路忙よってr北は基地の石垣によって削られてい
るo現状の測値は･径 11･2"I(N25oTH .J:I.rさ3･8m(N25oE北)･1.0m(N25oE由)
であり.臥岡山県地史Jlには,(,=H t'尺 (20.017)と記されている｡
(,,) 内部構造 横穴式石盤の萩道都かよび開口部(･i破蟻されている｡大杉塚古墳よりも面取
りされた石が多く,頼み方も亜然としているO主軸方向はNiOoWで,南開口であるo
1L - I- 号(I)
(l:A)
＼- 〕-ノー ＼--)
図 5- 1-1 大杉塚古墳の石室横写図 (聾者の作成忙よる)
) て二三二 コ＼l~.t亡.王 .h L_｣ (■I､ニ-｣ (l:Fq)
, ..,音字 ､ 圭 二二二チ 盲 .
図 511-2 九門大壕古墳の石室模写図 (尊者の作成による)
-占8-
＼ -
ここで気づくのは,大杉塚古墳と九門大塚古墳とが共通点を多くもっていることである｡まず立
: 地締 ると,どちらも儲寒川を望む斜面上(/c助b,領家用に向かって開口してV,る｡外形や石室の
規模,石の械JL方(凶 5-1-115-1-2参照)も似ており,距離も近い｡よって,この2基
, の古墳は,たいたい同時期に遣られ(石の苛み方が比較的塵然としていて,面取りされた石も多い
ことから,九門大塚古墳の方が新しいと,馴っれる),F司等の勢力をもった首長の系列としてとらえ
てもよいようL/C考えられる｡それでは,この首長逮仕とのくらいの範囲を笹適!してhたのだろうか｡
■ 限定するのは不可能であるが.成羽川約 Lnの地域に虹別の曲発火F司体の存在が考えられるし,既発
. : 川沿いの地域以外はさら忙蝕業生産性が低かっ7tと思われるので,や仕り中心となったの仕儀寮川
沿いの一連の地域であったろう｡
次に古墳の糸巻時期の問題であるが, 2基とも収穴式石堂を伴をうところから古墳時代後半期と
vIF)ととはいえるが,さらVC詳しいととを知るため托,横穴式石室の約年を考えてみたL^oLかし
書櫨で吐,また編年として位違づけら九でいなhujで,白石太一郎氏の論文｢畿内の後糊大型群集
頃に舶する-試考｣を参考にすることにした｡もちる^,畿内J/tかける横穴式石室の輪年をそのま
-ま音備にあてはめるととvCは無世があるだろう｡が.変化の過磯が築造の技街的発展vc従っている
ことから,ある程慶は参考にしてよいのITはないかと思われる｡白石氏は,大和 ･河内を中心とす
る畿内の横穴式石室の変遷を7糊vc分け,それを老理して5型式に分梅しているO栖進上の変化の
傾向をたどってみると次のようになる.第 1に石材の匡石化に伴なって,持ち送りが急角度であっ
たのがしたレ､忙密やかになり垂直化してくる｡晶2忙玄室が正方形忙近L^形から,その長さを増し
長大化しているO窮 5に療菰部がとく簡単75:ものから,その長さと櫛を増し,玄垂の長さを越える
までに発達している0第 4VC,第2･耗5の結束として,石室が正方形プランから9テ長ブラン-
と最大化している｡川上町の2遊cD古墳は.玄封の,TB･石の執み方をとから第5周作属すると考え
られ,兵遭時期は6世紀後半から末東と推定されるOなか第 5期の特徴としては,玄垂の最大化は
一応第4糊で頂点に達し.羨滋PJ-し′1よL^よそCTL,L上古と倍を増ナ,石材も巨石化し,石室の側壁は 5
- 4殴殺みに,羨道は1- 2段敵みが甘通とな･EJ.丑とがあげられている.
占世紀後半というと,一般的忙古墳が爆発的仁山萌してくる時期である｡ これ仕生産力の発展に
より,首長屑だけで夜(,その支配下に参ったF7舷の民衆も古qを築造する力をもつようになった
結果であるoところれ 1Iu二町で紘群集牡の出現は占忍められないoそれどころか 前半期の古切の
存在さえ明らかでか^ことから,書偵南部に比へてかなり民衆の]'h長が遅れていたことがうかがわ
れるJこれはやはり,倣家用沿L,leJlわずかの水田と緩やか衣料滴を利用したわずかの畑忙しか 港
糞を営めなかったという生産力の倣さをあらわしていると思われる｡西川茨氏虻 後半期の旨長基
を分類し,川上町の2基の古墳を｢事巷の地域 こ般3/)に出現した首長基｣とし,との地峡を後進地
域ととらえてV,る｡ (r音偶の園｣)
川上町に存在するその他の古墳忙ついては,r槻山県屈史｣忙以下のよう忙記されているO これ
は,大止 B年以後の鵡査V〔よるもq)である｡
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名 称 所 在 地 備 考
門の大嶺天井石4枚)事在村大字領家字九門 石室行 18尺
同 上 (天井二日2枚) 仁J1 t上 石室行 17尺5寸
塚 祉 IT'] 1 ~荒樵地,有る尺,径5 0凡 壕石累々
竹林中の項 同 上 林中平兵なる円丘あり,南面して路傍に恥ロすo
大塚 (境壕 ) 手在村大字儲家及七地境上山 円丘径 48尺,石墨全長25尺,幅4尺 5寸
(2)地名からみた古代
『和名抄』の諸国耶郷考をみると.節中には72郷あり.そのうち川上郡に偶するものは5郷であ
る.5郷とは,すなわち近似郷 ･成羽郷 ･弟繋郷･穴田郷･沿野郷である｡ これらの郷のうち.勢繋
郷 ･穴田郷が現川上町にあたり.昭和29年の合併前の手荘村 ･大公村が弟常軌 高山村が穴m郷
に含められる｡『和名抄』の5郷に対し,吉田粟伍氏のr大日本地名辞世』は,『風土記』の説を
とって.5郷に星妹郷を加えて8線としているo
弟堵郷仏 r和名抄｣の高山寺本vEは読み方が｢_i｣,刊本vcは｢勢｣とあり,どちらが本当か
わからないが,青田氏は｢_皇_｣の方を用いている｡今日｢手 ｣輩という地名が残っていることや,
成羽郷と大田郷との間に位毘するという高山寺本の記述vc地形的vc合っていることからも.弟幣郷
が後の手荘vcあたることは疑いないようである｡またとの地にある地頭払 r大日本地名辞jrBrJ忙
山中の,jW であったと記されている｡
ところで,r和名抄｣が穴田郷のみなとりあげているの忙対し,r備中府藍.Jは大田舞と穴門郷
とをとりあげている｡そのことについて,吉田氏は成羽細字漁村VC大字天田という地名があること
から,天田郷はそこにあたるとして,穴門細の方がr和名沙｣の穴田郷忙一致するとしている｡
r和名砂Jの穴田郷を穴田(安奈多)といわず把,俗に穴門(奈加止 )ということや,旧記に穴田
郷は承久年間赤木太郎店屋の所領であり,穴門輝は建武5年(155a)平川高裁の所街であった
(旧古家村が姪武5年平川高弟の所伽と凍る)とLlう記鵬があることからも,r和名抄 ｣の大田郷
とl備中府琵｣の大門郷とが結びっく｡藤井酸氏は,平安の後期から鎌倉時代にかけてのころ,川
上郡が下逆郡から独立した際に,近似 ･成羽 ･弟酌 ･天田 ･瀞野の 5部に加えて穴門郷が成立した
のであろうとしている｡ナなわち,大門郷は比較的後代VC牌柘され 集落が形成され やがて独立
した新郷であZjo)
それで吐,古代の舞名が中世vcなってどのように変化したかという問題について考えてみたい｡
古代的郡郷から中世的郡郷への移行払 郡と輝との鎖綜を伴なうとされているれ 川上町において
はそのよう夜現嶺はみられ夜hQた私 弟的郷が手准作をり荘軌 ヒしたようであるo仁和寺の荘園
であったらしいということだれ 臭突のほどけわからないOしかし,仁和寺が鎌倉時代の初めから
南北朝時代に至るまで,青備津神蜘 荘園としてV,h5まとから,仁和寺と備帽 との幽係がうかが
われるOまた･辛苦のなかに｢領家｣｢地頭｣｢九円(公文)｣という地名があり, これらの地名
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をみるVCつけても荘園の有在が推定される｡｢催i家｣に並んで｢地頭 ｣という地名も残っていると
いうこと仏 かつてこUL)地L,C設思されていた地萌職がしだいに力をもつように夜り,ついKは領家
をしのぐほどの勢九 あるいは儀表と土地をJ〉軌し,地頭分 ･領家分とする忙至るほどの勢力をも
つまでに成長してLnったのでrJろうO地域性む唖かった古墳時代(,_,先進地域に_比べて民衆の成長
が遅れていた川上町も,蔵内政権の全国統-後.中央央梱化が進む忙つれて,-1抱の風潮に支配さ
れるようになり,地竣差が少なくなっていった上りであるO
その他 地名については御名代に_i:/JとhJ-Litるものがあるか,周知のよ')VE-_,御名代とは,上
代天皇･皇后 ･皇子夜との名跡を後世に伝えよりと,その名前または住/tでいた地名をつけて定監
させた邸民のことをいうO部民'D名が転じて地名になったというのでL;'ろうoPIJ名代による地名比,
まさに全国各地津々赫々忙あり,大和政権か^か忙舷力を誇示しようとしてレ､たかがうかがわれる｡
川上町にも,2,5rJ例がある｡日本武噂を裁わす｢建部｣につながるといわれる,旧大増村大字
上大竹 ,下大竹の｢大竹｣とか,允恭妃の住人でいた大和国高市郡の地名忙ちなんでいるとか,同
村大字仁製革藤原の｢慮原｣もこの種のものであるといわれているO (r岡山腺通史上J)前者す
なわも,建部を日本武噂の名代とすることVCついて比 津El左右昔の指摘以来,付会の説で,姓部
は軍都的職並部とみられている(r日本古代史駐典｣)Oまた旧事荘村大字地添字松尾の｢松尾 ｣
紘,渡来人秦氏の祖神｢松尾｣神に由来し,旧大田村大字J:大竹字栗原の｢粟｣は,中国南方の
｢呉 ｣の｢迫称｣であるとr岡LLl腺通史上｣rl,推定している0 .
2 土豪努 力の動 き
(1) 国吉城と土督軸力
国書城綻,旧事iL=村大字七地城山の鋭忙奉った,鎌倉時代の終かりから峨国時代にかけての出妹
であるD魂在,わずか数カ所に円形璃塩が蝕-.ているにすきrないれ 【川上郡孟｣をみると,東西
150間(275m)･南北 117間 (215〝‡)の規隆をもっていたと記されてレ､る.動乱の時
代に典かれた城vEふさわしく,墾基堅固な山Blに立地し,北顔の尾根を除いてあとはぐるりと絶塵
忙囲まれている.そのため山頂からの見恥らしはよく,攻め来る敵の市勢を目ざとく見つけられた
のではないかと思われろoふもとからこの山を仰ぎ見ると,そびえ立つ台形といった感じで,その
頂の平坦部は当時城があったという而捗を後tuに伝えているO人々は,国吉妹主の支配下でわずか
の水田と段々畑を耕し,ほそぼそと生活していたであろうDそして他国の動乱を聞 く忙つけ,不安
な面持でこの山姥を見上げた忙遊いない.申tuの職渦吐,地方の小さ夜山城まで容赦なく巻き込ん
でしまったのである｡この間のことを囲吉城を中心忙振 り,川上町の中世をわずかでもたどってみ
ること忙しよう｡
平安時代も終わりになると,治安の乱れや生活の不安は日増しに高まっていき,地方政治仕荒廃
し,貴族壮自己の利益追求だけに政見 した｡そのようを状況のなかで武士が台戟 し,やがて武士団
を結成するまでに至るOしかし,それ吐かもに来園が中心で4)り,川上町を含む備中やその西隣の
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写兵
5- 2- 1
国吉城吐
(北西の尾
根より望む)
写 其
5 - 2 - 2
国書城吐忙
残る石垣
備後忙おいて, このころの武士団はほと/i/ど知られていない｡その後,飯食 ･削 ヒ朝 ･塾町時代と
武士の支配体制が続いていくわけだが,支配の手段として武力を用いたため,必然的vc乱や戦が相
次いで起こり,世の中は頼まることが夜かったOそして,ついには戦国時代と呼ばれる群雄割拠の
時代VC突入していくのであるOこの磯乱の油は各地VC広がっていき,川上町にかいても例外でな く,
国吉城主杖たびたび代わ り,それに従って所hul,も代わっていったO元弘の頃托北条氏VC尿する安藤
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元型,永正 10年 (1515)からは奴田氏所属()三村政親,天正 5年 ( I574)からは毛利氏
所属の口羽春吉,そして戦国時代が終わると柑令武則 ･安永らが在城してVlたようであるoこれら
の移り変わりのみをみても,当時の世の中がいかに不安定であったか容易に推察することができよ
う｡
国吉城は,安藤太郎左衛門元理によって薬か九九とt,'われてV'る｡築城の正確な年はわからない
が,元姓が元弘(1551- 1555)の頃に城主であったということから,遅 くとも鎌倉時代の
終末には落成していたと思われる｡元理がどのより在いきノきつから, この城を築 くよう(,Cなったの
かは明らかでなVIo元理についてわかっている こと払 歌追vcお いて俊れていたということである｡
当時はあまり文学が重視きれない時代であったにもかかわらず,元甥は歌を好み,そのため六波羅
探題北条仲時の髄任を碍7t｡仲時は,しばしば元姓に歌な詠ませて余暇を過とした｡しかし,その
よう75:平和在日は長 くは続かなかった｡餅愈幕府の執騰北条高時枚政治を顧みず,碍寮専制体制の
もとで内管頗長崎高貴が政治の英権をほしいままにしていたため,有力御家人の反感が高まってき
ていた｡この機に乗じて討幕をめざす武士勢力が大きく7ki,.元弘5年 (1555)新田我貞vcよ
って鎌倉,足利噂氏vcよって京都の六波羅探題が攻め破られたO仲時は,呼氏の攻略vcよりたちま
ちのうちに敗将と在り,元理を含む一部の家来連を連れて,命からがら京都を脱出し東-逃げ落ち
ていったO途中仲時に見切をつけて逃げ出す家来が相次ぎ,一行はみるみるうちに少なくなってい
った｡そして江州の番墳'K来たとき,土地の人々が埠良し.仲時らの行 く手はふさがれた｡一概を
交えても少人数では勝てる見込がなL,.し,もし勝てたとしてもこの先どうせ果てる身だと思レ､,仲
時はついに自刃して武士の娘後を飾ったo家来 52/Lもまた殉死した｡このとき元恩也老齢で,し
かも遁世の歌道者たったので,他の人が, 自書の映忙しなくてよいから,早 くどこ把でも身を隠し,
残された人生を買らかVC暮らすようにと勧めたolトれとも,元野はその言葉に一向vE応じようとし
ないで次のように言った.｢人造-こそ,矢執る武士の辞に入 りて,より斯様の虞にて死なん杖年頃
の戯たり. ｣そして雄々しくも自害したOとこ忙おいて,北象氏の配下である元理の国書城主の地
位比終わったのである｡
元理の死後の国書城については,ほとんど明らかてない.北条氏が淑んだので,当然元理の一族
とは触幽係の新しい城主がたてられ7tであろ うO次に文献に登場してくるのま,永年10年から-OE 村政親
の在城であり元弘5年の元理の死から永EIO申こ至るまで180年という長い乱 国吉城のgl情が判然
としない.この間世の中は鎌倉幕府滅亡からわずか2物 捜武中興･南北朝･室町を経て御国時代に入るっ
磯田時代突入のきっかけとなっナ応ijm ･店前接して,身分純席蜘 1･甜工F赴上の風潮が高まり･世の中 は
著しい動播のき中にあった｡またそれ以軒においでも.懲戒新政の崩壊 ･南北朝の動乱 ･守野大 名
の抗争と,世の中の動きは安定するところを知ら75:カ･ったBGLW中は,南北朝の動乱vLかV,ては,伯
者の京戯名和氏の支配のもと(/C雨靴 こ味方した｡名和長年k.隠版から脱出した後醍醐天皇を船上
山にたてこもらせたことも参り.中国地方で比価臼の故山氏とともに南朝側についたのである｡ こ
の助乱払 足利義満が将軍となる頓には南朝の拠点も粍とんと失われ,緒園は細川 ･斯波氏などの
足利一門やその他の有力守喪の手に如したO術中rL抑川氏の支配を受けるようになる｡
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応仁 1年 (1467)応仁の乱が京都で始まり,やがて戦乱は各地に広がり,全国的規模VC発展
した.京都で守礎が戦っている間vc,その領国では守郡代や国人 .地侍などが着々と勢力を伸ばし,
守範をしのぐ者が出てきた｡乱後半世掛 急との)もvC,斯波 ･細川 ･山名 .京極氏など有力を守軽
大名は,あるいは内部で分裂し,あるいは没落したC この間備中忙かいては,高氏氏から秋庭氏-,
そして秋塵氏から上野氏 ･庄氏を経て三村氏へと複雑な抗争がくり広げられた｡また備前･で払 赤
松氏から浦上氏 ･松田氏 ･字音多氏へと興亡があD,乗作では後藤楢崎が勢力を伸ばした｡まさに
下魁上の風潮がたけなわの時代であった｡そして庶子氏と毛利氏,三村氏と字音多氏,墳後に毛利
氏と級田氏の攻部てよって全国統一が促進されてLr,ったのである｡このような状況のもとで,三村
政親は永正 10年より国書城主となる.政親k,当時松山城主であった三村元親の一族であり,国
書城は松山城の砦的存在であったと思われるOだから,元親の動きはことごとく政親と幽連をもっ
ていたであろうQその ことを前提として元親の動きをとらえ,その背後の政親と国書城のようすを
想定してみる｡
まだや輯妹(成羽町)主であった頃,元親は,父家親が永線 8年(15a5)備前の字音多氏に
よって暗殺されて以来,その恨みが忘れられなくて,機会があることVC仇を討とうと狙っていた｡
家親が字音多直家に暗殺されるに至った串情は次のようであるO三村氏と字音多氏姓数年来仲が悪
く,互いに勢力を争っていたOその頃安芸の毛利元就vEよって,これまで美作にのぴていた山陰の
屑子氏の勢力が一掃されると,美作の至る所にある城は,毛利氏に従うものもあれば,字音多氏VC
従うものもあった｡字音多氏姓毛利氏の陳をうかがって,所々をきり従え僻前側に奪い取っていっ
た｡その報を受けた毛利氏は,永醸8年5月配下の家親を遭わせて,字音多氏に従う城々を攻め落
とさせたo当時家裁は,字音多氏にとって大敵であったため,もし一戦を交えても長引いて不利で
あると考えた直家は,新参の兵遠藤幸三郎の来観麻殻計画を受け入れた.さっそく音三郎とその弟
修理は美作に赴き,三村勢の本陣久米君騰 村興禅寺に忍び込み,軍談していた家裁を射巌したCこ
の時三村孫兵衛は閉りの者を鎖めて,誰rLも家親の急死を知られて比ならないと主張し,登日急病
として軍勢は乱れもみせずVC,備中へ引きあげていった.これを聞いた直蒙が大音Uしたのほいう
までもない.おさまらないの拙家親の過子元親や庄実近の華子となった元砿(′｣tEl郡壌掛城主)ら
で,仇封の機会を狙っていたが,患家は勇猛で衰えるところを知らなかったOまた国境VCは字音多
氏の出城がたくさ/i,あって,たやすく備前に攻め入ることは不可能であった｡摩はずみに攻め入り,
かえって動恵がとれなくなり絶戦するのを恐れたのであるo翌永醸 9年 (1566)10月上遊郭
沢田村vCある字音多氏の出城明香寺城yC,三村屈指の弟IJ=が夜討ちをかけた｡城中はふhの灘隼に
あわててしまい,多くの者が討たれ,城は三村側に乗取られた｡ この朝を受けた直家は,自ら出陣
し三村勢を崩した｡ これを明督寺合歓という｡
その後三村氏対字音多氏の抗争は解決がつかないまま,毛利氏や備中の将士は祖国 ･九州に出陣
して,中国は留守同然であった｡そこへ字音多氏の備中侵^,織8~日吉長の援助を得た尼子氏の出等
入9,尼子氏と手首多氏と豊後の大内氏の提携など,毛利氏vcとって緊急事熊が次々と勃発してい
た｡毛利軍壮ただちに中国-引き帰さざるを得ず,それに加えて備中回復の途中vc,元就が死去し
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た｡しかし,その後大敗しながらも松山妹と凍掛城を根拠地として,着々と勢力を取りもどしてい
った｡ この間の戦いで,庄芙近と元砧(元賢)は戦死し,毛利氏VC背いた庄高教(松山城主)は松
山城で攻略され討死した｡こうして,松山城も叔掛姉も元親の直轄となったのである｡
一方京都では, 15代将軍足利義昭が,した-い忙勢いをもってきた信長に不満をもつようになっ
た｡そこで,義昭はつい忙京都を追われ,毛利氏を蘇って西国vc向かった｡毛利氏や近国の諸氏の
なかVCは御下知vc背く者仕なく,鼓昭焔格の殊を企てたCこれを聞いた信長は元親忙使者を送り,
備中備後両国をあてがう約束で.鹿田家に忠節をつくし,義昭帰洛を妨げるようvc誘ったO字音多
氏攻略の機会を狙っていた三村一族にとって.この誘いは舷好の損金であり,信長の助力をもって
字音多氏に対抗しようとした｡しかし,成羽の妖主親戚 ･親宜親子が反対して一族は分裂し,身の
危険を感じた親戚は,天正2年 (1574)11月元潮騒鋲を癖昭VC報告したOここに,織田氏 ･
三好氏 ･尼子氏･三村氏の四民連合体が成iz:した｡しかし,毛利氏と字音多氏の軍は蕗城を陥落さ
せ,ついに三村-族は叔亡の｢途をたどることになるのであるO
再び,舞台を園吉城に返してみたい｡天正2年 12月25日,毛利勢が国吉城に攻めてきた｡毛
利側は輝元をはじめ,小早川隆景,宍戸安芸守後家,その家来深掛 正忠-並び忙中村刑部らであ
ったb対する三村側は,政親,長子新四上批 七郎右衛門尉,弟大鹿助,元範,丹下興兵衛宗iE,援
兵として駆けつけていた三村越中守,比郡因幡守などが,国書城にこもっていたG三村側はその勢
わずかに500余厨であった机 少しもひるまないで防職したOしかし多勢の毛利側にはかなわず.
ついに大手門が破られ,隆家の家来から城内に押 し寄せ･てきた｡やがて城何の勢力(･iつき,同年
12月51日,政親父子はわずかの残兵と城を出て,元親のいる松山城-逃げて行ったO松山城に
逃亡したものの,翌天正5年 (1574)松山城比毛利勢によって陥落され,元親はF'1郡山VC包囲
され自刃した｡そこで,政親父子は実作へ落ちLコぴ.子孫はその地に住みついた｡
三村氏滅亡後,国書城には毛利氏より姓わされたロ羽中務大輔春吉が在城したoLかし,座長5
辛 (1a00)の閲力原の報いで車jJの衰えた毛利氏が備中から手を引くと,槽谷内勝正武則 ･同
八兵衛尉安永が慶長7年(1602)から同 15年(1610)までとど-1った.亜 1占年
(1611)vc轟府の直緒地となり,増結荒れも忙まかせられた｡そして,今日に至っているわけ
である｡(F岡山県通史Jr岡山県の歴史Jl川上老聴Jr備中誌 Jr地域研究矢掛町Jr吉備群
啓集成Jr中国資料典Jを参考にしたr.)
(2) 石造文化財
中世を鞠べていくうえで,石造文化財性iE婆な史料となるのである机 川上町にかける分布臓宜
が不完全なことと,乱疎み音れて当時Jr形をそのまま銭Lているとレ､うものが少なし1ことのためVC,
ここで紘分布状態の一郎を擢供してかくたけ作,PLる｡
川上町にかL^て一般的vCみられるのは,五指塔で参るO これは必ずしも基塔で姓なく,大部分は
供額の塔婆として奉献され,埋葬填所に建てられたものであり,宝鮭印塔にしてもそうで参る｡
(以下は韓者の細萱 による.)
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図5-2-1
五輪塔 ･宝鎧印塔の分布
⑨ 俗yt｢五輪山｣と呼ばれている所で,その名の通 り何韮もの五輪塔がばらばらvc凍み上げ
られている｡その鉾に空風編の損失した五頼塔があるo (写実 5-2-5)これは,空風輪
17占-
以外は完全vc近寄していると思われる｡
⑧ 白光山宝銀禅寺の入口の道沿いに,乱疎みされて並べられている｡宝陵印塔は蓋の数から
2基,五庵塔は数基認められるo火鵜のひとつに,人物が彫られているのがある｡⑤八幡神社の境内の隅vc,乱凍みの五輪塔があるO
⑨ 高田八幡神社に宝鮭印塔らしさものがみられるが,蓋が磨滅して形がはっきりしないO
① 墓地vE少なくとも50基の五輪塔が謎められるが,はなはだしく乱秩みされている｡
① 基地に宝陸印塔が2進,五輪塔が10基ばかりあると思われるが,乱凍みされているため.
よくわからをい｡宝匿印塔の2個の塔身分上U l個の火輸VC,人物が彫られているO
(山崎 由利江 )
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第 4章 近 世 の 川 上 町
1 領主の系譜 と支配
(1) 封建支配の系譜 √
弄 4- 1- 1 文久元年 (18i1)Kおける川上町地域の村別支配の状腰
支 配 者 村 名 石 高
一成 羽 音 沢 村 550.DODO
上 大 竹 村 574.0000
大 原 40ロ00
膿 教 村 171.0000
佐 々 木 村 105.000D
撫 川 知 行 所 佐 屋 村 1占&8070
( 戸 川 氏 ) 高 山 村 75514250
福 LLJ 藩 地 顔 村 ∴ 占1ま5550
( 阿 部 氏 ) 領 家 村 525.9510
布 賀 知 行 所 七 地 村 )754.1580l . .8… 1
川上郡誌 (備中村鑑による)より転載
文久元年vEおいて,川上町地域は乗4-1-1vEみるように,2滞 ･2知行所の支配下vEあった｡
それでは,江戸時代になってから支配者がどのようvE変過して,この茸にみるような形になっていっ
たのであろうか｡ここでは,慶長五年 (1占00)の関ケ原の合搬以後から,明治維新vt至るまでの
各領主の変遷を見てみようo _.
(a)山崎氏成羽藩について
みカDヤ
山崎氏の成羽藩の支配は.前期と後期vcわかれており,その間の 4年間は水谷氏 ･代官所VEよ
って支配されていたo以下に,山崎氏の系譜牽前期 ･後期を通 じて述べてみよう｡なお･川上町
しわす
でこの前期山崎氏作成するのは,地溝 ･領有 .三沢 ･政教 ･佐々木村の内の青木,上大竹.下大
竹の各村であった｡
｢大阪の陣｣vEあって,当時姫路にL^た稲山詳池田利隆は京都で没 し.その子光政は幼少わず
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か8才でその遭領42万石を継いだOしかし,姫路という要地Vt外様大名をおくことをJLlよしと
しなかった幕府は,元和 5年 (1占17)5月dEl光政の幼少を理由vE田幡 ･伯者あわせて52
万石vc減じて,国菅を命 じたoその当時.山崎家治は因州若桜城5万石を領していたが,光政の
鳥取-の入城とともに元和5年7月,備中成羽の古城地へ所香えとなったoそして, 20年後の
寛永 15年 (1占58)天草vc移封されるのであるが,この期間を普通前期山崎氏の時代とよん
でいるC
(イ)藩祖 家治(左近 ･甲斐守 )
支線 5年 (1594)対島vc生れる.その事は池田長吉の娘である.慶長 19年 (1占14)
過領を継ぎ因幡国若桜城vt居り5万石を簡する.元和 5年 7月若桜を改めて備中国の内vE移され
成羽の城地を給わった.この間.大藩の開城引渡後の守備の大役,大坂城の石垣造営の大業とい
った大役を仰せつかり,完遂しているC大坂城石垣普諸の工事中,廃石を安治川vc棄て,それが
積み重って中洲 (硯中之島)となり.江戸期を通じて山崎氏の所領となったo寛永 14年 4月
15日封を肥後国天草vc移され, 1万石を加えられるoこれは.｢天草の乱｣のち1うど終息し
た後のことで.終戦処理 ･戟後経営の現車な役目を負ったものであったo同18年 (1占41)
9月 10日讃岐国豊多 ･多渡 ･三野5郡に移され.さらVEl万石を加えて丸亀の城地を与えられ
あわせて5万石を領する｡
この後.家治を継いだ俊家は病弱で55才で若死忙し,これを継いだ治療は明暦 5年(1占57)
に天折したoこのため御家断絶 ･城地召し上げvEなったが,それまでの功績を考慮され,特vE治
療の叔父豊治に名跡相続が許された.そして,万治元年 (1占58)20年ぶり忙もとの領地成
羽vt5千石を賜って移封となり,明治維新に至るまで成羽の地を支配したoこれを後期山崎氏と
いい,川上町では三沢 .上大竹 .下大竹 .大原 .海霧 .佐 木々村がその支配下vEはいった.
(p)初代 豊治(千松 勘解由)
元和5年 (1619)家治の二男として生れる0万治元年成羽忙移封となった.成羽に入部した
時,豊治は40才｡油ののりきった時代であり,御殿造営 ･陣星町の構築 ･連島干拓などの政策
を行い,成羽の政治経済 ･伝統などをつくりあげていった.
元禄元年 (1占88)長子義方vt家骨を映り,同15年 (1700)に死亡したD行年82才
(-) 2代 親方(三郎 主税助)
寛永 7年(1650)金治の三男として成羽に生れる.兄二人の早世によって元練元年 12月
9日家督を継ぎ,主税助vE任ぜられた.義方は豊治の業款を引き継いで文化 .経済を発展させfh
今日成羽に伝わる愛宕花火は,この盤方の時vt始められたという｡
宝永5年(1708)8月d日大阪陣屋で死亡.行年 45才
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宝永 5年8月 15日家督を継 ぐ0 --
延享 2年 (1745)12月 18日江戸で死亡 行年 58才
(ホ) 4代 償盛(鉄之助 兵郡) ｢ L..lJ
I - 享保13年 (1728)成羽vE生れるo延享 2年･11月賓を継 ぐ0
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宝暦 ム年債盛は不動明王を刻剛せられた｡
宝層 8年 (1758)9月江戸で死亡｡ 行年51才
困 5代 議俊(通有 左兵術)
元文 5年 (1740)5月11日信盛の嫡子として江戸に生れる｡宝暦8年 (1758)家を
鮭ぐ｡享和元年 (1801)7月8日江戸で死亡｡ 行年62才｡
(ト) 占代 義孝 (値之助 兵庫助 )
安永7年 (1778)12月 12日家を継ぐo Lかし,わずか半年後の同8年4月22日江戸
vrで死亡｡ 行年 21才.
(チ) 7代 義苗 (幸之助 主税助 )
頚俊の三男.安永8年 7月5日家を継ぐ｡在位 2年｡天明元年 (1781)7月24日死亡｡
行年 19才
(リ) 8代 義徳(畿質 主税助 )
議俊の四男｡明和 占年 (17占9)成羽vr生れるO天明元年 15才で家督をM.ぐO文化 10年
(18 15)12月20日江戸vcて死亡o 行年 45才
(5t) 9代 残高(鉄弥 勘解由)
玉穂の三男o文化 11年 (1814)5月4日家を継ぐo文政 2年 (1819)9月20日成
羽で死亡｡ 行年 19才｡
(ル) 10代 義柄(伝五郎 主税助 )
義徳の四男 文政 2年 12月8日家を他ぐo文政 1D年 (1827)8月 11日成羽で死亡
行年 25才
(オ) 11代 治正 (載厚 主税助 )
義満に嗣子がなく,8代義徳の長女が繰づいて生まれた平野横平長興の二男である治正が,天
保占年(1855)家を継いだ.この後明治維新まで節く.
(b)水谷勝隆の時代
山崎家治が肥後天草-移封されたあと.成羽は一時.松山碓主池田境が在席を命せられた｡その
のち,寛永 1占年 (1占59)6月5日,常州下鵡#･主水谷勝隆が池田氏から引継ぎをうけ成羽に
人封したO しかし,在韓 4年に絶家除封となった松山城主池田氏のあとをうけて.寛永 19年
(1d42)松山城主として転封させられた｡
(C)代官所支配の時代
寛永 19年水谷勝隆が松山城主として転封した後,旧山崎領 ･旧池田領のうち川上町は,そのす
べてが徳川直轄地となった｡そして,備中代官としてこの他にやってきたのが.米倉平太夫と小川
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藤左衛門であった0両代官は井領を折半して支配し,)日上郡の天領地 58ケ村を19ケ村宛vcわけ
た｡この後川上町の村々は,その支配者が成羽鮮 ･布賀知行所 .撫川知行所と分割されていくので
ある｡また,地頭 ･商家の二村は長い間穂川直轄地のままであったO
(d)水谷氏布類知行所作ついて
水谷勝隆が成羽から桧山城主へと移ったのは先に述べたが,その5代目vrあたる勝柴は51才で
死亡し,丑子として手続中であった勝晴も未折 してしまったので所硫没収 となったo しかし,祖先
の勲功を考慮vEいれられて,勝兼の弟勝時Vこ布光 5千石が賜われ,陣屋を布賀vUJBいたo川上町で
この布賀知行所VC属するのは,七地と地質の一部,そして高山市であるo
(イ)初代 勝時 (虎之助 主水 )
元疎 6年 (1695)12月21日兄勝美が卒 し,養子勝暗に過領を願 うという恩免のない内
vEこれも卒 したため,その所領を収められたo しかし,祖先の卿功を考慮されて勝暗vE,備中国
川上郡のうちvEおレ､て5千石を拾付され,寄食に列せられた0
回 2代 願英 (半助 出羽守 )
正徳 5年 (1715)4月25日裏を継ぎ.同8年 (1718)12月 18日従5位下出羽守
vc叔任される｡元文 2年 (1757)5月28日備中国後月郡のうちにおいて,新恩 5百石を給
付される｡
(-) 5代 勝久 (息郷 左京亮 ) ｢-
宝暦 2年 (1752)11月5日連勝を扱ぐ｡同7年 (1757)12月 18日従5位下出羽
守に叙任されるo
(ニ) 4代 勝政 (忠孝 伊勿守 )
天明7年 (1787)8月5日'寮を継 ぐ｡
回 5代 願周 (勝民 左門 )
勝政の養子となり寛政 8年 (1796)11月25日初めて将軍家に拝謝するo
(､) d代 勝得 1-
弘化年中 (1844- 1847)陣鼻を布焚郡より黒鳥vE移すo
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表 4- 1- 5
｢岡山県通史｣より作成
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布賀知行所 水谷氏
(C)戸川氏撫川知行所Kついて
庭瀬藩の 4代･目領主であった戸川安風は,若年 9才Kして卒 し,跡継ぎのなLn戸川氏は領地を
没収 されてしまった｡ しかし,その弟達富に名跡を継 ぐことが許されたo連富は初め庭瀬vtお り,
後撫川に移 って掛 目知行所を開いた.川上町内でこの知行所に支配されたのは,佐屋 .ニケ ･高
山の三村である｡
-.R4-
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･- ･恭子関係
｢岡山県通史｣より作成
(イ) 初代 遷宮(主計 玄薄 )
延宝 5年(1占75)5月25日父
安宜の通常のうち,千石の地を分け賜
われたOその後,前に述べたようVC4
才で兄安風の名跡を巌ぎ, 4千石を加
増せられて庭瀬を居城とした｡天和5
年(1占85)10月,賀陽郡の采地
を割って同国の小田･川上郡の両郡の
うちに移され,都宇郡撫川を居所とし
た｡享保14年(1729)10月
29日死亡｡ 行年 58才
(ロ) 2代 連索 (内膳 土佐守 )
享保 14年 11月11･El過領を継く㌔
寛延元年 (1748)11月15日,
大坂城の守衛についていた時死亡o
行年 50才
(-) 5代 達恒 (源次郎 内膳 )
寛延元年(1748)12月25日遺跡を継ぐ｡安永元年 (1772)8月15日死亡o
行年 42才
(ニ) 4代 連邦 (鉄栽 )
安永元年11月7日若干4才にして漣跡を継 ぐ｡文政 10年 (1798)7月2占日死亡.
行年 29才
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回 5代 連寿 (万歳 連兼 )
寛政 10年に兄連邦の養子となって遺跡を継 ぐO文化 9年 (1812)V,C死亡C 行年 17才
(Jl) 占代 連義 (主馬助 弾正 )
相良壱岐守長泉の六男として生まれ,文化9年に遠寿の養子 となり家督を継ぐO天保 14年
(1845)tn:隠居し,家膚 を子連発に誹る.明治7年 (1874)に死亡. 行年 74才
(ト) 7代 連発 (定太郎 )
天保 14年vc家督を放 りうける｡弘化 4年 (1847)に死亡. 行年 22才
(チ)8代 連畝 (主馬助 )
松平讃岐守額胤の亜方叔父の松平主脚軒周の子として生まれた｡弘化 4年に連発の養子 となり
家督を継ぐ｡ しかし,明治2年 (18占9)の版籍畢還vcともない,領主の座を退いて加舷へ帰
ったO明治27年 (1894)VE死亡｡ 行年 占5才
(∫)阿部氏福山津vcついて
成羽洋主山崎家治が天草vc移対され,その後にきた水谷氏が松山城主として移転 したあと,川上
町はほとんどが天領となった｡そして,再び成羽藩 ･布類知行所 .艶川知行所の各支配下-と,編
成されて村々は組みこまれていったO しかし,地顔 ･儒家の二村は長い間天額のままであったCそ
して,嘉永 占年 (1855)に福山藩預主であった阿部正弘の支配下となり,版籍串選VE到ったの
である｡ (イ) 7代 正弘 (剛蔵 伊勢守 )
表 4- 1- 5 (福山藩 阿部氏 )
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｢岡山粍通史｣より作成
文政 2年 (1819)10月vt生まれる｡天保
7年 (1856)日 月.兄正恵の餐子となり,
ついでその封を集った｡同 11年 (1840),
寺社奉行vE禰任され, 14年 (1845)老中と
なるo当時 25才Cこの 10年後vEアメリカのペ
リー の艦隊が浦賀にやってくるoそして.翌年に
は日米和親集約が結ばれ,日本vt新 しL^時代がこ
ようとしていた.その中で正弘は,安政 4年
(1857)6月病で老中を辞職 し,ついで死亡.
行年 59才
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(g)池田氏松山藩vEついて
川上町のうちの七他仏 座長 日 年 (1611)より幕府の直轄となり,元和 5年 (1617)
に,松山坂主池田長草がこれを常 した｡また,その子長常軌 山崎家治が天草vE移対 された後の-
年間,地頭,商家を治めた｡
表 4- 1-占 (池田氏 松山育 )
??
? ????
??
?
? ? ?
常
｢一十一[
某冒し-YJ
世 女＼_′
(イ)初代 長幸 (次兵衛 府中守 )
天正 15年 (1587)大坂vc生まれる｡慶長
19年 (1占14)連覇を継ぎ,天和元年(1615)
従5竹下術中守に叙任されるo同5年 2月,鳥取
を改めて僻中国松山城 を腸Ll.加思されてd万5
千石 となるO寛永 9年 (1d52)4月27日死
亡｡ 行年48才
(p)2代 長常 (頻 出雪守 )
慶長 14年 (1占09)鳥取で生まれる｡元和
元年従5位下出雲守vE叔任されるQ充永9年 8月
2占日並領を継 ぐ｡同 15年 (1638 )備中成
羽vE在藩する｡克永 18年 (1641)9月6日
死亡｡ 行年 52才
艮常化は跡継ぎがなく,また,末期養子も許され
ずその領地を没収せられて,家は絶えた｡
｢岡山県通史｣より作成
(2)近世vcおける川上町内の村別支配の変遡
今までは封建領主の系紺をたどってきたのであるが,これを村別の領主変遷としてまとめたもの
が,衷 41 1- 7であるO
地頭 ･額家は発永 19年 (1d42)より幕府の直特地となっていたが,文化 10年 (1815)
から天保 10年 (1859)の間一時,作州執 山膚の松平氏の頂 り地となったo しかし,再び弟府
直轄地とな⊇た｡
上大竹は,元は下大竹と一括の村であったが.寛女 3年 (1占d5)の頃,すなわち山崎豊治の
時代vc二村vtわかれたO
ニケ村は,元は佐屋村と一緒であったが,正徳元年 (171I)4月,わかれて二村となった｡
これは戸川達者の時代である｡
高山は寛文 11年 (1471),高山市は元締 占年 (1d95 )以前の支配状況壮明らかではな
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レヽ｡
大原は愈初新見儲であり,後に成羽領になったのであるが,そのはっきりした年代はわからなV,0
ただ,｢成羽史話｣Kは,後期山崎氏の知行地として.万治時代の頃vc,大原村 27石 1斗 占升と
なっている｡万冶年間は5年間しかなく,おそらく山崎豊治が成羽領として掛 ナられた最初からの
知行地として,大原は含まれてV,たであろうと思われる｡
蓑 4- 1- 7 村 別 領 主 変 遷 蓑 (川上町 )
村名年代 -地 頭再 七.地 線 ケ,佐屋南 高 山 1高山市 大 原
水谷勝時 (Ml) (撫川)水谷勝時
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2 地方支配の機構 と機能
' √ L ''t il:1- II
川上町vtおける支配の牌牌と磯億仇 現存する史料があまりなく,はっきりとしたことはわからない｡
その中でも'比較的はっきりしているのが,山崎氏成羽潜の支配の機構であるbまた,ニケ村vc現存す
る史料を使用して,支配の機械と僚維vcついて述べてみ上う｡
(1)地方支配の戯構 L
表4-2-1 成羽藩の聴制 ▼･L
T芸三言 年 寄 ~ 組 頭▼▼
I rlI .I
屋 .･T 年 寄 - 紐 帯
= ` L･ F ⊥ ｢成羽史話｣より作成 J1
図4-2-8は,山崎氏の地方支配の機構を図式化したものである｡逓島代官というの紘,山崎氏は
飛地として高梁川河口の逓島を所有していたた軌 特別におかれた代官職である｡嶋方大庄星以下はこ
の遠島代官の支配下V.tあった｡
村には,大庄屋,庄屋,年寄がおり,同じようVC,町にも年寄 ･組額とよばれる役人がいた.庄屋は
世雅制で,年貢の5帝の手数料をもらい,甫守帯刀を大庄屋は中期,庄屋は後期ごろから許されている.
(2) 地方支配の機能
(a)成羽藩vtついて
lLLヽ __J｢■LrI'･-1
rT - ' I1
上に記 した大庄星 ･庄農 ･年寄は,村の塀瀞かまとんどすべて委任されており,村目付とよば
れた代官は,時々巡回して彼らを監督するのみであった｡春一回と夏の植付巡視.冬の小役割と
称せら`れたのが,それである.この時.村代官比庄良より組頚を集めて,一年中の村野を各戸に
賦課させる場に立ち会ったのであるO又.部中割は大割と称して,村目付の立ち会L^の上で郁夫
その他の人数を各村ごとに朕課 したC代官は.一般VC転年 11月vc各村々を巡回し,組顕を典め
て, ｢公方様御定日｣と称する蒔府の式日.及び山崎家の定日等を説明して聞かせたO
このように,村内忙おいては大庄星 ･庄星 .年寄が,帝と村民との間のかけ栃のような役割を
果たしており,すべてをとりしきっていたということがいえるであろうoしかも,かけ桶的な役
割を鶴えるような権限はなく,権力の末端奴辞的な役割を果たしていたのであろう｡
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(b)戸川氏撫川知行所Vtついて
実際vcは,庄屋 ･年寄などはどんなふうvt動き.また.どんな ｢定｣をもとVC行動 していたの
であろうか｡数少ない史料の中から,戸川氏知行所時代のニケ村につV)て考察 してみようO
次vEあげる ｢御仕庶五人範帳｣がそれであるC五人範というの紘,江戸#府が村々の百姓 ･町
々の地主 ･家主に命 じて作らせた隣保鼠織であるC近隣の5戸を1組とし.遵帯電任を負わ したo
そして,五人組帳というのは,五J組に関する汝令を列記 し.村役人以下各 5人の親風が連名遵
印して,違背なき旨を背約した帳沖のことである｡次忙その内容をあげてみよラ.
- 前々従公儀被仰出候御旗目
当村江被仰出御法度之趣村中
大小之百姓下々迄弥堅可相守
この膝からわかるようVC,軌 1知行所においても.成羽藩のように公儀から出された御僕目を
主 として.村の支配のために利用していたようであるQ封建社会において年番である米は重要な
財猿であり.その生産にたすきわる良民は.武士をして｢生かさず殺さず ｣と言わせたように,
荷酷な労働 と加えて繊しい行動の束縛とを評せられていた｡そのため五人組帳には.衣 ･食 ･任
のすべてにわたっての規制事項が設けられており.微に入 り細にわたっての規制中項が列挙され
ている｡たとえば.
一 缶年宗門帳三月迄之内可差出候
若御法度の宗門之老有之者
可申出候切支丹宗門之儀- ････チ
一 父母二孝行兄弟と嘘敷可任侠若
親類と不知こ而異見等も不用不
孝不儀之輩有之EE星年寄
五人租吟味之上可申出砺
一 常々耕作並売門等も不敦家
職之塚無之者村中二有之-遂吟
味其錘可訴叫専
一 猟師之外為逆浪鳥獣不可取
錐為猟師鶴白鳥取候儀御停
止候若村中二両偲白鳥売買致
候老有之-可訴出来申
この他vcも衣服 ･田の売買 ･寺関係 ･能 ･相撲などの娯楽の禁止など,生活一般についての禁止
堺項が数多くあるOまた.掛塩的vt轡告することを奨励していることもみのがせない点である0
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前にも述べたように,村々Kは大庄星 ･庄屋 ･組頭などがおり,これらを総称して村役人とい
ったoふつう百姓代もはいるのであるが, この史料でみる限 り,百姓代は出てこない.彼らは.
｢其支配町村の治安を図り,舵工商業を勤め,雷を促し,貧を他み,頁租税を取 り立て,小物戒
の運上より共外.用悪水 ･堤防 ･溜池 ･井埋 .樋管等の工耕vc至るまで之を監奄す｣とあるよう
vc,すべてを掌っていた.
まず庄屋vcっいて述べてみようO
- 庄屋-正直を専vcして私欲を
不仕慈悲之心有之候背中百姓に
心を付身上不成者を成抱致二
不依儀TJf二村申分Tif出入有之時
庄屋年寄立会双方之趣意を
亡･1 .･へ 年届親類操者 知音好嫌不遜
理非真之別分数も顕依惜
無頼屑取扱可相済勿論滞俵 -W'~
有之-可訴出番
<-し.rr_Lr:⊥亡 .iJL';.'J､
HI▲/L･LT;L▲.r~tノT'-
■ .,.. -I/L･rごて:lT J二日
rr LーJ∃' ;■~y p･こ1~ J
､ L L〕~lL1ll'/】 ･L./I
-←●l●Fh J I lL
.L,:.L 【･Y.A--::.I j .
1 二二/ ' ･ .,
L 弓.iIia ･`t .lJl . ,
庄庭は.役料として給米あるいは年貢免除の特典をうけ,経済的(^tも他の村民より優耕してお
り,権威も高いのが普通であった.上(/こあげた傑文は,庄屋は公明正大で.公事は年寄と相談し
て行 うようにと述べている.所VCよっては,庄屋はなるべき家柄があらかじめ決まっており,し
かも勢力を持ちすぎないように,一年交代で順番vc庄屋役が選ばれていたようである.ニケ村vc
おいては,そのような世親制であったのか,それとも公選制であったのかは.はっきりしていな
レ一.
上の傑文で ｢年寄｣とあるの払 組頭 と同じような意味である.町忙おいて ｢年寄｣と呼ばれ
るのであるが.ここでは村内の組頭のことを指すのであろうo組頭は,元々5人組の頭分であっ
たが.後年vcは百姓の中で昇華などができ.人格も高かった人物が村の大小によって, 5- 5人
程度選ばれていた.過ばれる方法は,公選あるLhは惣百姓の相談などであったoその役目は庄屋
のT役であったが,組頭は給米のない村か多く, 10- 5,8石位の年貢を免除されたが,定め
られたきまりのようなものはなかった｡庄崖ほど有利な地位ではなかったのである.では,彼ら
がどのような役Elを忙なっていたか,mJをあげてみよう.
- 当村二有之出家社人山伏行人
道心老店貸地之者井二非人等 ' t･ .
儲多之類迄常々吟味致俵而胡
一･9_1-
乱成者住居任せ問輔侯庄屋
年寄江不相違 - ･･･
一 田畑山林星敷境論無之様常々庄屋
年寄吟味仕可監 事
- 御年ii-米之儀庄や年寄立会背
米砕米籾糠等無之様随分致吟
味舛不切様俵入可念人事
一 五人組帳宗門鵬㌧押侯外別印形拓怒
中間舗若子細候而印形替侯ハ､圧や
年寄-役所へ相届小百姓-庄星年寄
可断名改侯- ､･････
このように.村以外の人物-の対処 ･村内の争い ･年宍米 ･五人組帳宗門帳vE関することなど,種々
耕多なことに庄屋年寄壮権限を有 し.また.村内の代表者として働いていたことがわかるD
で払 次作文久元年 (18A1)当時の川上町内の村々忙おける庄屋の名をあげておこう｡
蓑 4- 2- 2
｢僻中村鑑｣より作成
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七地村と地頭村が一緒r-なっているところQi,おそらく,七地相と地頭村の一部ということであろうO
(C)天領について
地頭 ･領家の二村仇 寛永 19年から貰永9年まで天領であった｡その間どのような支配が行なわ
れていたのか,残念ながら史料が現存しないので,はっきりしない｡しかし.代官の名前が明らかで
あるので.以下忙あげておこう.
表 4- 2-5 r川上郡誌｣より作成
代 官 年 代 西 暦
小川藤左衛門 .米倉平太夫 寛 永 19年 1d42
彦坂平九郎 .同九平次 同孫三郎 正 保 5年 1d4占
都築長左衝門 延 宝 7年 1679
服部六左衝門 天 和 5年 1685
後藤覚左衝門 貞 享 2年元 疎 5 1占85492
･平岡吉左衝門 山本惣右衝門
遠 新平衛
平岡彦兵衛, 同次郎衛 宝 永 7年 1710
野田三郎右衛門,川野弥市郎 正 徳 5年享 保 1715ー 8〟49
曾根茂右衝門 鈴木九郎太夫
古都文左衝門 井戸平佐衝門
津島YF右衝門 千感材右衝門
(分数陣屋詰 )
川田玄蕃 (食教師屋出張 .笠岡陣屋詰 ) 同
内方鉄五郎 寛 延 2
風奈甚三郎 竹垣庄蔑 宝 磨 10年 17占0
渡辺半十郎 明 和 2年 17占5
平岡彦兵衛 野村貰衛門 明 和 5年 17占8
武島左膳 安 永 7年天 明 4 177884
万年七郎右衛門,早川八郎左衝門
滴衣笠郎
早川八郎左衛門(作州久世陣屋話) 同 8年 178 8
立田又兵衛 享 和 元年 1801
山田常右衛門 文 化 2年 1805
( 太 田 郁 子 )
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参 考 資 料
｢岡山県通史｣
｢成羽史話｣
｢傭中村鑑｣
｢川上郡誌｣
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3 地方支配の展開 11 -
- ( .rl
(1)検 地
近世封建社会における領主の最大の軸心は.良民から如何vEして多くの年貢をとるかというとこ
ろVCあった｡そのためvrは.領内の耕地とそれを所持する良民を.もらさず把捉する必要があった｡
大鵬検地を上限とする近世初期の検地は,村特を単位として.村内一雄毎の耕地の所在地とその
所持者つまり年貢を貞節う背任のある良民を粛宜 し,村落全体の生産血を相馬としたoそれらの結
果をまとめたものが検地帳である｡検地帳は領主にとって払 年貢収雅つまり財政の基礎を定める
ものとして,また戯民vcとっては.名話人として記収されることは本百姓として土地所有を法的に
確認されたということなどから近世において位も正夢TJ土地台帳である｡
備中における検地は,毛利輝元Kより,大間検地の一環として座長 5年 (1598)から5年
(1d0O)vc高梁川以西Vこ行なわれた検地 (古墳という)vcはじまる｡-ついで,牌ケ原の合戦
以後座長 6年(1占01)よr)備中稔代官松山輯王小畑新助正次により備中全国が検地されている｡
その後も規模は様々であるが幾定かの検地が行なわれている｡ 't･,;.
(a)延宝の検地
たびたび行なわれた検地の中で蚊も広範陀行なわれたのが,延宝5年 (1占77)の検地であ
る｡
これは,当時の臓中城山城主水谷左京苑が蘭府の命令をうけて,新井助左衝門を検地懲奉行と
して行なったものである｡川上町内vCおいてどの凝度の範囲で行なわれたか不明であるが,成羽
史話tR:よれば ｢成羽山崎蘭は元疎 15年 (1700)本多中瀬大輔 (姫路藩主 )vEよって検地さ
れ,延宝5年の水谷検地が修正された｡｣とあり,山崎領で延宝の検地が行なわれたことを示し
ている｡しかし三沢村の免状を見る限りで仕,延宝年間に村南の変動はみられないD川上町内で
現存する延宝の検地帳はニケ村の検地帳のみである｡
この検地は,主vl畿内 ･中部とさら忙幽賓に施行された｡延宝5年の検地粂目VCは,
① 従来上 ･中 ･下の三等級の耕地を上々.下々を設けて5等級とし,さらvt上畑なみであった
農政を上々VE位上げする｡ L_ ･., {1. .
⑧ 見取地 ･永荒場や川欠･山崩れの耕地化 ;｢-.
③ 50年以上の除地の蔵入れ .'J ･Lr I l=iT.
(i) 規模の大きな百姓林-の既課 小 ｢
･3) 朱印地以外の除地の彪理 ･~L`-L
などがあげられておl),これVEより収奪の強化を仕かろうとしたことがうかがえる｡こうした規
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定は,この検地条目vtよりは じめて定められたもので,以後の検地条目vE引き継がれている｡
ここて克,ニケ村の検地帳をあげて延宝の検地の特徴を捉んでみることvEしたい｡
前田 古検三畝歩
- 下田 拾七間 四畝拾六歩 新七
八間
此分米 三斗六升三合 但斗代8斗
同所 古検拾五歩
一 下田 拾間 弐拾五歩 仁蔵
弐間半
此分米 六升七合 但斗代8斗
同所 古検三畝弐拾歩
一 中田 拾弐問 五畝弐拾四歩 与惣兵衛
拾四間半
此分米 六斗九升六合 但斗代奄石弐斗
同所 古検弐畝拾歩
- 下々田拾宅間半 三畝拾五歩 同人
拾間
此分米 壱斗五升三合 但斗代四斗
下ノ前 古検三畝歩
一 上田 拾宅間 四畝拾七歩半九郎兵衛
捨弐間半
此分米 六斗八升八合 但斗代一石五斗
I
(････中略 ････)
ごい/向 古検七畝弐拾歩
一 中畠 拾弐間半 八畝拾歩 冶斥衝
弐拾間
此分米 五斗八升三合 但斗代七斗
同所 古検六畝歩
- 上畠 三拾奄間 八畝八歩 与兵衛
八間
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此分米 八斗弐升七合 但斗代替石
同所 古検四畝歩 '
- 中畠 拾六聞 五畝拾歩 新七
拾問
此分米 三斗七升三合 但斗代七斗
同所 古検七畝拾歩
- 上畠 拾七間 九畝拾歩半 音兵衛
拾六間半
此分米 九斗≡升五合 但斗代帝石 t1--
同所 新開古検無之
一 下畠 七r]J'l 三畝四歩半 吉兵衛
拾三間半
此分米 奄斗弐升六合 但斗代四斗
(････中略 ････)
古検奄畝歩
一 屋敷 五間 壱畝拾五歩 漕助
九間
此分米 窄斗五升 但斗代青石
車外襲七間幅宅間 七歩 四壁除之
古検壱畝歩
一 屋敷 拾宅間四尺壱畝拾五歩 音毛衝門
三間五尺
此分米 壱斗五升 但斗代窄石
渡外典大間幅壱間 六歩 胸壁臨之
古検壱畝歩
- 屋敷 五間 壱畝拾五歩半 三Pi]邸
五間六尺
此分米 菅斗五升弐合 但斗代壱石
薮外西脇五問幅宅間 五歩 四壁絵之
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`l～
古検壱畝歩
- 屋敷 四間半 壱畝拾歩半 与兵衛
九間
此分米 車斗三升五合 但斗代青石
四壁無之
新星敷古検無之
一 畳敷 四間 壱畝六分 新七 一 √
五間
此分米 壱斗弐升 但斗代壱石
四壁無之
(････中略 ･.･･)
古検拾八町八畝弐拾四歩
田畠反合 弐拾八町三反六畝七歩
分米 百九拾三石六斗九升五合
延宝五丁己牢十二月 日
水谷左京苑内検地役人
同
同
同惣孝行
二箇村庄屋
同村案内人
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浅井 音左衝門
徳田 長十郎
中山 十兵術
新井 助左衛門
庄兵衛
五左衛門
御勘定所
以上が検地帳の実際であるが,これを田畑の帝税別にまとめたものが,蓑 4- 5-1である｡
この寮vtよれば,Elの尊級は延宝の検地灸目では五等級と/xっているが.ここでは山田がくわわり占
等級となっていることoそして畑が5等級となっていることであるO
表 415- 1 二筋村,等級別EEl地面研比較ま
古 検 延 宝 5 年 検 地
ヽ(_慶長年間) 面 .il 分 米 斗 代
Ii上 々 田 町 反 畝 歩 町 反 故 歩 石 斗 升 合 石 斗
1 1 5 1 8 71/々 ' 3 1 0 5 1 7
上 田 8 1 29 1 2 4 15 18 8 5 8 1 5
中 田 2 1 5 27 5 2 8 29レ々 40 2 2 1 2
下 田 5 1 4 9 4 8 2 91/つ 58 7 1 9 8
下 々 田 1 2 5 4 1 8 4 29 7 5 9 8 4
山 田 1 5 5 1 7 2 05 7 8 2
上 畠 1 5 2 12 2 0 071} 19 8 4 7 10
中 畠 2 7 占 15 5 7 1221) 28 4 2 4 7
下 品 5 4 9 9 4 8 5 1占 19 2 2 5 4
下 々 畠 1 8 8 2 2 2 7 5レ2 5 4 8 占 2
切 畠 2 5 14 5 4 25 ロ 5 7 1 1
屋 敷 5 4 10 4 8271/々 4 9 8 9 10
小 計 17 7 5 19 25 2 4 18.1/2 184 9 9 4
節開 上 々 田中下 I. ､ヽ 29 0.07 7 一一
下 々 田 15 0.02
山 田 12レ2 0.00 8
上 畠 ｢- 241/〟 0_08 2
中 畠 d 11ソ2 0. 4 4 4
下 畠 7 728レ2 5. 1 5 1
下 々 畠 1 5 2 dl/〟 5.04 9
切 畠 I.2 d dl/2 口2 占 4
屋 敷 411 a. 4 5 7
小 計 2 A 925 7, 5 5 2
AI 実 合 計 17 7 5 19 2 7 9.4 51} 192. 4 4 4(合計 ) (18 0 8 245) ( 2 8 5占 7 )l (195. 占 9 5)
延宝5年ニケ村検地帳から作成
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これを同 じ水谷氏vEよる延宝の検地が行なわれた他の村とくらべたのが.表 4- 5- 2である.小田
郡小Fl相では,山田切畠がないが上4 品が加わり,田5等軌 島 5等級｡後月那糊 付では.上々臥
山田,上白がなく田 4等級,畠 5等級にわかれているOまた斗代 に関しても必ずしも一様でないことが
わかる｡このようにいくら条目が定められていたとはいえ,かなりの柔軟性があり,地域に応 じて,等
級,斗代が決定されたのではないかと思われる｡
表 4- 5- 2 田 畑 の 等 級 と 斗 代 の 比 較
二筋村 小田村 築栃村
上 々田 石 斗1 75 石 斗1 8占 石 斗1 5
中 田 1 2 1 3 1 2
下 田 8 9 a
下 々田山上 晶畠 421 0 51 30 410
中 .良 7 7 7
下 島 4 4 4
汁 ) 地域研死第 15縫 ｢変貌する芳井町｣Pd5および延玉 5年ニケ村検地帳から作成
次に,古検vEおいて 17町 7反 5畝 19歩であった耕地面8'Iが延宝 5年では, 27町 9反 4畝 5分半
VE増加 している｡ この増加分9町8反 5畝 11歩のうち.新的分は, 2町 占反9畝 25歩vc過ぎず残 り
の 7町 1反5畝 16歩が竿先の出目となっている｡竿先の出目とは同一面孤の土地にもかかわらず竿の
基単を短 くすることによって生じる余剰反別のことであるOつまり古検の耕地面倒を100とすると,
実際にはそれと同じ而収の耕地が 12a5忙なるわけである｡ しかし頻民の実収猿は変わっていないの
であるo竿の寸法 1つでいかに収奪の感化がはかれるかということがうかがえる.
(b)各領主の内検地
胸中の諸領主は,対地に着任すると,だいたいその領内の村々を幕命によらず,自己のLT任にお
いて検地 した｡それらを内検地と称 しその石高は地福となったO儲主の知行布は崩府から与えられ
-1∩〔)-
た朱印高であったが'段民から取 り立てる実際の年貢比内検地の結果vEよる地高vEよってであったD
)rI上町域で行なわれた内検地は ｢岡山リA･山菜土木史｣｢成羽史話｣ vEよると次の如くである｡
(7)寛永初年の成羽#lJJ崎領の内検地 元卸3年 (1a17)lR:成羽に封 じられた山崎家治Qj:,
虎永初年 (1a24)に仕掛勺の内検地をしたとのことである. しかし領地全体の他局は不明で
あるoこのとき の領地に,地頭慣熟 三沢,J=大竹,下大竹がふくまれているO
(イ) 寛永 7年松山滞池田領の内検地 元卸 3年vc備中に封せられ,寛永 7年 (165 0 )に髄内
の検地を行なった｡七地相がこれにふくまれでいる｡
(ウ)寛永 17年成羽滞水谷領の内検地 水谷勝隆は男永 1 年` (1dS9)t^r,成羽vt転封 し,翌
17年から領内の検地をおこなった｡地軌 儲京がふ くまれる｡
(-)万治の成羽藩山崎領の内検地 万治元年 (1d58)山崎金治が成羽に入部すると,検地が
おこなわれた.これVCより≡沢村の免状にある村高は.万治5年 (1占59 )の 258石 1斗 2
升 9合から万治 4年 (1日 0)には, 占44石 3斗 9升5台と215倍vrも[1ねあがっている｡
(i) 元藤 15年の成羽常山崎領の内検地 r間山県姓第土木史｣によれば山崎主税助義方は.
元練 15年 (1700)vc一斉に領内の内検地を行い,これVEより朱印高の500 0石が,
8 200石 8斗の地福Kなったとあるが,｢成羽史話｣ vtよればこのときの検地は姫路城主本多
中務大輔作よりなされたとある. しかし三沢村の免状でみるかぎり,元緑年間に村高の変化はみ
られない. ,l J .
1 (2) 地頭村の村方騒動
天保末期から弘化vEかけて,地頭村では庄星の年貢勘定面での不正の解明要求と庄屋跡役決定問
題とがからみあい,ついには村内を二組vt分けるという事件がおこっているo これは庄屋源内の病
死に伴い,その養子良太を掛役ve推す遵印方忙対 し落印方村内惣百姓の25車vEあたる5 1人の百
姓が庄屋源内の不正が解明されない限 り庄屋跡役に良太を推すことはできないと圧屋跡役決定vcか
らみ,源内の不正をただそうとしておこした一件である.これを岡山大学附属国領腐所蔵平川家女
魯vcよりみていくことvCLLう｡なお,地頭村は,文化 10年 (18 15)から排山藩の預 り地で
あったが,天保 10年 (1859 )徳川氏の底掛地となり,食敷代官高山又歳,頼八左衝門vt治め
られてレゝたO
乍恐以缶附帯申上院
当御支配所備中国川上郡地頭村百姓万書外ニヤ止惣代胃姓京右衝門衛病二付代兼甚助半右衝門牽中上
候,当村庄監源内病死仕ルニ付同人我子良太 ら話を皐院上度段村方首姓連印之者惣代 として百姓市左衛
門数平L落印百姓共江御利解被為成下様御節中上候旨こて今般御差紙 ヲ以右万苦外コ八人之老御召出被
仰付承知串良右名前惣代として柁出御届車中上焼鈍諾畏敬究方之儀御守御座候段恐入率存供.然ル処右
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虎内助役中去ル天保四巳年己以来御年貢勘定向不蕃之廉々有乏候二付突食掛定数度旨毎々申出険得共,
徒長等閑二致魚嬢去卯年春以来度々及催促侯得丸 井後病気000能中朝し兎角時日差送 り険迄二而,
.訳せ不中絶在妖牌 合剛 よ如何敷勘定合有之同人茂子良太識者,源内病中代勤引話居候二付,右良大江
も当春以来度々申出院柑#,是又屯者不仕然ル処石原内題去月十八日病死仕慎二付,〇年釆之手枕を以
尚良太江掛合候者,勘定向不審之廉々も相見江候臥 去天保四巳年より去卯迄十一ケ年間御免状井御年
戌皆済日録勘定帳面夫 熟々談為致恢上 契合勘定致呉候様申出険井.同人相答仮着,丑父源内助役小諸
勘定含之発着一切不存旨二両更屯若不仕朕二付.無余俵憩も不頓不審之廉々左二中上儀
一 天保四巳年御年貢私共より源内江取定侯十分,十三分一御値段著,御上様御定二相成候御直段と相
適任侯唖相関甚夕不零至施不残.疑惑不柏崎候臥 御免状拝皆済目や共差出為契合呉恢様こ致皮革存
候蔀
一 天保七申年同九成年右ニケ年御触御直段を以御年Tt源内取定屠隣地,諸国米価高値二付格別之以御
慈悲右申年之礁薯,前十五ヶ年,成年者十ケ年平均御庇段被仰付候趣二御庄険処源内占仕渡し侯罪用
面二而者,御値段相逮有之成二被存不等二革存供事
一 天保七申年稀成凶年二付夫食代御下ケ渡,尚文同八百年夫食代,耶籾代共御下ケ渡被仰付険森永知罷
在候処.夫 割々府方如何之耳斗こいたし不審二革存侯訴
一 天保七申年稀成大凶牛工付村方郡役人江助辞として,村内身元相応之者共より出.之宛差出供米,あ
金,銀井川上郡吹屋村大将定三郎.小田柿笠岡村鮎川屋又左衛門当時改名平助右両人より差出侯分者.
津山御預り御役所江差上慎二付郡中村々江御下ケ渡被仰付侯分共,郡役人共割賦帳面及見度奉存峡間
右割耽帳面熟託為致候被仰付候被為下庶侯寧願上院
一 御年末井FT]状,源内助役中去ル寅年,去ル卯年ニケ年分とも未相渡不申候間,早々仕渡候様被仰付
被為下度も,三〇〇歳著,天保九成年より去卯年迄六ヶ年之間相渡不申甚夕腰渋仕候問,早 仕々渡契
合勘定V}たし呉幌糠被仰付被下変額頗上候
前L.Ef車中上院通ノ漉内勤役中如何之取斗品々有之田之掛合中,同人載病死仕供二付義子良太より再応
御年貨物定常帳面及見度掛合侯待井,源内存命中之義乳 相弁不申由二而病死致候を申立一切取扱 不
申何典迷芯難渋仕不審至趨二率存帳｢札 前○之始末被為1日石訳格別之以御慈悲.当立入小家相三尾 召
石碑門,同塩田村庄屋孝左禰門等江会.源内勤捜中天保四巳年より卯'r=迄十一ヶ年之間御免状, 皆済
紳目録相見○致疾上郷年貢勘定帳面熟読為致夫 契々合勘定〇二仕 ル様被御付被為下皮,右御伽済 旨為
下可難有仕合二奉存侯,依而乍恐以野付率中上候己上
川上郡地頭村
天保十五辰年十月
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.,･i 百 姓
i .p･ 万苦 大書
‥ 丹平 惣治郎
鶴 書 中十郎
一 文吉 茂三郎
梅吉 芳右衝門
. 届書 庄五郎
為助 長作
一 彦十郎 直次郎
. t 弥次郎 忠次郎
L J 亡 治次郎 近歳
▲ 市治郎 伊三郎
孫三郎 万吉
沢歳 末書
直次郎 餐蔵
長吉姓
･. ､● 郡右衝門
.L-t･ /二十八人
l r 惣 代
ド , . I .. りpt, 京右衛門常病こ付
代 兼
倉 敷 ･ノ-･
御 役 所
.r 甚 助
半右衛門
■｢,■.
つまりこれは,跡役庄屋に良太を推さなかった落印方百姓に対する倉敷御役所からの呼び出しに対
して出された願笹である.ここで落印方百姓払 庄屋源内vc年貢勘定面で5項目の不正の疑いがある
とし.源内生前より再々諸帳面を見せてくれる横かけあってV,る間に源内が病死 し,生前源内の手伝
いもしていた萄子の良太vE同様のことを申し出たが,源内から何も聞いていないと一切とりあわなか
ったので,源内動役中の天保4年 (1B55)～宍陳 15年 (1845)まで11年間の免状.皆済目
鍵等･vtより勘定を突き合わせる様申し付けてはLhoまたこの一件が落着するまでは.庄慶跡役vc艮
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太を推せないと主破しているo同じく天保 15年の 11月には,倉敷村,丈平,光右衝門が和解の尽力
をしてくれるので,裁断を12月5日まで日延してはしいとの願いが出されている｡ しかし,これは結
局失敗Vt終っている｡その後も倉敷蓑での吟味や,村内での双方による熟談がなされたが.思う様に話
し合いは.はかどらなかった様子であるO里弘化2年 (1844)11月vtなり, 平川村庄屋助左衝
門,吹屋村庄屋要助の2人に取扱い人が命 じられ,仲介vtはV,ることvcなった.そして翌弘化5年 5月
この二人の尽力vEより,やっとのことで決着がっくことvCなるのである｡解決策は,極意金 50両を,
連印方が落印方-渡すことで内済忙し,落印方は,それまで代官所-提出した顧笥筋の願下げを申し出
るというものである｡次に示すのは,その際落印方に渡された覚である｡
覚
先庄屋源内動役申請勘定向之儀此度取扱二俵両親勘定と相成慎二付右年々不納之磯は.拙者とも占立
替候iTu-も取立之沙汰こおよび申間数候,依而一四如件
弘化三午年五月 取扱人吹屋村
要助印
同断平川村
助左衝門印
地頭村
落印惣代 甚助殿
同 半右衝門殿
同 房右衛門殿
この結果.空席であった庄庭役については.落印,遵印双方の言い分をくんで,次の様な断いが.差
し出されているO
閏五月八日節辞差出
乍恐以杏附車齢上恢
私共村方庄監源内死去巳来,跡庄星役取廃車顧上候迄.立入庄屋塩田村孝左衛門,小嚢村祥右衛門江
被仰附是迄相勤常在候処,右源内之相続人老子良太井首姓郡右衛門儀.実妹正路之ものこ附,右両人江
跡庄畳役被仰付度,右者村方取抑 えた免此度庄屋両人こ奉献供慈二御座候,尤給米等之儀者,先庄屋紺
取来 り族通差出,BIJ段除○之入用相掛り侯銭こ無御座.万一両人御年貢引請等仕候-､惣小前江引i.賢弁
納仕様御差支無御座候様可仕候間,何卒顕之通御○済被下候-､難有仕合工率存候,依而乍恐惣小前一
同連印を以00章節上候以上
川上郡地頭村惣百姓
弘化三午年
五月
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I 'ヽ 倉敷御役所
1 前ig之通草鼠上供故奥印仕草葺上慎巳上
右村立入庄屋塩田村一●
章左衝門印
. 同 小家相庄屋l
吉右衛門印
早 御々○○被仰附午年閲五月九日願之適役静態仰付辰
このようvtして,願いの出された翌日,良太 と冊右裾門が庄屋役VC仰付られ,地頭村は 2つの組vc分
かれることとなったのである｡
以上がこの一件の経過である｡これらの文TDからわかることは,源内が庄星であったとき,何らかの
不正があったであろうということである｡これは落印方vc,趣者金 50両が支払われていることからう
かがえる｡つまり,趣意金と良太の外vc落印方の郡右衛門を庄屋役vc推 し,村内を二組に分けるという
ことで,代官所-払 願下げ願番vtあるごとく r悉疑念相暗候Jと報告 し.源内の不正.跡役庄屋,杏
めぐる争いを一切水に流 した訳である.この結末をむかえるまでVC,落印方が源内vc免状等の公開をせ
まってから棄VC4年.代官所に持ち込まれてからでも2年半の歳月が過ぎていた｡
黄 41515 嘉永 2年 地頭机 持高牌倒矛
村 全 体 落 印 方
持 高 区 分 戸 数 戸数比率〆 戸 数 戸数比率〆
100石以上5 - 100～ 52D 2 1 (1 )5 0.524 4 17.55 1 1 5 71
1～ 5 105 (15) 4a8 15 5&5
1石未満無 高 87 (5d)不 明 41.2 A 2占,2
注) 苗永 2年 地旗村,東組,名寄帳
寡 永 2年 地頭村,西乱 名寄帳 上り作成
ただし( )は入作
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では.この落印方百姓は.どうV}う階層の人々であろうか.蓑 4- 5-5は.嘉永 2年 (1849)
の栄西 2組の名寄帳から作成したものである｡尚この名寄帳で確認できたのは.落印方 51名0.うち
25名であるo この表から見る限 り,落印方百姓の持高は最高丹平の8石 5斗8升 9合.最低梅吉の
5斗 8升9合で.持ち高に極端なかたよりがなく.ある程度の分散がみられる｡また地頭村全体の持
高戸数比率とも大きな差はないといえよう｡
また. 1石未満のものまで庄屋の不正糾弾に象加しており.村政に対する関心の深さを知ることがで
きよう｡
結局この騒動は.先vE述べた如く,村を二つの組vc分けることで結寿するわけであるが.4年という
長い期間不正を糾明し続けた持続性 と,つVlには,蛙民にとって信用のおける人物を庄屋vE決定させる
など,農民の村政に対する阻心の深まりと,意識のたかまりを知ることができよう.
(近 広 和 恵 )
参 考 文 献
岡山県良薬土木史
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久世町史
郷土史研究法 近世
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4 農 民 の 生 活 (1)
(1) 腰業生産条件
現在の川上町を構成した近世村落は備中国の中部西辺に位置し.地頭村･箭家相のごとく一部の平
坦地を除いて,ほとんどが併有 50 □′nの吉備高風上lこ立地している.
以下,史料的には制約されているが.耕地条件.温発生産条件の概況を具体的にみていこうO
まず耕地立地条件は,明治15年の三沢村｢村証 ｣によれば,｢土地筒低-ナラズ四五歩ハ高燥多
クハ天水受ノ地ナリ｣とあるように,土地の塩伏が激しく, 4 0- 5 0%はいわゆる｢高燥｣の地で
水利の便が悪く,必然的に｢早磐ヲ奴 ル｣結果を招くような悪条件であった｡
しかも地味は｢兵士赤土混椅｣した比較的肥沃な土質は50- 40%にすぎず, a 0- 70%の大
部分は｢埴土｣(腐植土･･･20%以上の傑槍賓を含む土軌 肥沃でかつ保水力,通気など物理的性質
も優れ,作物栽培に適する｡ )ではあるが,小石が交っており,概して農作物育成には適したとは貰
えないようである｡
また｢地51i村川尻り方 落々合大川同前二微塵侯 ｣筒家村できえ,小平野を形成しているにもかかわ
らず,｢砂地石ませり之所｣とあるようlこ石交りの抄土で,決して肥沃TJ土壌であ一,たとは貰えない
ようである(注 1)0
しかし近世村落の全てがこのようlこ.劣悪甘土地条件ばかりだった訳ではなく.｢地位最低乾湿一定
セ ス r董水利梢便ニシテ水早ノ両難稀ナ')｣(附散村｢付隷｣)といった中には水利の便が比軟的良
いがために自然災雫の敵背の柿Tl地域も見られる｡近世における｢水論｣などにも明らかTLように,
｢水｣の確保,輝概鮎笹の有鰍 ま,股民には富野lJ問題であり.特に山間部においてはそれが峨著で
あった(注2 )0
以上のような新地立地条件のもとでいかなる戯墨生産が行われていたのか.次にその概況を見てい
きたいo残存する三沢,脚数の｢村法 ｣をみて注目されるのは.米および大麦がほぼ同iLf生産されて
おり,主要TJ良作物となっている点である｡三沢付は,米 424.8石(樗米を含む)に対して,大麦
425.52石.また月凧散村は.米凡 125.0石に対し.大麦凡 150.0石を生産しているo大麦が米
と同種圧の生産高を示し,また麦類のうら大変が裸麦より圧倒的に多いのは, これを全国ま†二は備前
等の臓莱生産構成と比較してみると.特典lL慣向であることがうかがえるであろう｡つまり,大夏の
生産膚が裸麦を上回っているのは.岡山県では実作および備中北都に集中し.これは県北半のL周部
における特徴をTfすものと言えるのである(注5)｡
次に粟,秦,稗,大豆.帯夏等の雑穀薪も削合芯い生産高を示しているが,他へ摘出する樫の丑も
なく.出民の主食としての自給哨班生産にとどまっていT:ようである0
-万,特有農産物では.三沢付ではその生産が辛慣膚は狼巾L,ている｡ ｢宵莫本国小田郡笠岡村仝
上房郡高梁等へ
･/I:I｣とあり,主要な商品換金作物として栽培きれていたO領家相の｢村明細帳｣(
天明8年 )には｢た者(ぱ)こ｣が畑‖乍笹子としてあげられてお1),また備中町平川村の｢村明細帳
｣(寛保5年 )の中にも釧方作物として明記されていることから(注4).かなり広範域にわたって
栽培きれていたものと考えられる｡そしてとの｢たばこ｣が川上郡山間部における商品貨幣経済浸透
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表 4-4-1 成 業 生 産 条 件
村 名 地 味 耕 地 立 地 肥 料 畑 作 物
三 沢 村 其色-ナラズ 土地高低-ナラズ 肥清二乏シ 大麦.小麦.裸麦.大豆,
三四歩ハ夷土 四五歩ハ高燥多クハ天 小豆,莱,秦 ,軌 常夏,
赤土混約 水受ノ地ナリ 甘智 実綿 馬鈴薯.音葉
六七歩ハ竣土ニ 水利ノ便ヲ得ズ 菜種,葉菜.蚕豆,糸屑 ,
小石ヲ交ヘ 時々早署ヲ捜 ル 胡麻.牛芳
領 煮 付 砂地石ませり 地頭村川尻り,方々落合 柴 草 大麦.小麦,秤,きび,
之所 大川同前ニ御座候 炭くもし雑こや栄 (他よりEL人 ) 大豆.小豆.葡麦.粟,茄子,里いも,えんどふ,牛乳 大角豆. ご,根 煙草
脚 数 村 其色赤或ハ黒ニ 地位節低乾湿-定セス ト 肥常二乏シ 大麦,小麦,大豆.莱,
シテ 鼓水利梢便こシテ水草ノ 香.稗,小豆,帝麦,
村 名 戸 数 午 局 村 高 史 料 名
戸 数 人 数
三 沢 村 本籍 152 男 584 牡 57 牡 2 村 舘(明治 15年 )
社 18寺 1計 15 女 581計 765 牝 101計 58 牝 0吉十 2
領 家 相 石525.951 ｢備中国川上郡領家相明細帳 ｣(天明8年 )
数 村 本楯 69 男 182 牡 8 /′/ 村 紘
社 8 女 ー95 牝 57 /′/メ/
(注 ) 史料欄記載の史料により作成した｡
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表 4-4-5 明治 10年戯産物の価額比率(%)
虚 産 物 全 国 l 備 前 川上部五拾ケ村
栄.精米,陸稲 61.1 1 69.9 45.7
大 麦 5.1 1.8 187
裸 麦 4.1 8,8 0.i
(注 ) 川上郡五拾ケ村の価額比率は｢明治前期産業発達史安料 ｣より作成したO
の一端を担っていたであろうことは畑保に難くTLいo
以上,明治朋の史料で考察してきたことを今匿は,天明8年 (1788)の｢簡家相明細帳｣に照
らして,近世脇薬生産状況をみてみよう｡田方はもちろん稲作が主で,種籾として,北国･弥六 ･沖
飛かり(光)･千本 .美作 ･阿せこL等を用いた｡そしてこれを田方 1反につき1斗 8. 9升の削合
で苗代に蒔いた｡土性に虚まれない｢砂土 ｣であった故.｢当村者下所ゆへ稲抹殺つき不申候二付摩
籾大分人中侯 ｣とある｡また畑作物としては,先の付託とはほ同様のものが栽培されており.大麦,
小麦,大豆.栄,秤,輯(そ)ば.茄子.里いも,大角豆,字種.大軌 さ飛,えんどふ.小豆.空
豆,牛鼠 えごの普通戯産物に加えて,特有出産物として｢た者と｣があげられている｡
注 1)もっとも,｢川上都誌｣は｢執家川 ｣についての記述の中で,｢地味肥沃なる地額領家の小
平野は比lこよりて輝軌の利を受くること多大rd-り｣と儒家村の肥沃な土質を述べているO
注 2)｢備中町史本編 ｣.p 1801こ次のようTL記述があるo u慶応 2年 (1886)の川上郡 10
力付からの赦願野に｢右何々の儀は井蝶掛り少々の相方侯て絶水相成り植付けTJども不行届 ｣
であると野いているがそれは田があまり高所lこあるため溜池から水を引くことができず.天水
受の水で間にあわせたためである｡ 〟
注 5)京都大学人文科学研究所, 1965年,続近世後進地域の鎖付構造一偏的国津南郡加茂郷の
場合-.P109. 110を次に引用するO "明治 10年Iこおいて大麦が裸麦より多いのは(
申時 )術前には-郡もなく.備中では上伊那,川上部.哲多郡.阿封郡であるOこれらの蕗郡
は岡山県北半の山間に位限し.南都の瀬戸内海Iこ面した鵬駒おJ:び備中南都とは巌菜生産の発
展皮も性格もかなり興っている｡ n
注 4)備中町史本軌 P181
きて以上のような良薬生産条件のもとで.近世韻民は出兵.肥料の改良.幽究Iこよって作某能率.
土地生産性の増大をはかっていったものと思われる｡以下伐異および肥料について考察していきたい｡
(イ) 農 兵
彪如 こ関する近陛史料は兄い出せTLかったが.近世にも使用されたと思われる出兵と全国の近世放
すlこよる一般的僚向を比唆しながらその分化,用途について述べようO
写舞 4- 4- 1は風呂轍であるO軌 i口帯の段具として股も謎本的なものである｡用途としては桝
転作菜のうち壕も作業出が大で.辛労である耕良作蔑おJ:び田舷え後の申掛 こ使用した｡学保細以後
田の耕塩専用の打轍として鵬申鰍が登場する｡刃数によって三本臥 四本鰍あるいは鐘能などと呼ば
･-110-
れているが,以前の風呂鍬Iこ比赦して深耕が可
能になF),労働能率が大いに拭まったことが注
目される｡
嘗力による桝転用具には｢ゥシンダヮ｣｢マ
ンガ｣と呼はれるものがあった｡作業能率の描
' い点では鰍 こ及ぶべくもてトく,特に去刈後,短
期間のうら(こ田絶えまでの作度を終えTJ:けれは
rlらT-(い二毛作地方においては宙緋か必変にな
るわけである｡
ところでこの畜耕具は近tはの川上地方lこおい
. でも果たして広く捷用きれていたのであろうかo
J 弧抱表4-4-1により明輪掛 こわける三沢,
' 村項数IJGi付の牛馬所有伏祝を71ろと.三沢村は戸
l 敬 152戸に対して牛 158乱 稲 2泊を,ま
!=脚数村は戸数69戸に対してq 45感を所も
している｡数字上では各戸に 1執,あるいは 5
戸あたり2敦の割合で牛塙をFITr七してい1ここと
はなt),一般に宙桝は可能であったと考え柑る｡
TL/が.戯民の階FI性.耕地条件を加咋して考え
れば.｢ウシンダワ｣｢マンカ′｣の放用が近地
のこの地方に一般的であったかどうかは耗FhTJて
a)る｡
近L削こおける脱敦用具の主たるものは串促舶
以降,従来の披箸にかわって登城した千&,S扱き･
であろう｡その碓串は枚等の2折半.ぁるい!き
10倍と宮われている｡
脱掛 こ続く戯戯作薬として籾摺 り.選別かあ
る｡桝摺tJLこは研白がj:fヨいられる｡諏前.mEj
写如 4-4-1 風 呂 鍛
敢家,大月艶太氏所有0台の部分(_風呂)に鉄
の鰍身を取 りつけた.柄は樫の割木の節のTi･い
ものを用いるO
写穴 4-412 ウシンダワ
･,人rJ氏的銑 これは近代的TJ｢姫帝梨｣であるb
坪rEが深くff～),耕土の和余r)地のできる欠点
を克服した点で.近世の｢良宋型｣よりすぐれ
ている,
と呼ばれているのは木目であり.これが｢百姓
伝記 ｣によれは,元禄以脚 こすでは土のひきう寸である岨日(土日)への移行を示し,木Eは すたれ
たとあるO選別用具は鼠選Iこよるものと.必軸の火 ききIこよるものの二越知に分けるととができるo
Eir者は先.唐沢.後者は飾 (ふるい),千石)75,lh石嵐 であるO近ir戯掛 ま朱を一般的な選別用臭
としてあげている｡そして茸を用いて現過したもの.をさらに鰍 こかけて遠別する.筒の円形の掛 こは
竹をmい,柵剛とは麻糸を用いたJ:うである｡ニ札 またはそれ以上の傾斜した師J:りfる千石乱1
万石通の出現は大き'l'進歩で5,ったと思われるu L･ L. ,.
-ll1-
I1
写fl414-5 ウシンダワ
一~ 写葵 4- 4- 5 干歯扱き
(｡) 肥 料
肥料は免罪生産を行う上で地力の回復,維持
のT:糾こ不可欠のものである0時に二毛作の出
現.普及以来.肥料の必要性はますます紺まる
はかりであったO
天明8年の｢鎖家相明細帳｣には肥料につい
て次のようTL記述がある｡
一 朗 月共肥え竜山え柴草人中保管反二付
三百把雇人申候其外咲くもし雑小屋し多
人中飯柴乏轟茂白山撫執疲 寄二而臼詞
申族百姓少々持山ハ牛鳩飼申院
写六 4- 4- 4 マ ン ガ
--▲▲勺 一11■
写奏 4- 4- 6 歯 糞
これによれば圭として山の柴草が使用されていたようであるo この柴軌 ま一般に刈敷とよはれ.娘
も一般的な肥料であったC刈数は山野の経木状をなす偶感樋の若#.卓などを田植え前に刈り取 り.
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それを水田に敷きつめ,牛鳩あるいは人が踏みと八で肥料として用いたのでこの名があるO刈数は自
給肥料として付の姑r摘疋草地(入会地 )から採取するのか田海であり.ためにこの肥料としての柴草
に関して人盆山争論(山倫 )に及 ぶ車両乍か近世地力虹料には7こびたび見うけられるのである｡しかし
餌家村の場合,天明1捌こは｢柴之義茂自Ll｣軸御座r､(放 )鞍口調斡院｣とあり,百姓自身の持山がrJL･
く.紫を耶入肥料としていたようである｡それは明淵慨 に.｢御株無御座候｣と明記されているよう
に,領家相が平坦地で大部分を構成していたことによるものと考えられる0
またこの柴草の購入先を考えるに.I-F']明細帳に次のようrL手かかりとrilる記述か見 られる｡
薪取韻之義範々自分草山I勺二而親木を伐たき申候文老成制御儲舛猟数付和瓶村二而日記申候
肥料とすべき柴草も薪と同様にこれらの何々から肋入し/こものと推察できるのである.
そして百姓少々ある持山の中木は牛馬Iここれを何科として与えた.また牛馬から得られる糞尿.あ
るいは厩舎に敷きつめた敷輩rJどを利用した矧肥も当然鮫用きれたであろう.そのほか.｢くもし｣
とよばれる落莫,排壮物等を63み重ねて偏執させた唯肥.｢炭くもし｣というのは｢くもし｣を焼い
て次にして肥料としたものと考えられる｡｢瓶かLFL｣El人載尿か主登,I-亡ものであったと思われるO
また一般に金肥とよはれる羊蛸.帥相帝の脇入nbf･1か明jL!きれていれば,近牡川上はおける商品作
物の載堵状況.商品経済の浸透度がうかが･軋るのであるが.盛怠ながらEyj細帳にはその記戦がないO
つまり,近世においては現枯 15年の三沢村｢村払｣にあるCとく,｢小rFI郡安岡村.上野部苗梁｣
/Lどの相当広範臥 こわたるひんぽんli･紬血胸掛iいt･rI規正していなく,｢粗散村,布海相｣/Jど逝
付との交流にとどまっていたようである｡
.1ヽ
(2) 殿民の住宅構造
近世戯民の階層性を把握する上での-つの手触 りとTd:るものとして,日常の｢住建括｣を具現した
段民の住宅構造に着目する方法がある.当即死方法としては,故藤沢瞥先生,中野爽智子氏,平方英
子氏の業掛が既に残されている｡すなわち,同翰文によれば,腿民の頼経別住宅建株梢成およびこれ
と対応した住宅鎚坪数を,また住生活の中で恩も巾心的TJ:脇である母屋の聞取描進と迎客.家族生徳
用船殻の充実風 母屋の塵･見放等を牌屈性舶櫨の要京とし.それらを持前とrJ相艶で近比後掛 こお
ける住宅構造を塀型化し.そこから肺個性を可卓出されているのであるO近世後瓶lこおいては,持前
の低い賓股.下層戯民の住宅揃迄は.住宅粗雑柵味･住宅迎坪数ともに規模が小さく,母屋の佃取欄
超も倭めて簡略で.貧弱な榊迄にtrんじることを余儀TLくされているのが.ql以層から缶鎧屈に移行
するに従って,しだいに大規模かつ充契した構造を示すようになる｡そして.庄良屑に至ると,腿民
住宅では駁高匠に充実した転宅構造を持ち.政務上必要fJ｢迎客用鮎設 ｣まで鵬えた階層性を示すよ
うになるのであるO
ここでは.段民住宅構造化具現化された酪軸性が近地前期にも,もはや蛎考に把握できるのかとい
うことを主眼に置いて三沢村の残存史料から考察してゆきTこい｡次に,中野美智子先細の荷等のもと
に筆者が直接川上町で取材しT:階層別住宅柵塩の代表的LiT例三点から,母屋何軒 こみられる階層性に
ついて述べてみよう｡
? ?? ?? ? ? ??????
?? ? ? ? ?
????
? ? ? ? ー ?? ?? ?ー ???ー? ? ? ?
??? ?? ???
写真 4- 4- 8 敬 家 相 絵 図
川上町筋家･山本芳男氏所成｡代官万年七郎左衝門の支軌 臥 天明 4年(1784)頃のもので
ある｡家数は97軒と記されているC
以下にあげT=史料は･｢淋申｢qJ=上郡2円三沢村家数人数牛馬改帳｣(岡山県地方史研究連絡協議
会刊)の一部である｡
姫永弐拾壱年
鵬中国川上郡2円三沢村家数人数年馬硬板
申ノ九月日
備ql国川上郡 三沢村
-,高弐百弐拾玉石五斗壱升五台
此人数 弐百五拾弐人
此わけ
一･店拾六石七斗四升弐合 庄畠助左南門(a])
在所に而上 三間
家
八胤
はり屋
弐間 弐間
馬屋
六闇 五闇
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此人数拾六人 lrLILT
内 ｣_∩
助左耳即勺年五十八 女房年四拾三 】l
･一.｢1ヽ一二.i
男子宮市年六ツ 長年十三 五郎作年州 たま年廿 女子つる年十 下人助一郎什三
まつ年廿玉 かう春年八ツ 市就年廿 下女ふて年十七 助年十三 才まつ年十三
二郎年十一 かめ年十
馬壱疋牛三疋
(中略)
J 】 -L -L･ー し~_
I Fr 以上 し
土,荷田石八斗四升七合 長二郎(印) I
･ 家壱闇 馬屋酬
三胤 弐闇 11
II
. 此人数三人 ● LlrLt
1
l 円 ･ '･Elk
長二郎年四十一 女尿年州四 J'-:i
⊂ 男子三五郎年十 ILL'■
馬壱疋 I T=-
(以下略)
以上 'L PL:メ
F GJ･r.ヽ
Jl∴
?? ?? ?? ? ?
当該史料から.蒐永21年 (1i44)の三沢榔こ如 ナる各E!民の持札 家族数.住宅建棟の種別
および規模 (住宅建坪敷 ).それlこ牛馬の所有状況を知T)得る｡住宅皿練の穂別には.｢家｣,つま
り母屋と.自給肥料としてのSL'木を焼いた灰を貯献しておく｢はい盛｣.牛馬を飼育する贋舎として
の｢場屋｣の三担類が記俄されているO
との農民住宅を構成している三愛弟の内.綿飴別旺宅il秘捕戒に現iLる肝値B,および住宅鎚坪数
に現れる階倒性が.薦柑こ応 じて果たして相鵬を結っていたであろうか｡
l
この三沢村人馬帳を持刷 軌 こ塩ペ換えたのか教 卓｣2-4である｡揖 宿柵硯についてみると,原宿
持砧は圧出助左脚 巧の ld石7斗余で.以下才故の1石 1斗余まで僻舶分化が見られる｡考察対政と
すべき戸数は.｢せん宗新法等 ｣とある1寺社を除外 し, F人はそれぞれ主人の所有にくみ入れたの
で.この場合.計54戸とした. ･【･
まず.鶴能別姓純の所軒状況によって旺竜も繍別すると.LJ)｢家｣(母屋 )のみ所有で.｢はい屋｣
｢馬屋｣所有Eこ至らないもの.(｡)｢家｣の他に｢はい鼠 ｣の7I所有しているもの,ケう｢家｣の他に｢
馬畠｣のみ所有しているもの.F)｢繁｣の他,｢はい屋｣｢.Lt=,bl｣とも所有しているもの,という四
原型に分類することができる.この四汲型に考茅寸l取とした54戸がどのように所属しているか.千
の割合を表 4-2-5より見てみよう｡(イ)は 14戸 ･412あ.(O)は5声･14.7%,Mは8声 ･2
ま5%.(⇒は7声 ･20･8%となり,(JL)の衣のみ任.iか40島原圧.(D),むう,F)の｢はい局｣｢馬屋｣
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表 4-4-4 蒐永 21年の三沢村における旗民住宅の建株および硬坪欄成
戸 主 名 持 高 家(母屋) はい屋 馬 屋 人 数 年 馬
庄 屋 助左 衛門 lA.742石 5 x8 倍l 2X d間 2X 5間 ldJ 牛 5.馬 1
療 二 郎 1i107 さ X5 1X S 4
源 七 ll.228 5 Xd 1x 2 1x 5 8 牛 1
五郎右裾門 ー0.185 2 X5 lX 5 1X 5 9 年 1
弥 七 郎 9.611 5 X d 占
新 兵 衛 9.48 2.5X 4 1x 2 6 年 1
笹 載 7.525 5 X 5 115X 3 2× 5 9
与三右衛門 7.169 2 X 5 1x 2 4 牛 1
与 一百 &711 2 X 5 1x 2 5 牛 1
三郎右衛門 &457 2 X S 1x 2 4 牛 1
吉 鹿 ASo2 2 X515 4
与 吉 占.282 2 X 5 1x 2 4 年 1
与 一 郎 &004 2 X 5 4
六郎 兵衛 5.408 2 X 4 5
長 二 郎 4.847 1 Xる 1x 2 5 馬 1
新 三 郎 4.847 2 X 5 4
二 郎 吉 4.885 2 X 5 lX 3 2X S 9 牛 1
助 七 4.484 2 x 4 1x 2 5
久 三 助 4.48 2 x 4 l 5
権 七 4.55 2 X 5 4
宗 兵 帝 4.16 2 X さ 1x 2 5 年 1
助 三 郎 171 2 × 5 4
太郎 兵衛 5.87 2 X 5 5
作右 南門 i441 2 x5 1x 2 4 午 1
宗 兵 衛 5,459 2 X5 a
甚 七 郎 i585 2 X 5 1X 3 5 牛 1.馬 1
又 五 郎 3.249 2 X 5 1x 2 占 年 1
. 惣 七 JZB ま241 2 X 5 1x 2 4
二郎 兵衛 1059 2 X 5 4
平 二 郎 _5 Z X S 1x 2 5
せん宗 新 法 寺 2.811 1.5X 5 1x 2 5
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戸 主 名 持 高 蘇 (母屋) はい屋 馬 屋 人 数 牛 馬
二 lAB三郎 2 X Jt 4 -
才 蔵 1.112 2 X 5 5
助左衛門下人 与 七 2.5X 5 1メ:2 5 馬 1
〃 惣 吉 2 X 5 I 占
〃 二郎三郎 2 X 5 1.5x2 5 年 1
〃 助二 郎 1 X さ 5
〃 孫右裾門 2 X 5 -1x 2 9
〃 源 四郎 2 X 5 4
弥七郎下人 久 蔵 1.5X 5 - 5
甚七郎下人 三 四郎 2 X,5 ー t= 5
原二郎下人 源 三郎 2 X 王 5
与右裾門下人 与 太郎 2 X 4 4
孫右衛門下人 又 助 Z X 5 7
新兵衛下人 長 介 2 X さ 1x2 4 l
三郎右衛門下人五郎二郎 2 X 王 5 Ll
醇二郎下人 孫 三 2 X 5 5
与書下人 又右衛門 2_5X S 1x 2 5 馬 1
与三右篠門下人 小四郎 2 X 4 5
(注)1. 本髭は寛永 21年 (1644).｢肺FL･臥 什上郡之内三沢柑家数人数牛馬蚊帳｣より
作成した｡
2. 表中の空梢‖ま所有していないことを示す｡
の付属鮎穀を倣えている住宅が残り60%を占めていろことが把垣できる｡
つぎにこの日薄型を各戸の招福と対応させてみると.(ィ)｢家｣のみ住宅は玉石宋潤層Iこ約 7割の 1
0戸が属しており.残りは五石以上十石兼職層に l戸あるのみであるO
また(ロ),(Jうの住宅も(イ)とだいたい同様の傾向を示しているが.これがF)の｢家 ･はい屋 .馬屋｣所
有の祉櫛梢成になると.五戸未満屈にはわずか 1戸しか存在せず,他はすべて五石以上層に袋中して
いる｡
以上のごとく懲梯所有状況を持高階層との相関でみると.｢家｣のみ.または｢家 ｣の他に｢はい
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星｣｢馬屋 ｣のいずれかを所有 している農民は玉石未納J酌 王大多数を占め,｢家 ｣に加えて｢はい家｣
｢馬屋 ｣の両方とも所有している階層に/Jると.玉石以上の持高を必要 としている｡そして玉石以上
十石未開眉の住宅紙宜には先に瓶別した掴類型がすべてみられ,中rAl的7,E位倍にあったことがうかが
えるのである｡ IF
以上の分析からここに大まかな建坪所有の階層性を兄いtLiすことかできたo
次に ｢住宅建坪数｣について見ると. (イ )r凍Jのみ住宅は ｢†0坪未満｣に 9戸. ｢10-20
坪｣に 4戸と典中 している｡ lp)｢家｣+ ｢はい宮J住宅は. ｢10坪未満｣に 1戸. ｢10-20
坪｣に 2戸. ｢20-50坪｣には存在せず, ｢さ0- 4ロ坪｣に 2声と釧汝しているO (-)囁｣
十 ｢馬屋｣住宅 も. ｢TO坪未満｣に5戸. ｢T0-20坪｣に 5戸, ｢20- 50坪｣に 2戸と分
散慣向を示 しているOそLて (ニ)の ｢涙｣十 ｢はい鼠｣｣ ｢馬尾 ｣住宅に至ると ｢10-20坪｣
に2戸. ｢20- 50坪｣ 4戸.それに庄屋助左衝門の下人の建坪も含めた= d坪という膨大な建
坪教の住宅が l戸存在するC (pH J弓 についてu比較的広砥臥 こ分布 Lていると言えるが.(イ)
の住宅で20坪以上の建坪教を所右することは幽錐で.しかも持高は10石未満層に限 られているO
(二)住宅は少なくとも15坪以上を必婆とし,挿r指も5石以上を必要とLでいる｡ これは鯉棟数が
増加すればそれに伴い当然唾坪数も輔加すろ.沢で.この唾坪敬における階層性が恥に建株梢燭の脚倒
性によるものかどうかを嗣/くるには. ｢家｣の錦紗と. ｢.'まい唇｣｢馬屋｣の付碍雌株の頒椴の相朋
をみなければfLちないが,ここでは邪略 したい O
対象戸数に制限があるのIC･荷紬 こJ:る階層的成 も*づかみなものしか得られず.従って考察 も不十
分IものとなってLまったが.近世冊細三択村における曲民住宅構造が概観できTこのではないかと忠
つ｡
(3) 階層別住宅構造の事例
近世における典民住宅の母屋の椎掛 こ見られる階個性とはどのようIEも0-)であっ7このだろうかOこ
こでは川上町域で,現在に至るまで近Lr現の単軌七仲的よくとどめている下層住宅.中層住宅.上層
住宅の代表的三番例の母島構造を中心として考察を進めていき7こいo /1お,対象とした住宅の特高は
判明L得ず家人の記憶tu=J:って所有田畑を確認 LF二にす >'/[いので.大まか/T数値 しかつかめrl･か
つ[=o .
(a,) 下層住宅の部例 (t地所在 ) [
この建物の成立年代は不詳だが.家人の話にEtlかIf.明治期に田鰍 i所有しておらず.′J､作をLて
いたそうである｡近世に掛 ､てもやはり同程度の階WFこ位任 Lていたと考えてJ:いだろうor8星の樹
齢 ま.奥行4軋 胤E]dlI!Jで盛坪 2 4坪であるDhi.臥 )'7ラブ牛で軒は低く,Tii泊 りの両側面はべタ
壁 (土壁 )で亀 り込められていて.きわめて閉鎖的rlつくりにli･っている｡母屋に付属Lている納良
は現在瓦苛 さに改築されているが.それが母盆と同的湖のものかどうかは不明であるO
胤聴 りをみると.居住宋部分は ｢ニワ｣とよはtLる14丑半のゴザ炊きの広間と. ｢オクノ7｣
(8位 ),｢ナ ン ド｣(る丑 )の二重から成っているQ｢ニワ｣はスノコ天井で,中央にイp.)を切
-119- -
図 4- 4- 1 4【例(a)平面図
り. ｢ニワ｣と一統 さになっているクドで煮炊 き
したものをここに遊び.この間閑が家族生活の食
il･の幼となった｡あるいは冬になるとイpリの火
が暖房となり.また土胤のスノコ天井薬に避び上
げたコンニャクをこの冬の臥 クドとイロリの煙
でいぶ し保存の役割 も果たしていた｡ このイロリ
は現在使用されていないが,ナべやチ十ガマをか
けていたズザイ(自在鈎 )が現在でも天井か ら吊
るされており過去の名残 りをとどめている｡
｢オクノ-?｣は8畳のさおぶち天井で.奥に仏
現がはめ込まれている. ｢ニワ｣との障子のしき
りは後補のもので.以前は士剛 こはいると. ｢オクノマ｣が見通せる構造になっていた｡
写井 4- 4- 9 挙 例 (a)の遠景 正面
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さらに一室は群室とLての ｢ナン)/｣であ
る｡三方がべタ壁で家全体が暗いにもかかわ
らず. ｢ナソド｣は北側に凱 ナられT=l闇の
障子が通風採光の救いとTLっている｡
r土伽部分｣にはさまざまの生活用具が雑
然 と並べ られ.他に収納勘所を持ち得/i-いこ
の階層にあっては.土間が ｢蔵｣および ｢物
匿｣としての機能を果たLていT=O奥には鍋 .
水がめを備えT=簡単な流 Lの静僻が見られる.
天井はスノコで.コンニャク玉を選び上げる
~一-- ~ヽ
l
笥例La)繋通り
軒が低 く垂れ下が り.畑がすぐ
後にせまっているので,崖でもう
す暗 く.通風 .採光 ともElと催いo
Tこ9,.天井の一角が 5[cm四万位の四角形にくり抜かtLでいる｡生活上,不可欠の水は近 くの共同井
戸から持ち帰 り.炊事 ･風呂に利用 していた｡
この住宅は.部屋部分が客室 としてUl)｢オクノ7｣ と,家族の嬢壷である ｢ナ t/ド｣との二重に分
化 している点.また ｢ナ ント｣(こ明 り窓がとりつけられている点を考えると. ｢下府住宅｣の うちで
もかなり矩った併進であるということができよう.
-121-
写真 4一一4- 12
)JT例(a)の土胤の梁組 とスノコ天井
写在 4--4- 1 5
恥例(a)の緑
-122-
写兵 4- 4- 14
か例(a)の土間部分
土rLIJの半分が生活用具の旺き
切上fLっているO奥 に簡単な
｢流 し｣がみられる｡
写耳 4- 4-15
苛‡例(a)の士rtilに凱 ナられたクド
わざわざ土胤にb-りていか/iく
ても.｢ニワ｣側からすわって煮炊
きできた｡現在.,iレソガ造 りにな
っている｡
単底 4- 4- 16
典同 井戸
l
ー P_ こ こ r/rIJr LJ
(b) 中層住宅の事例 (七地所在 )
前述下層住宅の事例か らわずか数十メー トル離れT=地点に位fLTするO家人の話にJ:れば,家は以前
からの百姓家で 2反零度の田を所有 していたそうである｡
母屋のはかに納屋,故を所有 Lており.現在ilTL増収のもの【こ建て替えられているが, これが果た
して母屋 と同時朋のものかどうかは判然とL/L･いという話であるO
母屋の頒掛 ま興行 5･5肌 制 口 7･5胤で.先の F榊LE宅のホ例よりいく分大 きくなっている.その
差は ｢屠仕TR部分Jの部虚数にあらわれ.｢オ-ラ-｣と1はれる ｢オクノ-TJに相当する部毎 r6
磁 )と,｢ナンド｣(512)に加えて 10蝕の ｢テー｣(｢ナカノ･-/｣ともいう)が哨室されている｡
以前 ｢デー｣には 1 1盛の広胤 (板張.感俄 )は切って3)ろのと同様のイロリを静けていた｡それ
は繭晶作物である輩 タ′(コの舷燥 (天日乾燥 したものをこの部屋に吊 Lておく)や考査.つまりかい
i
+
qb
チ
ケ
チ
/
L .
図 4- 4- 2 ili例(b)のiF7両図
?
?ー
? ??
この飼育を目的として使用したのだ
という.｢テー｣が 10恩 という普
通の住宅では珍 しい(]itl取 りとなって
いるのはそのためであろうO
｢オ-チ-｣ には仏周 と朱が設け
られ,｢ナ./ド｣には 1fLIHの障子が
入れ られて通風採光がはか られてお
り.この二宅は下朋住宅の肪滋とな
んら教わりが1-Llいo
rth.il｣に.･まクドが諒陀されてい
るが,生活用具 ･収嘩物の収納場所
が母畠の外に機能分化 しているので
全体に整然としてきている｡
天井は土間部分が大和天井.部屋部分の三宰はさJIJl3'ら天#である.
胤取 り構造において乗通 りがこ室に脚室されI=烏と.三方は依賂土壁であるが､明 り窓が広胤の北
側に け 所.土間部分に 1ヶ所静け られ通風成如 51か らtlている点において.下用住宅J:り-歩進
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/I.1='中村住宅の構造を畠 していると
いえ･ようO
写l'1.4- 4- I7 I
甘例(b)の追放正面
ー 周囲の畑では輩 タバコが栽培さ
れている｡
-124-
写尖 4- 4- 18
iJf例(b)の芸泊 り
屋根は約 10年前に葺 きかえた
もの
写弟 句-4- 19
事例(b)の裏通 り
｢ナ ノド｣に 1庁的)障子が入れ
られている
写其 4- 4- 20
事例(b)の破風
は ふ
写克 414121
新例m)のサス組
写英 4- 4-22 新例伽 .デー (ナカノて )部分
｢イpリ｣を使用したため.壁がススで黒 くよこれている｡
指■
I
(C) 上層住宅の事例(箭家相所在 )
平面図に示 したように.奥行 5･5胤.F'"目口 18隈は いう建坪 55坪の母屋のはかに.木小尾.蔵.
カギヤ.部屋座敷.料理部屋,納屋.牛小屋といった付成唾物を聞取 こ配位 L,屋故全体を土塀で閉
むという大規模なつくりであるO明治掛 こは山林をおよそ50- 60町歩.田を 1- 5町所有 してい
7二という｡戸主の常五郎 という人は小作をさせていたとして遵印する連体保証人だったそうである｡
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図4- 4-3 掛例(a)呼面囲
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まず母屋からみると,建築年代は明治2年以前ということで.屋根は現在 トタンでおおっているが.
四周に瓦庇をめぐらしf=中二階のあるりっぱrJ:外観とTl･っている.また方角が ｢辰巳向｣ (現在の南
束方向 )に建てられてJ･]'り.このつくりだと末端が恭助 こはいらず,月の光がJ:くはいるの[='という｡
mJ取 りで特徴 としてあく~TられるのSi.表通 りや;｢三七ノマ(爪の伽 )｣ 8軽.｢ホ トケノ17(仏の
榊 )｣ 6軌 ｢オクノ?ー｣ 8凸の三重に増塞き11 また中岡住宅では袋並 りほおける ｢ナンr｣が一
室だけであったのに対 し.ここでは ｢ナソド｣ 8畳.｢ナカナソド｣ 6仇 rオクナンド｣ 6丑の三
重に分離 して.それ こ`｢ナシlウ/7(化粧の胤 †｣58半が加わり.生悟空胤の磯憶分化が進めら
れている点である｡
｢ミセノマ｣は ｢客間｣ともよぴ.普通一般の奮 ･Ti･もてなす喝合に使用 LTこ.rホ トケ/マ｣は文
字辿 り仏堀が ってあり. このJ:うに仏切の/こめに4位 lf1=t)をあてることができるのは.やはり母屋
の規模の大きさを.ひいては京勢の裁きを示す ものといえJ:う｡
身分の上層の客は. ｢:セノて｣には軍内せず.内鮭か ら直接 ｢オークノマ｣に軌 ､たD ｢オクノマ｣
は迎客専用の客座敬で.それだけに2尺5寸の木取 付JT醍および天袋戸棚と速い棚を掛 目こ協和 よ
む院造 りの形式を踏んだ立派なものとなっているOそして客解教の周辺 も柄か ら西に廻り緑をめぐら
し.迎客専用の上便所が妬えられている｡｢ホ トケノマ｣ と ｢オクノマ｣の天井は梁から針金1･どで
吊ったさおぶちのつり天井である｡
また ｢ナンド｣は 1間半以上 もの明り窓とぬれ漣を訊 す.表通 りの ｢ミセノマ｣から素通 りが見通
せるほど朗放的になった｡｢ナカナンド｣は王に烹財道具の旺き場として使用され.その奥に女性の
化粧用の部屋 として. ｢ケショウノマ｣が備えられている｡ ここにも1簡半の明 り窓をとりつけ, こ
れで薬通 りは非常に通風採光がゆき届 き.生活の場として申し分のTlい禿筆 したものとなった｡
母屋の向かって右側が納屋.左側が部星座政であるO納屋の後方に白監塗 りの意が見える0
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次に付属建物について少 し述べよう｡母臣北側の木小屋はまた碗納屋ともよばれ.風呂,ィ.]Uの
燃料としての薪やまきを入TLておいた｡またその一角を柴小屋 とし.山の柴草を刈 り取ってきてこ こ
で腐勅させ.肥料として用いた.鹿は8-9坪ある白壁塗 りの立派なものである｡｢カギヤ｣とい う
のは女性の妊娠別胤中,別居のため止作られた小屋のことである.一般には ｢忌小屋｣などとよばれ
ているもので.食ITlもわざわざこの部慶に運んでもらい,一人で食事をとったということである｡特
別の客の食餌を準術するための料理部崖.それに珊星座軌 納屋.牛小屋と付属棟だけでもたいへん
な規模であっrこ｡
L一一-~~ -1
1
F 写賞 41 41 24
事例(C)の表通 り
写& 4-4-25
好例(C)の磯通り
L▼
rF
周囲に塀をめぐらし,広 くゆったりした空胤をとっているので.通風採光がゆき届 き.
鵬故的な摂通 りとなっているO右端に見えるOL)は木小屋である｡
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写某 4- 4-2占
JLlf例(C) ｢オ クノ /ー｣の本家と付tiT院
が院造りの形式を疎んTLJ. この家で
伯も立派な部屋 となっている
写範 4-4- 27
天袋戸棚と違い棚を凱 ナている
写茶 4- 4-28
弔例(C)の ｢カギヤ｣
写英 4-4- 29 番臥cJ｢ホ トケノマ｣の神棚
奥に ｢ナカナソド｣.そして ｢ケショウノ17｣のガラス戸が見えている
(中 島 英 耳 )
. 了 J,･
iJE11.
1㌧ /l
l
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5 農民の生活 (2)
(1) ｢年貢収納 ｣
年置収納の実態を知る上での史料としては免状 (年貢割付状 )と皆済自得がその主要なものとなる｡
免状は村高 ･田畑の免 ･その年に納めるべき定米及び小物成等が記されてお り,また皆済EI掛 こおい
ては実際に納めた米 (銀 )の正確な数字が把題できるのである｡その意味では膿民の生活の実闇を正
確につかもうとするならば.この両者の数字を突 き合せる必要があるといえる｡
しかしここでは,史料的制約から年貢免状を中心に可稚な限り各村の年買収納状況の実態を追って
みたい｡
表 4-5- 1 三沢村の否租 (罪女 l5-文久1)
年 代 村 商 !酌 毛付帯 定 米 用捨米 上房束 窟 免e-d 毛付免e-d
a b 8-b a d C-d a A-b
-19 225.515 225.515 214.250 214.250 9,49 9.49
20 225一515 225.515 21占.500 21占_50CI_ 9,占0 9.dD
21 225.515 225.515 218.750 .21a750 9-70 9.70
正保 2 (.1糾4)225.515 225.515 21?.880 219.880 9.75 9.75
5 222.515 225.515 2d5.070 285.D70 ll,占7 ll.占7
4 245.8dD 245.8占0 215.3占5 275,585 ll.20 ll.20
慶安1(1朗8) 245.8占0 245.85D 280_280 280.280 Ill.40 ll.40
2 245.8占0 245.8iD 285.20〔】 285.200 ll.占0 ll.dD
5 245.8占D 245.8占0 280,280 28〔).2■80 ll.40 ll.40
4 245.840 245,8占0 280,280 280.280. ll.40 11一.40
承応 1 (川52)245.8占□ 245',8占0 270.458 270.450 ll.■00 ll.00
2 245.8占0 245.860 2占5,530 2占5.530 10.80 10.80
5 245.8占0 245.8占0 2占7.99ロ 2占7_990 10.90 1口.90
明暦 1 (帖55) 245.8占0 245_8占0 2dO.占10 2占0.占10 10,占0 10.占0
2 245.8dD 245.8占0 277.820 277.820 ll.50 ll.50
5 245.8dD 245.8占0 277.820 277.820 ll.50 ll.50
万治2 (ld59) 258129 258,129 521,占80 521.占80 ll,2占 ll.2占
5 25&129 25a129 54810〔l 5占8.100 14.2占 14.2占
4 644.595 占44.595 5dad00 5占8.占00 5.72 5.72
寛文2 (1.砧1) 占44.595 占44.595 5占7.800 5占7.800 5,70 5,70
5 644.595 占44_595 5占1500 529.881 4.97 4.97
4 占44.595 占44.595 340.530 5占0.550 5.59 5.59
5 d44.595 645.470 さ58,180 558.180 5.5占 5.57
i , 占44.595 0.928 645.^70 557,890 557.890 5.55 5.54
7 644.595 0.928 占45.47(ー 532.200 352.200 5.1占 5.1占
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年 代 村 有 隷引高 毛付肯 定 米 用捨米 上納米 有 免C-d 毛付免C-d
a b a-b C d C-d a a-b
蒐文9 石 石 石 石 石1.945 石 ツ ツ
644.595 0.928 占43.470585.510 5占5.510 5.55 5.54
10 644.595 8.928 845.470 554.400 554.400 5.50 5.51
ll 占44,595 0.928 645.470 5d4.100 564,100 5.占5 5,8占
12 ム44.595 0.928 占45.4705ム4.100 564.100 5.占5 5.dd
延宝 1(1675)54&089 0,928 547.161502.000 502.0(〕D 5.51 5_52
2 占44.5占9 占9.521575,048 502.270 502.270 4.49 4_96
7 64占,059 占5.24d 572_815 510.830 510,850 4.81 5,45
8 占46_987 65.246 572_815510.850 508.8占7 4.77 5.59
9 占4占,987 ム6,08 580.907 SOP.570※ 0.208156952057 509.778 4.79 5.55
天和2(1占81)646.987 dd.08 580.907 509.占20 509.d20 4.79 5.55
5 64ム987 66.08 580.907 510.295 510.295 4.80 5.54
月亨 1 64占.987 66.08 580.907 521.010 521.010 4.96 5.55
2 占46.987 56.009 5T,90.978 524.520 524,520 5.02 5.49
5 84占.987 55,7占7 591.220524,664 524.664 5.02 5.49
4 84占ー987 55.7占7 591.220 524.664 510.974 4.81 5,2占
5 64A.987 55.767 591.220 524.占64 524.684 5.02 5.49
元禄2(1689) . 55.491 9549占 52占018 2759占1 25 461
5 64占.987 55.4910,78517占 595.4966202占81152占,018※ 1.099 527.117 5.CLd 5.51(〕0
4 646.987 527.117 52.252※ 05892 000 274.8占5 4.25
5 648.987 527,占28 527.占28 5.08
6 646.987 527.占28 528.217 5.07
7 6 82 7 82 ,07
8 占46.987 49.780 597,227 52a415 278.415 4.50 4.占占
9 64A.987 49.760 597.227 528,415 52a415 5.08 5.4占
10 占 4?,220 597.787 8,754 508754 77 5.ll
ll 64占.987 49.220 597二7占7 528.754 4.945 525.789 5.80 5-42
12 占46.987 49,220 597.767528_754 55.000 295.754 4,54 4.95
15 646.987 49.220 597.7占7 528.754 24.487 504.247 4.70 5.09
14 646.987 48.188 598819 508,972 10.042 29占.950 4.59 T 4.96
15 846.987 4a1占8 598.819 506.9I72 36.992※ 1,46918557 2占9.988 4.17 4.51
宝永 1(1704)占46.987 4占.152 占00.855 508,994 506.994 4.74 5.ll
2 占46.987 45.621601.566 507_112 507.ll.2 4.75 5.ll
5 64ム987 45,821 占01.5dd 507_112 50a581 4.77 5.15
4 648.987 42.885 dD4.102 508.581 508∴581 4.77 5.ll
占 占, 58554 dDadJ55 10857 922 0 52
占 占46.987 75.081 575.906 292.279 292.279 4.52 5.09
7 646,987 70し105 57占,802 295.715 29エ715 4.54 5.09
8 646,987 66.058 580.829295.89E] 295.890 4.57 5.09
､ ヽ
年 代 村 有 緒引高 毛付高 定 米 用檎米 上納米 高 免e-d 毛付免｡-a
8 b A-b C d e-d EL 8-b
646,987 49.5占0 597.629 504.852 504,852 4.71 5.一口
5 646.987 62.178 584.Bu? 297.955 297.955 4.占1 5.09
4 646.987 5?.456 587,551 299.415 299.415 4.65 5.1D l
5 646.987 59.45占 587.551 299,415 299.415 4.65 5,10
占 84占.987 59,456 587.551 29?.Ll15 299.413 4.占5 5.10
事保 2(1717)占4占_987 54.054 5?2_955 502.524 502.524 4.占7 5.10
5 646.987 54.D54 587.531 502.524 502.524 4.67 5,10
4 846.987 46.951 占00.05占 30ム128 50占,128 4.75 5.10
5 846,987 46,951 占00_056 Sod.128 Sod.128 4.75 5.10
占 646.987 id,951 600.056 SOふ.128 306.128 4.75 5.10
元文4(1759)占4占.987 150,45151占.55占 261.844 255.986 5,96 4.9占
5 64占.987 156.55占 49CL451 241.9dd 2占1.988 4.05 5.54
耽保 1(1741)646,987 105_858 545.129 27ムー15 270.115 4.17 4.97
2 646.987 105.85白 545山129 276,115 27占.一,15 4.17 4,97
5 64占.987 185.858 545.129 278ゝ115 269.747 4.17 4.97
延事1(1744)646,987 104.875 542.114 275,占10 a.155 269.457 4.1占 4.97
2 846.987 105.159 541.828 275.456 9.744 265712 4.ll 4.90
5 1 占46.987 112.967 554.020 271.5占4 8.000 2占5,564 4.10 4,97
4 64占,987 112.9ム7 554.020 271.564 i_0(〕0 265.5占4 4.10 4.97
5 64占.987 112.967 554.n20 27t5d4 a.000 265,5占4 4.10 4.97
寛延2(1749)648.987 112.967 554.020 271.5占4 占.000 265,564 4.10 4.97
5 646.987 112.9占7 554.020 271.3占4 6.000 265.5占4 4.15 5.02
4 646.987 112.9占7 534,020 27 _ー5占4 5.166 268.198 4.15 4.97
宝暦 2(1752)占48.987 107.580 559,占27 274.197 占.000 268,197 4.15 4.97
5 64占.987 107.560 559.627 274.197 i.ロob 26a197 4.15 4.97
4 646,987 107,ado 559.占27 274.197 6.000 2da197 4.15 4.97
l 5 648.987 107.560 559,占27 274.197 29.100 245.097 5.79 4,54
6 648.987 107.5占0 559.占27 274,197 5.800 268,597 4,15 4.98
7 647.169 107.5占0 559.809 274.257 14.000 260.257 4.02 4.82
8 占47.169 107,ちdo 559.809 274,257 10.000 264,257 4.08 4.90
9 847.1占9 107.5占0 559,809 274.257 10.000 2占4.257 4.08 4.90
10 647.1d9.107.560 559.809 274.257 9.545 264.894 4.89 4_91
ll 647.169 107.560 559.809 274.257 占.545 267892 4.14 4.9占
12 647.189 107.560 559.809 274.257 9.672 2占4.565 4.09 4.90
15 647.169 1D7.560 559.809 274.257 8,945 265.294 4,10 4.91
14 647.1占9 107.560 559.809 274.257 7.445 2占8.794 4.12 4.94
明和 2(17占5)占47.169 107.ちdo 559.809 274,257 5.576 270,8占1 4.19 5.02
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年 代 料.筒 藷引布 毛付高 定 米 用括米 上納米 有 免C-d 毛付免C-d
a b a-b C d C-d a fL-b
明和 4 石 一石 石 石 石 石 ツ ツ647.1占9 107.560 559.809 274.257 a576 265.861 4.ll 4.95
5 丘47,169 107560 559.809 274.257 7.6.72 286.565 4.12 4.94
a 647169 107.150 540.i)1? 274.285 9.424 264.861 4.09 4.90
7 647.169 107.150 5.40.619 274.285 41,065 25まま22 5.占0 4.52
8 647.169 107.150 540.019 2●74.285 82.69占 l?1.589 2.9占 5.55
9 647.169 107.150 540.019 274.285 9.576 264.909 4.09 4.91
安永 2(1775)647.169 107.15CI540.819 2.74.285 9.576 264.909 4.09 4.91
5 647,169 107,150 540.019 274.2.85 15.576 25a.909 4.00 4.79
4 647T169 106.957 540.252 274.552 72.845 201.487 5.ll i75
5 647.169 10d.957 540.252 274.352 15.576 258.?58 4.00 4.79
6 647.169 106.957 540,252 274,552 16.995 2.57.941 5.98 4.77
7 847.169 lob.957 540,セ52 274.552 24.721 249,611 5.86 4.占2
8 647.169 182.127 545.042･271.550 18.576 255.174 5.91 4.65
9 647.169 102.127 545.042 271.550 57.Odd 214.50.4 5.51 5.94
天明1(1781)647.149 102.127 545.042 271.550 17.649 277,547 4.29 5.09
2 647.169 ll.4.918 552.251270.099 18.576 252,525 5.90 4.74
5 647.169 114.918 552.251270.099 59.557210.742 5.2占 5.96
4 647.169 110.619 55占.550 272.407 15.941 258.45占 5.99 4.82
5 847.169 109.595 ∫557.5Td 272_941 81.225 191.714 2.9d 5_57
占 647.1占9 109.595 557.57占 272.941 112.085 160.85占 2.49 2.99
7 647.169 10.9,595 557.57占 272.941 57.777 255,164 5.65 4.57
8 647.169 109.878 557.291272.788 69.981 202.807 5.15 5.77
5 647.1占9 110.150 557.059 272.占55 52.878 259.777 FJD 4.46
4 占47.169 110.15.0 557.059 272.655 54.977 257.67(～ 5.67 4.45
5 647.169 109.865 557,506 272.799 51.576 2占9.425 4.18 5.01
占 647.169 109.865 557.50占 272.799 58748 254.051 5.61 4.56
7 ■占47.169 llm.165 557.Ooユ 272.d57 51.298 241.559 ユ75 4.50
9 647.169.110.018 .557.151272.715 59.576 255.459 5.61 4.55
10 647,1占9 lop.382 557,787275.057 2a576 244.占81 5.78 4.55
ll 647.169 109.582 557.787 275.057 48.659 224,598 ま47 4.17
12 647.169 109.582 557.78T 275.057 51.576 241.占81 5,75 4.49
-I?和 1(1801)64,7.1占9 109.582 557.787 275.057 51.456 241Id21 5.73 4.49
2 647.169 109.582 557.787 275.057 55.071 217.986 5.57 4.05
5 占47.1占9 109.582 557.787 275.057. 52.576 2401681 エ71 4.48
年 代 村 高 諸引苗 毛付粛 定 米 用捻米 上納米 高 免C-d 毛付免C-d
a b a-b C d C-d A a-b
文化2 石 石 石 石 石 石 ツ ツ647.169 110.029 557.140 272.714 45.578 229.558 5.54 4,27
5 847.169 110.628 556.545 272.395 47.770 224.625 5.47 4.19
4 847.189 110.占28 5561545 272.395 占9.678 202.719 5.15 5.78
5 647,169 110.258 556,911 272.589 54.67d 257.915 5.88 4.45
a 847.1-占9 110.168 557.001 272,457 54.878 257.981 5.88 4,45
7 647.169 109.708 557.461 272.884 54.676 25&208 5.ム8 4.45
8 647.169 109.dd4 557.505 272_908 54.678 258.252 5.占8 4.45
9 647.169 104.500 542.869 270.467 54.占7占 255.791 5.占4 4.54
10 占47.169 114.277 552_892 270.478 54.678 255.802 5.64 4.42
ll 647.189 112.112 555.057 271.ム 4ー 45.995 257.719 5_67 4.44
12 占47.169 111.048 556.1212-72.182 54.67占 257.486 5.67 4.45
15 847.189 111.048 556.121272.1dZ 54.占76 257.488 5.67 4.45
14 占47.1占9 109.597 557.772 27ま049 54.676 258.575 5ー68 4.45
15 占47.1占9 109.788 557.581 272.859 54.占7占 258.1占5 5.68 4.45
文政2(1819)占47.169 10♀788 557.581 272_859 54.676 25a165 5.68 4.45
5 647.1占9 lop.788 557.581 272_859 54.87占 258.1d5 5.占8 4.45
4 647.169 109.788 557.581 272.839 54,67占 258.1占5 5.占8 4.45
5 647.1.89 109.788 557.581 27~2_859 54.占7占 258.165 5.68 4.45
r d 647.189 109.788 557.581 272.859 54.67占 258.1占5 5.88 4.45
r 7 占47,1占9 109.788 557.581 272.859 54.占7占 258,1占5 5.68 4_45
8 847,1占9 109,788 557.581 272.859 54.占7占I 25&1占5 5,88 4,45
9 占47.169 109.788 557.581 272.859 272.859 4.22 5.08
10 占47.1占9 144.918 502.251 254.Dl? 254.019 5.95 5.08
ll 占47.1占9 144.918 492.251 254.019 254.019 5.95 5,16
12 d47,169 15占.785 510.580 25a587 258.587 5.99 5.0占
15 647.169 128.210 518,959 262.959 262.959 4.0占 5.07
天保2(1851)占47.1占9 119,2占1 527.9ロ8 287.752 267.752 4.14 5.07
5 647.169 115.815 555.55占 270.占77 27CL677 4.18 5.07
4 占47.1占9 lCI9.582 537.787 2【】7.677 207,677 5,21 5_86
5 447.1占9 111.511 555.658 271.914 271.914 4.20 5.08
6 647.169 110,988 55A.265 272.239 272,259 4.21 5.08
7 647.1占9 110.595 55占.574 272.40占 272.404 4.21 5,08
8 647169 110.545 55占.824 272_540 272.540 4.21 5.08
9 占47.1占9 110,545 55占,82Lー 272.548 272.540 4.21 5.08
10 647.585 110.477 556.908 272一555 272.555 4,21 5.88
ll 847.585 110.477 55占.908 272.559 _272.559 4.21 5.88
12 647.585 112.781 554.占04 271.322 271.522 4.19 5.08
15 647.585 115.478 535.907 270,957 27O,957 4.19 5ー07
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年 代 村 高 諸引高 毛付砧 定 米 用捨米 上納米 高 免e-d 毛付免C-d
LL b a-b C d C-d a a-b
天保14 石 石 石 石 石 石 ツ ツ647.385 112.55占 554.829 271.452 271.452 4.19 5.08
15 647.585 111.655 535.752 271.948 271.948 4.2□ 5.08
弘化 2(1845)847.385 111.855 555.752 271.948 271,948 4.20 5.□8
5 847.585 111.587 555.占02 271,963 271.965 4.20 5.08
4 847.585 111.108 55占.277 272_209 272.209 4.20 5,08
姦永 1(1848)占47.585 111.108 55ム277 272-209 272.209 4.20 5.08
2 占47.585 111.108 55ム277 272.209 272.2□9 4.20 5.08
5 847.585 115.572 555,815 270.892 270,892 4.18 5.□7
4 647.585 115,108 554.727 271.194 271.194 4.19 5.□7
5 647.585 112,888 554,占97 271.571 271.571 4.19 5,08
占 84a281 121.205 527.07占 267.ODD 267.000 4,12 5.C)7
7 占4a281121.205 527.076 2占7.000 267.008 4.12 5,b7
安政 2(1855)占48,281 120.799 527.482 2占7.218 267.218 4-12 5.07
5 648.281 11占.012 552.2占9 2占9,785 2占9.785 4,16 5.07
4 占48.281 115.591 552,占90 270.009 270,009 4.16 5.07
5 占48,281 112.911 555,570 271.448 271.448 4,19 5.□7
6 648.281 112.911 555.570 271.448 271.448 4.19 5.07
万妊 1(1860)64a281 112.057 55&244 271.912 271.912 4.19 5.07
三沢村については,究永 15年 (1658)から万拾 5年 (1日 ロ)までの天額の時期に村有が
220石～ 258石であったのに対し,万治 4年 (1日 1)には644･595石となり,約2倍半
にも増えている｡ これは万拾元年,山崎出治が成羽に入府した際に行なわれた検地によるものと考え
られるdまた定米も万治2年を境として 100石近く加増されていることも注目される｡｢成羽史諏｣
によれば,元禄 15年 (1700)本多中務大輔 (姫路滞主)によって成羽山崎領の検地がなされた
と記されているが,三沢村の場合,免状で見るかぎりではその実証はできない｡
免率を見た場合,元禄期田方5ッ9分5厘,畑方4ツ 分`9匝であるが,宝永期以降,ほほ田方5
ツ5分7厘,畑方 4ツ6分9厘で帝末に至っている｡ これは同支配である猟数村の田方5.i'1分占畑,
畑方5ッ7分5厘と比べてかなり高い免率となっている｡免状には｢口米,夫米右之外也 ｣とあり.
附加税である日米 .夫米が記されていないため,実際の免串はこれと比較して高くなるはずであるo
収種丑の占割近 くに及ぶ布免串な定米の収納が,元禄期から幕末にかけてたびかきなる天災 ･飢餓を
通して維持されたとするならば,それは非常に苛帝な年買収奪であったといえるO
しかし,三沢村の耕地状況及び同支配下の熊接の帆教 ･羽山村の年頁収納形旗からいって,免状通
りの高い免率が維持されていたとは考えられない｡
つまり,成羽瀧の場合,これを用捨米という形で既民に還元したのである.免状にも元文期から文
-1さムー
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政朋にかけて用地米の記述が見 られるOこれは,牢保8年 (1721)7月の大洪水以降,飢魅に対
する敷価額として設けられたものが,なかば慣例的に引き継がれていったものと考えられるOつまり,
その免率は,天明朋まではかなりの変動がみられるが.寛政湖以後は 12ヲ岩- 15ヲg台を維持し, こ
れによって免率 もほほ4ツ占分～ 4ツ7分に落ち若くのである.
またその内訳をみると,三沢村内の稚丸組 ･矢平組 ･大段組 ･高原谷組 ･長通観 ･大屋敵組 ･野田
組のそれぞれに対 して用塘米が振 り分けられていろはか,村全体 (村辻 )としても用稗米がほどこさ
れているのである｡
ふたたび貢租変遷のグラフに目を向けてみると,文政8年 (1825)を境にして免率がふたたび
5割以上に上がっているが, これは免状から用捨米の記述が消えていることによっている｡しかし,
天保 7年 (1856)から弘化5年 (1846)までの ｢御勘建 日記 ｣(皆済EI録 )によれば,用捨
米の記述がみられ,その率 も飢鮮の時期をのぞきIiEr15男台を維持しているoまた同支配の猟数村
についてみた場合にも,#未聞は用塘米がはば一定率 (これは三沢村 と比較 してかなt)高 く18ヲZ-
2□%台である)ではどこされていることなどから考 えて,文政期以降 もほぼ 15ヲZ程度の用捨米串 ,
4ツ7分程度の免率が耕末 まで維持 されたことが考えられるDまたこのことは,免状の形式か らみて
もわかるように年貢割付状を出す時点では用捨米 ･日米 ･夫米などはそれに記 さず,したがってかな
りの高率の貢租となるのであるが,それを皆済する時点で,村況 .その年の収確状況を考えあわせた
上で,あらためてその確を定即 こものと考えられ.免状にみられる用摘米の記述 (朱記 )は後年背 き
軒えられたものと考えることができると思 う O
表 4-512 額家相の買租 (延宝 7-正徳5) t
年 代 村 有(a) 措引南(b) 毛附帯(C)-(i1〕-(b).t取米高((り 底 魚叡 oo) 毛脚免(事 ,oo 備 考
延宝 7(1占79) 558,42〟19.20/y/3 占 1[】5.1砧 255.254 119.-/92 51.4 永荒川成 ,毛損
〃 8天和 2(1占82)元禄 94/ 占710 ● 121.58998 5175,147421A 占占5占占2466 02 21占.85140,069515979 78505 482占 98 112,225i21.9占208877JL 94 445 79171L,05占 51.8045547,0〟2 〃 水損〟御蔵屋敷山鳩射日成,検見引〟 〟〃 〃 ㌻ケ l毛附高の内7.551新田分
/ ll 118.785 207,768 98.271 47.5 / 〟 ly /
〃 12 95.507 228,406 95.111 40.8 /y / 風水規皆無新田内4.258,山駒川成
〃 14 519.20 91.848 254.705 10占.12占 45.2 / 〟検見引 7.551新田分〃 〃 〃 〃/ / 水損皆無新田内4,258,山崩川成
/ 16正徳 2(1712) 518_占0〟/ 88,45占10占84 257.49514879 105,5占987_占5 44.50,8
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他の村に目を向けてみることにしようO
七地村 ･地面村(八十石)･宵山市村は,元禄 7年 (1694)以降同じ水谷氏の私飯として,そ
の支配をうけるのであるが.その三ケ村の免革を比較した場合,七地村が4ツ6分,地頭村 (八十石)
が4ツ9分であるのに対し,高山市村の場合, 5ッ2分とかなり低いことがわかる｡これは七地相 ･
地政村 (八十石 )の場合,田高と畑高とがほぼ同じであるのに対し,高山市の場合,仙窟が田苗の5
倍以上もあり,その上田 ･畑免も他の二村に比べてかなり低 く付けられていることなどからして, こ
の免串の差異は,-aJ山市が妬端な畑勝ちの村であることにくわえて地味も患かったことに起因してい
ると推察できる｡
また領家村の場合.地頭村とならんで誰永 19年 (1d42)以降冠永6年 (1855)まで天領
(文イヒ10年から天保 10年まで一時作州津山漸松平氏の原敬 )であった｡この間の'昌一鮎f抽斗の状況
をみると飢餓の年を除き平均 4ツ占分 5垣の免率であり, これは年貢率をみるかぎりでは,隣村の七
地 ･地頭村のこの時期におけるものとはば等 しいものであったといえるo
次に,附加税である小物成についてみてみることにしよう｡
まず天領である餌家村の場合,元禄4年 (1591)から正徳5年(1715)までの免状には,
茶年貢(1815匁),播年貢(占114占匁 ),蝋漆年貢(1215占匁 ),林年貢 (8･67匁 ),渡年
Ei(0.5匁 ),革山年貢 (94.45匁)の計 195.54匁の小物成が課せられておt),また天明8年
(1788)の村明細帳によれば,上記の外,高衛船運上25匁,ロ米 9a7匁(定米 1石に付米5
升宛 ),六尺給米 D.占52匁(蒔 1石に付米 2台宛 ),御伝馬惜入用 0･19占匁(粛 1石に付米 占勺
宛 ),御蔵前入用 4a89匁 (高 1石に付銀 1分5厘宛),口銀7d4匁(小物成銀 1DO匁に付銀
5匁宛 ),廻米遊資(米壱石二村銀弐匁八分弐厘宛)の記述がみられ,結局計 459･909匁が諸入
用として課せられていたことが免状からもわかるのである｡
また水谷氏の私髄であった七地村の場合,村有を田畑高と小物成戚とにわけ,この小物成高に対し
て税をかけているのであるOたとえば文政 5年 (1822)では,田畑高701･1占2石,小物成柘
591525石であり,この59p525石に対 して59925匁の小物成がかけられており,またこれ
は依拠の史料からその支配の胤はrEd甑であったと考えられるO
現川上町内の他の村については,史料的制約からその年賢収納の実闇はつかめず,ここではニケ村
･佐島村 ･商山村を支配していた旗本戸川氏 (撫川陣屋)の年貢収納形膿を慶応2年(18dd)の
｢佐農村免割符用帳｣によってふれるだけでとどめるO
それには前昏さとして下記の様に記されているO
-､田方 本 免 四ツ五分
-､畑方 本 免 弐ツ八分
-､田方 上中引 布壱石二付弐斗づつ
く附加税>
-､口 米 定米壱石二付三升づつ
-､天竜米 高壱石二付弐升づつ
-142-
<諸引>
-､御免闇米引 上納米軍百二付壱斗戦列づつ
-､御 救 米 田畑御上儲定米壱石ニ1､J五升弐合弐勺当
<諸入用>
御高壱石二村 弐拾三匁_Tl分
駄 ff 定米壱石二付壱兜三分天国
これを具体的に個々についてみると,例えば,彦右南門の脇合田畑持高が 1石6斗 4升 4合あり,
その内田畑1斗8升に対して上中引として5手付 令.永常として2升4台が差引かれ,締局 1石 511･
8升4台の毛付帯 とrJっているoそしてその定木か 4斗占升4合,口米として 1-114合,夫壱米 とし
て5升 5台の計 5斗 1升 1合となり,さらにこれJ:り蕗引として,問米引5チ付 合,御救引2升5台
が差引かれ計 4斗5升 2台 (鯛 551匁7分8厘)の上納米となっているO定米と上納米を比べてみ
ると5升2合(約 7%)上納米が少なくなっており,他の脇合 もはばこれと同率を示しているOさら
に諸入用として上銀2分2厘,藷入用58匁d分5厘,駄罪 5分8厘,韓日包1匁5分5厘の計 40
匁7分d厘が加えられp上納米ともで572匁 5分4帽とrJっている.いまこれを,上記の史料中の
珂年御米卸直段(細払米1石に付銀 7占5匁.円米 1石(こ付頒 7占8匁)にi:って米に直してみると,
4斗8升 5合余 りとなるCいまこれを毛付高 1石5斗 8升4合で割ってみると,50･d%余 りとなり,
これもまた他の場合とはば似かよった数字となっている｡また上記藷入用では記されてないが,個人
によっては,茸山辺上の記述がみられるOこれは,｢川上郡鈷｣にも記されているが,佐屋村が比厳
的山林にめぐまれ,その別産物松茸 ･第 ･五倍子等が多く取れ,換金物 として,高山市などに出荷さ
れていたことによると考えられる｡
(2) ｢曲民厨の構成 ｣
ここでは,主として近世後期における良民屑の偶成を.田地名寄帳,検地帳,御免劉帳に依って考
察していくことにする｡
史料的制約によってその背屈となる村内概況 (Bt地状況 ･股糸生産 ･戸口)の把握がきわめて困難
であり,またその性格上,那jIkJ田の判明するのは軒家村文政11年 (1828)及び文政 12年(1
829)の苗山市のみであっfこ｡しかし,そういったことを念頭においた上での考察であれば,大ま
かなとらえ方においてまちかいは/i'いと膿われる｡
図 4-5- 2, 4-5-3, 4-5- 4はそれぞれ福山市村,ニケ,佐犀,布山村,三沢,地頭,
領家村の腿民同相成の概況をX軸に戸数,Y掛 こ持高をとって国中記載の各年次にわたり,ローレン
ツ曲線で把握しようとしたものである｡
これによると,南山市村の場合,文政 12年 (1829)から慶応 2年 (1866)のわずか57
年間の年次的把掛 こすぎないが,ほとんど階桐分脚 まみられない｡また天保7年(185占)につい
ては,倍荷店侍とその次との差が一斗余 りであったTこめ一時逆転したものと考えられる｡
また図 4-5-5でニケ村 ･佐屋村 ･宙山村の構台についてみてみると,近世期を通じ同領主支配
-145-
L l
戸
数
図
4
-
5
-
2
高
山
市
村
の
持
高
階
層
分
布
1
0
0
(%
)
5
0
戸
数
1
D
D
(
形
)
?
?
?
? ??? ?
?
?
?
?
??
??
?
ー
?
?
?
??
?
?】
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
〜
?
?
?
??
? ?
?
?
?
?
? ? ?
? ? ? ?
? ? ?
?
?
?
?
?
?? ?
?? ? 文
政
1
0
年
(1
7
9
8
)
2
年
(
1
8
4
9
)
0
年
(
1
8
7
7
)
1
年
(
1
B
2
8
)
し
51
0
戸
数
1
0
0
(%
)
ili
;
図
4
-
5
-
4
三
津
村
･地
敢
村
･
範
家
相
の
持
属
官
膚
分
布
5
0
戸
敬
川
0
(形
)
図
4
-
5
1
5
ニ
ケ
村
･高
山
村
･
佐
屋
村
の
持
柵
層
分
布
をうけ,また地理条件の上からもほほ括抗 したニケ村と佐屋村 とを比較した域i,･合,延宝 5年(1占7
7)から慶応 2年 (18占占)まで190年近いのにもかかわらず,それぞれの示すカ-プの差はわ
ずかであり,その進行はかなりおそいものであったことがうかがえる｡高山村の場合においても文政
12年 (1829)の階層分解は上記二村の中胤程度の進行を示している｡
つぎに図 4-5-4によって三沢村 ･地頭村 ･細裂村の近世後期の階IEl分解をみてみると,特に三
沢 ･地頭両村において,いままでみてきた四ケ村にはみられない極端な両極分解がみられる｡三沢村
の場合,寛政 10年 (1798)の時点において,すでに172･59石の大高持 (三村彦右循門)が
出現しており,その両極分解の進行は,約 50年後の崩氷 2年(1849)の地頭村のそれと比較し
てもはるかに進んでいたことがうかがえる｡また債家相の場合,三沢 ･地敢村には及ばないが,他の
四ケ村と比較するとかなりの進行がみられるのであるO
いままで図4-5-2,415-5,4-5-4で個別にみてきたことをまとめると次のようにな
る｡
つまり,高山市村の場合,天保朋から慶応湖にかけてその階層分解はほとんどみられず,その進行
状態は同時期の高山村 ･佐屋村とほぼ同じであるが,地頭 .蘭家相の場合,上記三ケ村に比べ中間層
の土地酪矢がはげしく,かなりの進行がみられ,また三沢村の場合には,その前後の時期については
不明であるが少なくとも寛政 10年 (1798)の時点では階層の分解がほぼ終了していたことが考
えられるのである｡
以上のローレンツ曲線上にあらわれたLji実を持高階層構成の具体的数字によっていま少 し検討して
ゆくことにする｡
その場合,どの階層をもって富腿層とみ,またどの階層をもって中層 ･案出屑とみるかはむすかし
いことであり,それは各村の村況及びその地域性を考えあわせた上での位置づけでなければ意味をな
さないのである｡つまり,山崎隆三氏の50石以上の豪段,20石～ 50石の宙膿,5- 20石の中
盟,5石未満の賓出といった位置づけは,上記七ケ村の勘合,特例とも思える三沢村の場合をのぞい
てまったく通用しないのである｡
そこで次のような位置づけを試みてみたo
く第1グループ>
図4-5-4で曲線のカ- プの吃立度が大きく階層分解がかなり進んでいる三沢 ･地頭 ･領家村の三
ケ村については,戸数の上で伽 2%～ 5%の上層 (持高区分の上では 10石以上)Oj)7プg～ 12プ岩の
中層(5石～ 10石)(085%～ 90%の下層(5石未満 )の三層にわけることにした ｡
<第2グループ>
図415-2,415-5の上で曲線の描 くカープが比較的ゆるやかで階層分解の進行が遅い高山
･ニケ ･佐屋 (高山市)村については,Fl数の上でh)4プZ～ 7%の上層と03)12%～ 17%の中乳
(CD78%～ 90ヲ岩の下層にわけることにしたOこれを持高区分に対比させてみると,仙持か o石以
上層,Oj)持高5石～ 10石屑,(O持高5石末柄層となる｡(但し,削 ｣市村の場合,上記伽上桐に当
る持高 10石以上層がいないため,仙上層 5石～ 10石,03)中層 1石～ 5石,(CD下層 1石未満にわけ
-14ム一･
た｡)
上記の区分に従 って,具体的に持抑 こ対応させ李ととによってまず第 1･第 2グルーj'Iこついて個
別に検討し,その後両者をあわせた考察をしてゆでことにする｡ー
まず第 1グループについて蘭家相では,自村内特許合計が292石足 らずで,その比率は97.7%,
このうち㈹上層が戸数の上で2.7射 持有の上で 日 .8%,さら書くAlた して2D～ 50石の高持 1戸
(a9穿)持甫 (7･5楚),(A2)10石～ 20石の席持2戸 (1･8%)持高 (18声)にわけること
ができる｡また働中層では戸数 (9･8%)持高 (24･2%),(C)下層では5石未満の商符が戸数の上
で85.9%,持高の上で5占･7%,それに無吊戸放 く5.6%)が加わる｡
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<入作状況>
村 名 戸ー 数 持 高 (日
高 山 市 1 1.952
<高山村後組> -′
I_I
LIL .汁
｢l
<高山村Lll,後組>
村 名 戸 数 持 高 拓)
上 大 竹 15(1) 9.549
下 大 竹 9 7,515
煎 三 原 4 2.94占
七 地 5 l l.555
大 原 さ(1) 4.175
高 LJ市 5 4,299
布 類 2 4.125
二 資 1 1.08
山 村 1 0.435
村 名 戸 数 持 高 厄)
上 大 竹 15(1) 9.549
下 大 竹 9 7.515
束 三 原 4 2.948
七 地 5 l l,555
大 原 5(1) 4.175
南 山 市 4 8.251
布 賀 2 4.125
二 1 1.08
山 村 1 0.455
地頭村の場合,常永2年(1849)の時点では西組と取組とに分かれており,その内訳は表 4-
5-5に示した通りであるが,それをあわせると自村内鼻筋合計が558石余りで74･4男とかなり
低い｡これは同乗によって,地頭村廃絶において入作者の持荷が29芳余りをしめ,しかも放有高持
(入作者三沢町嬢三郎)の持市が17男余りをしめているためであるO-応いまはこれを除いて考え
ると,仙上岡が戸数の上で2･9%,持高で21･5男であt),さらにCAl)50石～ 100石の石持 1戸
(o･5ヲg),持高(11･903),(A2)10石- 20石 の布持5声(2･4%),特有(9･6%),に分
けることができるO(功中層戸数比(7.1%),持席比(15,701),(Cl下層戸数比(ヲo蕗),持前
比(59.2男)となる｡また明治 10年(1877)の椴合をみてみると,窟永 2年 (1849)と
村有を比較した場合,515石余りふえでいるか.これは明治8年の地租改正によるものと考えられ
る｡しかし一体それがどの程度の革なのかわからfLいため,ここでは一応参考樫度にとどめてわく｡
これによると㈹(8･2%)(5 9,7〆),さらに仏】)として50石～ 100石の高持 之戸(1男).
持高(14･1%),(A2)10石- 50石の苗持 1d戸(712〆),持高(25･占雰 )に分けることが
でき,以下03)(16･1%)(22･7芳),(a)(75,8才 )(28,1ヲg)となる｡
さて聞役の三沢村の場合,仙上JFIが戸数の上でid.罪.持高の上で39･5%,さらに(血)として 1
00石以上(172.59石)の大祐持 1戸 (0.6芳),持高(27･1男),(｣弛)10石- 38石の高
持5戸(エ0%),持高(12.4%)にわかれ,つづいて㈹戸数比(11･8%).持高比 (20･4%)
(C)戸数比(8416%),持高比(56･9%)となる｡
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以上第 1ブル-プに屑する三ケ村の場合をみてきたが,つぎに第 2グル-プのニケ,佐屋,南山,
高山市村についてみてゆくことにする｡
ニケ村の場合伽上層では戸数比 (519好),持高比(18･5ヲg) 03)中層では戸数比(17･i%),
持高比 (5D.470) (0下層では戸数比(765%),持商比(4･6男)であり,以下,佐屋村h)
(7.0ヲZ)(2 770),03)(1116男)(24･0%),(C)(81･4%)(4012%),商山村は(I.･
oヲg)(15,6%),(fM 16.5ヲg)(28･4%),の (79･5%)(4712男)となる.また高山
市においては.文政 12年(1829),天保5年 (1852)の場合,先述の地頭村と同様に村内
における最高葡将が入作者である7こめ一応除外して天保7年 (185占)から慶応2年(1864)
についてみると,A)戸数比(57%～ 7.8%)持高比(13･0%～ la5ヲg),03)(55･7%～ 62･
8%)(51.2%-dd.4%),(0(29.4%～ 42.5プg)(5･2%～ 11.占%)となる.
いままで細かい数字をならべてきたが,以上のことをまとめてみると,第 1グループのニケ,佐屋,
苗山村においては,03)中層の戸数比率が 12%～ 18男程度に対して,第1グループの三ケ村の場合
7%～ 12男程度であり,中間層の土地潔矢がみられる｡またW上層についてみた横合,第2グルー
プが戸数比率4ヲg～ 7男であるのに射し,第 1グループでは5%程度であるが,その持高比率を比べ
た場合,第2グループが 19男平均であるのに対し,帝 1グループでは26男平均とかなり高く, こ
の内,地頭,三沢村だけでみるならば5占蕗と2倍近い差がみられる.こういった上層への土地集頓
がどこからなされたかを考えた場合,中間層からなされていることは上紀の数字からうかがえるが,
それと同程度に(0下層からなされているともいえる｡つまり,第 1グループの地頭,三沢村と第2ゲ
ル-プ及び簡家相を比較した浪合,戸数比率がそれぞれ75%～ 80%と85%～ 90%であるのに
対し持高比率においてはそれぞれ47ヲ岩,58ヲgとなっており,この差9ヲ岩は03)中層での差8%とほ
ほ同様となっているのである｡三沢村の場合 1ヶ年のみであり,それ以前の史料がないため自然隣村
の地要,領家村 との比較になってしまうが,この(a)下層からW上層(Al)(A2)への土地袋帯の傾向は
かなり著しいものであったことが推察されるO
地役に南山市村についてみてみると,さきにもふれたが,文政12年 (1829),天保5年(1
852)については最高商持が入作者(平川村半左衛門)であり,両年とも自村内特高合計は70ヲg
足らずで,この状億は少なくとも弘化5年 (184占)まではつづいていた.ものと考えられるo安政
5年(1856),慶応 2年(1-8dd)においては9°%に上がり,この比率は他村のそれとはば
等しいものとなっている.
それでは-体, この20%JノJ二の掛 まどこへいったのであろうか｡
いま文政 12年と慶応 2年の各個の特有の比率をくらペてみると,文政 12年伽 9.5%03)52.5%
(a)55%,尿応2年h)14･7%但)64･5%(C)11.6%となり,その善をみると,A)上楢で5%㈲中層
では12ヲg(C)下府で6%となり,特に鴫中層(持高 1石- 5石)に吸い上げられたことがわかる｡高
山市村の場合,飢鯉の天保 7年をのぞき,村内にわいては,上軌 中層,下層とも比較的安定した状
態であったことがわかる.そして,このことは軌 山市村が,その名の示すように中世期から,東城.上
下,高P,成羽,笠岡,矢掛 .福山,村中などを市場圏にもつ商品取引場(地方市場)として〃市場
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町/の性格をもっていたことの基づけともなる｡
以上,環川上町内の7ケ村について,農民層の紳成の推移をローレンツ曲線及び農民の階屑相成表
によってみてき7二が,一つ特色としてあげられることは,村lこよって入作率に極端な差がみられると
いうことである｡ これは入作率の商い拓山市村,地部材への入作状況をみてみると,前者においては
文政畑から天保期前半にかけて,平JH村の半左布門が 10石以上の入作地 (平川村全体では25石-
18%あまり)を持っており,また天保後期から弘化掛 こかけて東三原村からの入作が20石-14
%あまりあるO平川村の場合,近世全朋を菰Lて天領であり.備中町史によれは,文化年間には平川
家はB54石の大高籍として確周たる地位を礎いており.その腿民周分解は,はば終鴛に近づいてい
るのであるoまた後者の地覇村についても同様,中村の三沢村の壊三郎の入作地が81石あまり(三
沢村全休では14%程度)ある.
このことから,比較的早い時鰍 こ階層の分解がすすんでいた平川村,三沢村などの大｡商特が隣村の
その分解のおそい村々-入作者として土地典硬の事をのはしていったものと考えられるo
しかし, この間笛は,特に高山市村のような特殊な条件をもつ他地域の事例が稀少なため疎音の今
後の研究課屠~としたいo
(5) ｢山論｣
特に近位農民にとって土地(田畑)はその生きる粗であり,田畑の耕作を通して生き続けてきたの
であったoそれだけにその手人は必須のものであり.また市実良民はそのためにあらゆる努力を払っ
てきたのである｡
地力回復のための肥料として一般に用いられたのはkL肥であり,山野(棟場)から採取する若枝,
下草の類であった｡特に,田値前に山野から苅 り取り水田に敷込むものについては,苅叡 (-春草 )
とよばれその正も多く,例えば筒家相の場合｢田軒共此之亙山之柴草人中候壱反二付三百把樫入申陳
(略)｣(蘭家相明細帳天明八年)とある如く,反当り三首把前後の柴草を敷込むことによって田地
の培養につとめたのである｡
こういった多良の下草を苅り取るべき裸椴が村の内価に存在するものであればまだしも,それが村
境に位監するものであった掛合,それをめぐる争いく山論)がしばしば起こってくることになるぅ
ここでは, この｢革｣をめぐる間掛 こついて,安永9年- 10年 (178ロ～ 1781)にかけて
おこった領家相 (天領 )と七地相(水谷氏知行所)の持山境をめぐる争論を安永 10年(1781)
の｢済口窟文｣(七地村他川娩氏所蔵 )によって考察してみたいo
この一件は,七地相の百姓の矧Jである長常山に.以前から毎年両村立会いのもとで札を立て,両
村の境目を決めてい たが,その立て札を額家相の者が取 り捨てたことに職を発している.
以下,七地村側の申し立てをみてみると,
安永9年5月ql
｢石山(長塔山)之内本平与申所者宮村之殊場二如鮭常温 領家村之者共入込練苅取侯二付見答メ侯
得者倣 ヲ持直逃去り候｣
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同年d月1占日
｢(領家村の者ども)大勢稲越大木之分伐荒シ候二付仁石神門井隣家之甚助両人甑出相谷メ候鹿 村
役人之申付二而伐取侯由二相喝鮫｣
これは,長塔山が,七地坪寸の田畑さらに(甚助 ･仁右衛門)の屋敷続きの持山であったため, この
ことを箭家相の村役人に乱 したところ｢一向取合不申｣であった｡
同年占月25E]
｢字花内与中山紐二宙村百姓浅平持山之内江大勢髄越疎メrJ-取居院｣
これに対して浅平が見告めたところ,簡家村の三五郎が錐を投げつけたのである｡幸いに怪我はな
かったが,今度は確たる証拠があるため蘭家相としても三五郎を七地相に引き渡しその処分をまかせ
たのである｡しかし,そのことをもって領家相は笠岡代官所 (代官武低左膳 )へ訴え,またその御検
使が理不尽な者であったため七地相 としても再三にわたる領家村の横暴を寺社奉行太F]備後守様へ訴
訟に及んだのであった｡
その間の事情を史料でみてみると,
｢(略 )理不尽成取斗仕侯義 も有之,勿論右二付免弐角掛ケ合鴨有候内之仕業等 も甚mJ心得容共も有
之,其上夏以来与り種々稚渋を仕舞二付両者仝 ク督村持山を可帝取企ミ与車存峡間撫是非去成年九月
中太田備後守様江(略)衡訴訟車申上候 ｣
と記されている｡ こうしてこの一件は江戸評定所で争われたのであるが,そこでの領家相の申し立
てをみてみると,
｢領家相2億者四方共隣村之墳者峯限二而反別百八拾iU町九百廿弐歩卸検地帳こ御記シ有之,年々御
年賀御上納仕他村人や年中偽者決而無恥座此度七地相ニWt]'中上侯轟者決而椴御塵 (中略)殊二立石2
億着百姓丹三郎持山こ而訴訟方七地村之内字八拾石与申所之百姓江数年来預ケ置壱ヶ年二山手銀四匁
宛年 丹々三郎江受取株苅取明白-2場所こ卸塵候庖 幽窮乏蘭家相与見掠地所を可専取巧与乍恐奉存七
地村鰭家村境之儀者何連発鮎針)境こ而紛禰鞄壱ヶ所 も解之(以下略)｣
と述べ,さらに七地相の者が自村持山に入り込み牧をヌ的 取って困ると逆に訴えており,また山境
について,
｢山之儀 も往古与相守り釆儀通番限り境相守以来領家村蒋山江入込狼赦不仕候様被為仰付被下置旨｣
を廠い出ているのである｡
結局この一件は,焚腸郡伊尻野村利平次の取扱 もあって安政 10年(1781)Tr=月に解決したの
であったが,その経過からわかる如く,訴訟は汀戸評定所ほまで及んだのであり, このことからして
も概場が七地村 ･徽家村両村にとっていかなるものであったかがうかがえよう｡
また箭家村の場合,先述の天明 8年(1788)の村明細帳によれば,｢柴之頻茂削J無御座破寄与胃
調申候,百姓少 持々山ハ牛馬飼中味 ｣とあり,これは百姓の持山がほとんどなく刷 巴を地利から買っ
ていたことを意味しており, これによって領家村の場合.削 巴の採取は天明8年までには軌少もしく
は背離となっていたと考えてよいであろうO猶,両村闇のこの争いは窟永7年 (1854)の史料｢革
ま上済口語文之市｣(餌家相山本芳男家文苗 )にもみうけられる｡ (上野傑穂)
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第 5章 地 方 自治 の 展 開
1 川上町の沿羊
▲.lLl･;tL ',I;1二｢._
～l トヽトI′◆
l √
イ 明治維新から岡山県の成立まで
明治維新(18占7年)当時の町村は,旧幕時代そのままの.日掛 こ発達したいわゆる白紙敗啓
を基礎として成立したものであり.それは.ほほ現在の大字あるいは字に相当するものであった｡
図5-1-11よ.現在.川上町に含まれる地坪の大字あるいは字の境界を示したものであるが.こ
れらは.はば維新当時.村と呼ばれていた地域(青木 .騰数を除く)と考えられる｡
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図5-1-1 明治櫛 当時の川上町
これらの村は.それぞれ.髄ま村が福山津.三沢村,下大竹村,上大竹村 .大原村が .成羽藩 .弐
ケ村 .佐屋村 .荷山村が撫JHの旗本戸川氏.七地村 .古山市村が布資の駄本水谷氏の所位であり.
地助は.福山洋と布費によっで分乱耗治されていた｡
明治元年(1848年)4月21日.明治政府は新政府の中央集権の砥立を目的として.府藩臓
の敦匿を決める太政官布告を出した｡ これは.荘京･大阪 ･京都に府 .旧藩府の直轄地に県を敦放
し.藩は従前通りとするものであった｡ この布告に上って.旧幕頃地である地頭村(布質の方).
七地相,弐ケ村 ,佐屋村 .有山村.高山市村が舌鼓県の管轄とTLtI.他は.そのまま藩が設思され
た｡
政府は.さらに近代的な中央輿権朗 をつくるため.版措歯頚を経て,明治4年(1871年)
~!く9-
･ -
7月 .廃駆置県を断行したO これによって藩が廃され,県が設置されたが･当初は単に稀の呼称を
廃止して ,県と称したのみにとどまったo従って ,領家村 ,地頭村 (福山の方)が福山県に,三沢
村 .下大竹村 .上大竹村 ,大原村が成羽県となった｡
その後 ,行政上の必要から県の合併がおこなわれ,明治 4年 11月15日,現在の川上町の地域
はすべて探韓県に吸収された｡明治5年(1872年)4月7日.深韓尉 i小田県 と改称きれ.さ
らに明治8年 し1875年)12月 10日,小田県は,岡山県に合併され,川上町はすべて岡山県
に吸収されることになった｡
明治9年(1876年)4月 18日.北条県を廃し,備後古郡を広島県に編入し,現在の岡山県
が成立した｡
ロ 大区小区制の実施
明治4年(1871年)4月4日.戸籍法が公布され ,翌明治5年(1872年 )2月 1日を期
して実施されることになったが ,この戸籍法に伴う戸籍事務を行うために,数ケ町村をもって区を
画す ,いわゆる大区小区別が実施された｡ これにともなって.明治5年5月 ,粍津県 も区の画定を
完了し.現在の川上町の地域は図5- 1-2のように区画された｡
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図5- 1-2 大区小区制施行後の川上町
深津姓笥九大区
小三区 ･.- 三沢村 (吉本 ･脚数も含む )
六区 ･I･･ニケ村 .佐屋村
七底 .･･.地頭村 .領家村
八区 - ･･七地相
九区 I.･･上大竹村 .下大竹村,大原村
十一区 - - 有山村 .高山市村
--1占O-
当机 区は戸鋳掛務のためにのみ飼成されl:ものであったが.区ごとに戸長 .副戸長が設匿され
るとともに.実質上 ,地方行政上の区画となった. このような区は .後年設配された会議所または
会所 ,あるいはは務所戸長役場等の管轄下となったが ,行政単位たるその性格を失わず ,明治 11
守(1878年 )の都区町村胞或法の施行まで及んだO
戸籍法の実施に伴う戸籍事務のために,大区小区制が実施されたということは ,既存の町村規模
が自治行政を担当するには弱小であることを意味し.同時に .町村合併の必要性が ,潜在的に認め
られていたことを意味していた｡ このようなことから.戸播法の公和を契機 に,政府も現極的ほ町
村合併を促進したため ,後年の抑制措任にもかかわらず .かなりTJ町村合併が見られた｡現在の川
上町の地域でも.明泊9年 (1876年 )10月31日,弐ケ村と佐屋村か合併して仁舞村に ,明
治 10年 (1877年)7月 28E],七地村と北解の布栃村が合併して七栃村とTJっているD(し
かし,七栃村は明治14年 (1881年 )9月2日にもとのように分村している｡ )
ハ 郡区町村舶別法の公布
明治 11年 (I878年 ).郡区町村編制法の制定 .臭施によって,大区小区制によって行政単
位としての性質を失っていた町村が .行政上の基礎単位として復活することとなった｡ この郡区町
村編制法は,府県内の行政区画を郡 ･区 ･町村の三段階に分け .明治初年以来の地方制度の欠陥を
是正しようとするものであったbすなわち.これは.現真の社会的 .崖折的Ba係に古い伝統を持つ
町村の実態を無視したため.鎖多の障害を生じつつあった大区小区制の足正措置としてとられたも
ので.明治初年以来の急激7:L地方行政改革は.地理の段階に入った.
ニ 市制町村制の施行と町村合併
明治 21年 (I888年)4月 17日に公布された市制 ･町村制は ,市町村に自治権を与えてそ
の法人格を認め,健全な地方自治の発達を図ることを目的としていた｡したがって .この新しい制
度の実施に先だって,新制度の施行に耐えうる強力LJ地方自治EB体をつくるという構想のもとに.
大規模な町村合併がおこなわれたb
網山県においでは,明治21年5月.市制町村制失地政調掛を県庁内におき,同時に取説毒見を
任命して,町村合併に関する内務大臣の訓令及び .町村部市区画棲準等を内示し.合併見込秦の挺
出を指示した.県は .これら各郡区長の加重報告に検討を加え,市制町村制実施取弼委員等の実地
調査の結果をも考跡 こ入れた上で,新市町村区域画定解を作製した｡ この画定案を各部区長.戸長
その他のBg係に諮問し.さらに股柊的な調塾を加えた上で.明治22年(1889年)1月 .新市
町村区画定宙.すなわち.町村合併計画苛が作成された｡
この町村合BF計画か こしたがって.現在の川上町の地域には.明治22年4月 1El,手荘村 .大
賀村 ,高山村が合併成立した｡手在村は.地頭村 .借家村 .三沢村 ,七地村.組数村の内字本村
(図5- 1- 1の風致)･佐々木村の内字音未(図 5- I- 1の吉木 )が ,大賀村は仁賀村 ･上大
竹村 ･下大竹村が .高山村は高山村 ･大原村 ･布山市村が合併して成立したものであった｡新町村
編成理由としては,主として.財政力の貧弱さと.生活霜の一致が上げられている｡ この明治22
年の合併によって成立した行政区画は .以後昭和29年4月1日の川上町成立まで続いた｡(手荘
-lil-
村は,昭和25年4月1El,町制を施行して手荘町とfJった｡)
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図5-1-5 明治22年d月1日以降の川上町
ホ 川上町の成立
◎ 国および県の赴き
昭和22年(1947年)5月5日の地方自治法施行以後,地方公共EZl体においでは.行政上
の自治が強められたが.その一方で町村の規模が薪制度下において負担すべき静 に比較してあ漢
りに弱小であり,町村合併が急務となっていたが.昭和25年(1955年)9月1日公布された
町村合併促進法の施行にともなって町村合併は一段と促進された｡
県は,町村合併促進法成立後,その趣旨の撤庇を地方中和所を中心としてはかっていたが ,次に
昭和28年 11月24日,町村合併促進辞意会を殻旋した｡町村合併促進寄島会は.昭和29年
(1854年)1月,各町村からの｢町村実態桐査表｣や各地方事務所からの報告を基礎として,
町村合併計画を策定した｡
これにより,手荘町 ,大賀村 ,高山村の合併が計画された｡
② 即係町村の動き
数年前から,各町村は.町村財政の現状にかんがみ,適正規模町村による強力な財政による自
治行政を希求していたが,地方事務所を通じての県の指導幹鹿や町村合併促進法の公布.施行を契
執こ,町村の合併が具体化されてきた｡
昭和28年 8月28日.川上郡町村長会において,苗梁地方事務所長から示された川上郡町村合
併案をもとに.関係町村で協韻を璽ねた結果 ,昭和29年2月17日,手荘町 .大賀村 ･高山村の
3ケ町村で合併を推進することに決定し,川上郡南部地区町村合併塩魚会を設定した｡当初 .日里
村を含む 4ケ町村の合併が関係町村で計画されていたが,日里村は最終的に不参加となり.3ケ町
村のみ-による合併となった｡川上郡南部地区町村合併協蔑会は合併に幽する諸事項を検討し,同時
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p に,住民の蔑見を甜塗していたが,昭和29年5月 11日手荘町議会 ,高山村議会で合併が誠決さ
れ ,翌5月 12日には,大賀村議会においても故決された｡ これによって.5ケ町村は.同日合併
中神書を知執 こ提出し.5月 15日.県精舎の鎮決を捷て,昭和29年4月 1日,新川上町が誕生
した｡
㊥ 合併に的する紛争
唱大貧村佐屋地区(図5- 1~こ 1)は.旧大賞村の南確にあって,旧後月郡明治村に隣接した
人口約260人の部落であったが,印壊する旧明治村大字佐屋とは道一筋をもって界する吉備高原
特有の平坦な分水嶺上の部落であり餅村とは同一の生活幽内にあった｡そのためこの部落は.明治
9年10月弐ケ村と合併して仁hu村となって以来 .明治末期 .大正末期及び昭和25年と,すでに
5回分村運動を起こしていたが ,その都度 ,村串会は.これを苔決あるいは保留していたOしかし.
昭和28年町村合併促進法が施行されると.町村合併の世論が高まるにつれて,部落大会を開き,
分村委員を選出し,昭和29年2月27日.請願書を班会に捷出して再び分村を要求した｡さらに
I 川上都南部地区町村合併協鑓会長,高梁gF珂局長 .純山県知軌 こ対して分村陳情をおこTLった｡大
盤村銭会は,この請願尊を受理し,脊払したが .分村を認めれば,他の地区の動揺をさたすと顧慮
して決定を保留し,地区代表との話合,村長 ･正副功長は地方事務所長 ･地元県議且の幹血による
慰留交渉を行Tlったが,合併に至るまで,交渉は妥結するに至らなかった｡昭和29年5月12日,
大賀村我会における合併の裁決は,佐屋地区出身農具 1名の反対のまま.満場一致の巌決をみるこ
とができなかった｡
しかし,新川上町の成立後 .1ケ月後には後月郡明治村も芳井町と合併したため .佐屋地区の分
村要求の声も漸次平穏となり.合併後の僻遠地道佑開設等の事業地行によって.問題は一段落し.
･ 現在に至っている｡ Al_ー _,I__tJ.,I. I_Lu_
. ‥･_二LL._,.,.王 子こ†･ :t.ti.-,r-.･与,,-.r･ J. L (今 井 史 苗)
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2 町政の変遷 三三二'て芯 fttT,-LL- ∴iLlp卜.0rl.i ,
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i. イ 明治22年町村制施行まで
① 明治5年 .大区小区制の施行により,大区に区長 ･副区長 .小区に戸長 ,各村に保長が隆
かれることとなった｡小田県においては,明治6年突酉12月｢正則戸長並保長話締方職務制限｣
を制定公布し.各々の職務を規定している｡正副声援の梅漬は次の通りである｡
.-L,_一 正粗雑税を取立上納の期限を不態様専ら英責に任する串 -L･･･ul -_-一･･}･
1 7- 宮林を保輩する串 .JE.i.lJF.エ I
I,lL,･L 也 .扱木或は山塊等有之節は速に上申可動馨 二 F .LO亡t-やJ=
一 溝川茄を竣疏する串
LT一 区内節義 ･耗行の模範とILるべき者は検査の上卦 こ上申可判事 LJL- 1㌔
払･iT一 適職堤防構築♯楢を不良串 ,･tv=. 〟..,日_J-H V . .hrlI･∴
1143-
一 区内若し不良の徒有之は厚く教諭を加はへ遊子退博之者無之象菜出詣盆淳良の風儀に移り侠様
! 謎て注意可到串
Ll1･_一 区内頗寡孤独廃疾の者等総て掃乏の者には精々扶助の術解を蚕し･自然届難たる時は之を県庁
へ上申する串
也 .棄児養育等を処分する串 1 rI.rl
ー 死生攻婆等人口の出入は戸籍の制規に照し厳密に可取調中
但 ,訴訟等を始め総て公裁に属する件へは関渉せざる亭
･一 徴兵年齢の検査学校生徒の取調を始め.学矧 こ給する等の串を挙る事
- 猟銃税を始め埠馬供砕税等一切其他芸娼妓井芝居相撲等詣興行物の税金無遅延取担め候串
一 節区親和互に扶助保誕して脚かも隔絶在へからざる事
也 .区内時々立回り万事取締りを掛 こする串 1 一
一 保長井諸紡方勤惰正否を乱し其進退中指する啓
一 諸御布告諸規則類一区中不洩様憩諭篤達し,旦配下の請願何届を受次脚も下情を盤蔽する等の
-:(. 権威ケ間叡烏有之間数串
(. 但 ,拝罰則に惇戻する者は速に之を上申する事 p
!1, - 管内十七好を十七大区に分けて,一大区一名ずつ惣代として各区正則戸長より一月更番に庁下
へ相績め柵布告鼎の伝達を始め各区に関する大小の事件を悉く受次配達する事
伯 .庁下請総代の給料は民軌こて,一日五十銭を給する事
.ここ 給料各小区区戸長十三石 -LL T二1
また.保長職分については.｢正副戸長の指揮を受け区円の事務は勿論道路堤防橋梁等の位牌を専
ら注意する等｣と規定している.明治丁年 .大区小区を管轄するものとして会議所が設けられた.
㊥ 戸長役場の設置
三国統-の後 ,明治 10年 11月8日,岡山県は県内各会議所並区戸長 .保甲長を悉く廉止し.
区,:'5所及び戸畏役場を殻IBL,区･35所に区長 1名 .戸-Ft役場に戸長2省 .各町村に副戸長を阻いた｡
副戸環の職制を見ると,｢常に町村に在て実地の話務を担当し,戸長役場へ往来細大協致し,人民
の話中腿を審案連署することを掌る｣と規定されており,人民の請願は,すべてこの副戸長によっ
て取扱われ.戸長役卓かこ差出されていたことや,'わかる｡
◎ 郡区町村制施行下 ' 1-
疏%潤県後の地方制圧において,灯村は,現実の社会的経済的生活的係の場として.固い結束
をなしていたにもかかわらず .小区の中に埋没するものであり,様々な無理が生じていた｡その打
開策として.明治 11年9月20日,郡区町村編成法が制定され,再び町村が行政の単位として前
に出てきた｡
6)郡区には部長 ･区長各 1名 ,毎町村に戸長各 1名が置かれることとなり.役所開設まで
は,当分副戸長が事務を取り扱うことが指示された｡明治 11年 12月5日丙連第 98号が川上都
-164-
各村に配布され.｢今汲町村の公式を以て戸長申付侯に付従前の副戸長相虎し陵条 ,自今総て戸長
の指揮を可愛比旨布達侠事｣によt),新たに戸環によって町村の事務がなされていくこととなった.
⑤ 戸長公選
丙第98号連によb,戸長は公選となった｡明治 11年に公布された戸道連挙規則の概要は
次の様である｡まず,｢町村戸長は該町村会の公適を以て.県令認下の上之を命す｡但 .戸長は町
村会議会の任ありとす.｣｢戸長は任期を4年とす｡｣｢戸長に逮はるべき者は町村会艶色に選ば
るべき権あるものにして.方正廉直及笹井等に葦支なく.其職務概目に掲 くる事務の任に堪ゆる者
たるペし｣とあり.戸長は町村会想見が選挙された後 .その町村会議員の公選によって選挙される｡
明治12年5月5日昏迷甲爺69号によt).この明治 11年の規則は廃止され,新しく凄挙規則が
定められた｡それによれば,｢町村戸長は鼓町村の公選を以て県分認可の上之を愈す｡｣｢戸長を
選挙すべき者は該町村居住の戸主及満 1年以上全戸寄留の戸主たるべし｡｣と変化している｡しか
し.この公選制度も明治ld年2月15日岡山県申達第 15号連をもって廃止され,戸長は県分が
選任することとなった｡
㊤ 連合戸長役場
I-･Ar亡∴.`叫-1fl.上=ト､,▲
甲第 15号は,戸長役場区蛾池戸長以下配位方の改正も指示し.従来町村においていた戸長
を町村の大小に応じて,数町村に1名 ,また戸町役場毎に用掛 1名を起き,戸長の祇励代理をさせ
ることにした｡
① 戸長政務の概目は次のとおりである｡
- 布告布達を町村内に示す事
二 地租及諸税を取纏め上納する中
三 戸籍の事
四 徴兵下調の事
TTLL-IiこAr.ぐ相賀-‡･ヽ.さri.'亡.lEEl
<-r,～IlーL. Lト 7ー
qv･T,い ･こT八二.I品こ,二丈†J十 ㌧ ヽl
五 地所建物船舶異人督人並に売掛 こ奥脊加印の串
六 地券台指の串
こ._iT･[}･◆･-ItJ I.■L
:-tlrj･ヾfLlLL･th Jri,t小口て
L.TLt ←
七 迷子捨児及行旅猟人変死其他部変のあるとさは郎 買掛 こ和知のこと.
八 火災又は非常の掛 こ辺ひ目下窮迫の者を異状する撃
九 孝子節妥其他L^T言行の者を具状する事
-.L▼
i･∴ !･:■nI!ニト.lI.~ト 1.I
十 町村の幼重就学勧誘の寧 El-ir~｣ こ~L二･L･LTTl
十一 町村内の人民の印影籍を盤敏する串
十二 詣瞳薄保存留守の串
十三 官191府県掛 こ係る河湾通路堤防櫛梁其他姓柏尾存すべき物に就き利害を異状する事
右の外府県知事県令又は郡区長により命令する所の切掛 ま規則又は命令に依て従節すべき串(以下
略 )
ロ 町村制施行後の村払会
◎ 町村議会
'.1--㌔ltGjJLTT,･.IL ～
t..･,{'L .trr-_二･二.∴ ･'･アト;`rl､
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明治9年以来 ,18年 12年15年 14年 17年 18年と県布達の町村会規則は,何度も発布 ･
廃止 .改正がくり返されてきたが .明治21年4月17日,中央政府により法律第 1号市制町村制
が公布せられたO
･)L.｣
i) この法符節 1号町村鰍こよって,細魚及び選挙の様子を見てみj:う｡
r町村会誌貝は其町村の適挙人其被選挙権のある者よb之を選挙す｡其定見は其町村の人口に
準し･･･以下略｣とあり,明治22年の町村合併後 .手荘村 .大賀村 ,高山村の場合いずれもそ
の定員は12人である｡次に,｢逮挙権を有する町村公民は総て被選挙権を有す｡ ｣とあるが ,こ
の選挙権を有する町村公民とは｢帝国臣民にして,公権を有する独立の男子2年以来町村の住民と
なり其町村の負損を分任し,及其町村内において地租を納め若しくは.直接国税2円以上を納める
者｣であり.｢満 25歳以上にして一戸を槽へる者｣である｡また被選挙権についてだが,｢1･所
属府県郡の官吏 ,2.有給の町村吏員 .5検察官及督察官吏 .4神宮僧侶及其他諸宗教師 ,5小学校
数艮｣は公民でもその椿利がなかった｡｢選挙人は分て2級と為す｣のごとく,等級選挙であり.
｢読点は名寄蛾とす｡其任掛 ま6年とし,毎5年各級に於て其半数を選挙｣と規定している.
■-▲r
?
㊨ 政務権限及び処務規程
町村会の鍵決すべき概目は次の通りである｡
町村条例及規則を没け並に改正する事 ､: ･' '･
町村溝を以て支弁す可き事業
歳入出予算を定め予算外の支出及予算超過の支出を認定する-*
決井報告を認定する萌
法律勅令に定tpるものを除くの外 ,使用料 .手数料 ,町村税及夫役現品の賦課徴収の法を定む
る事
六 町村有不動産の売興交換訪独 質入舎人を為す串
七 其本財産の処分に関する串
八 歳入出予井を以て定むるものを除くの外新たに義務の負担を為し.及権利の棄却を為す串
九 町村有の財産及営造物の管理方法を定むる噂
十 町村吏員の身元保貯金を徹し並基金敗を定むる串 r
十一 町村に係る訴訟及和解に艶する蔀
G)｢明治22年度村会誠決砂.川上郡手荘村役場｣資料より当時の村議会で設けられた条
例を見てみよう｡
LヽlL～
名答村長助役条例故決 条例第竜骨 ･l
弟壱粂 本村ハ制牌五十二条但藩こ依り助役ノ定見ヲ弐名 トス
第弐粂 制第五十六条務一項二依り本村助役ノ内管名ヲ有給吏且 トス
也 ,年娠七拾弐円ヲ絵ス
第参集 助役ノ席次ハ名書敢助役ヲ以テ上席トス
とあり,このようlこ手荘村では .村長は名誉取 ,助役2名のうら1名は有給としている｡TLお.同
一156-
年の大賀村の執決香によれば,｢有給村長助役条例 ｣を故決し,｢村長二年坂入拾円以上百弐拾円
以下,助役二年敵四拾円以上六拾円以下ヲ治ス｣としており,各村 .各 独々自に条例を出し.とり
決めているのがわかろう｡
常設委員条例論決 条例第弐号
人､ヽ tA< 占
制第六拾五条及第七拾四条こ依り勧業 .教育 ･救済 ･衛生 ･土木 ･村有財産智Bi!事務二的スル常設
重点ノ粗放及職拓権限ヲ定ムルコト左ノ如シ
第壱粂 本村常設委員ノ定且ヲ拾弐各 トス
第弐条 常数委員ノ携挙′､村会執良ヨリ六名 .公民中排挙権ヲ有スル者ヨリ六名ヲ特妹スルモノト
ス
但 ,鶴見ヨリ演出スルモノ最良ヲ退クトキハ萎旦夕ルJ資格モ共二消滅スベシ
第参集 蚕且ノ任勅′､三年トス
他 ,欠且ノ生ジタJL,トキハ補欠沸拳ヲ行フモノトス
第四条 毒見ハ委且会ヲ的キ左ノ単項ヲ審査若ク八軒決ス
村会二附セラルへキ委任二的スル払案下珂ノ中
委任事項ノ報告及決井報告下記 ノ事
務五条 委員ハ左ノ軍務ヲ分掌シ其施行ノ任ヲク地 スル者 トス
勧巣事務 ･教育中巻 ･救済中等 ･衛生尊者 ･村有財産管理事寡 .土木番務
第六条 委員長ハ村長又ハ助役ヲ以テ之レヲ任シ套且金ハ委員長ノ招顛スペヰモノトス
第七条 常投委貞ニ′､一名二付年金菅円以上五円以下ノ帝蘭ヲ拾ス
(以下略)
このJ:うに7条例を設けており,当時の蚕月食の租鶴や鶴野の横手がうかがわれる｡また次には.
｢手荘村会会議細則識決｣として .村鼓会の会期 ･席次 L鎖事進行 ･発育 .採決などの点について.
きめ細かな規則がd集定められており.さらに｢収入役及書記任用二関スル規則｣｢区長設置規則｣
と鰍 ､ている｡これは .大や村 ･古山村においても同様で各村会は,町村制に塞いて種々の条例 ･
規則の制定 ,その他駄藩を成しとげでいき.村鎮台a)毒営 ･組織 ･機構等徐々に確実なものにして
いったことであろう｡
① 次lこ村会我見の出身階層をみてみ1う｡
こ こで任意lこ,｢明治 2占年度地方税戸数割前期成瓢戸別等収ま ,大我村｣をとり出して ,表にし
たO この表から,ほとんどの温良が上扱階層の出身であることがわかろう｡
ところで.明治21年度の町村制は.その後も改正が加えられ ,大正 10年には,盛挙権および被
選挙権の資格要件が.直接市町村税を納める者とTL5.大正 15年には納税垂件が撤廃された｡ま
た等級遍挙制定も大正10年には .平等遡掌とJ:rb.大正15年に良止された｡ こうして参政権も
大きく拡張した｡
-1i7-
表5-2-1
戸 別 等 級 改 良 数 村 内 全 数
1- 5(等) i(人) 7(人)
占～10 5 ■ 1■7
ll-15 5) 47
18～ 20 1 47
21-25 15d
2d～ 50 151
51～ 55 127
54- 37 59
<注>
村内全数には鶴見を含む
ハ 現在の町政
① 昭和29年4月1日合併ほより.新川上町が誕生した｡町役弓削土手荘村大字地軸1819
1 1に設けられ,大賀 ･高山両村役掛 こ支所が設けられた｡昭和2 9年 5月7日には,町鏡会議長 ･
副銭長 ･教育委且の讃挙.そして川上町甥会食狙親別が実施されたのをはじめとして,急速に新町
の行政組総も整えられていき,現在に至 っている｡
rl
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◎ 行政観梅
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選挙哲理委員会事務局 ◆
なお,町の行政事務の補助機関として.各部落単位に部落迎姶良 ,愛息委員等を委嘱している｡ま
た納税者の自主組織として ,納税貯蓄組合を設超し納税怠出の高揚と税完納に活動している｡
④ 現在の間僅 一 一一過疎問題を中心として
④ 過疎の実状
近年のめざましい高度足済成長にJ:ら.川上町にb･いても,商工英の振興 ･座薬の推進Tfと
住民の所得増加への努力がなされることによって.生活水準は著しく向上した｡しかし,反面 ,そ
の陰には.町の主産業である出発は兼菜化し.段村人口は都市へと流出 ,労働力の如女子化 ,老齢
化.故地の荒臆7:rどの間組が起こってきている｡そして .揃神面においても.心より物-価匿を値
くような考え方がはびこり,人々の交流もしだいに人間的塵窯 ･適時感Lどが失われていく状況に
ある.そのために,従来の曲村社会のあt)方が崩せしようとしており,今後の川上町政に大きな間
-1占9-
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題を投げかけているD
⑥ ｢和 ｣のコミユニティづくり
L如.J;T..
川上町では,この問題解決のため,｢和｣.｢首｣.｢愛｣という3つの理念を町政の推進l
の基本にうち出しでいる｡｢和｣とは心のふれあう近隣社会づくりを意味するものであり.人間味
ぁふれる快適な生活環境樹立への指針として .地域住民の心のふれか ､号室重視している｡町はこ
のコミュニティづくりの具体的な施筋としては,住民交流の場としての施設を設けるとか.近隣社
会と町との接触ができるような総合的な怒口を設けるなど.指導助言 ,補助を行っている｡たとえ.ヽ1
ば.『川上町｢和 ｣の地域づくり指針』という冊子を発行して,住民の惹勤を高める｡また.地域
住民の計画による｢和｣の滅 施設盤僻の串美費には補助金を交付するなどである｡そして.｢盲｣
とは .調和のとれた産業開発を患味し,｢変｣とは,安らぎのある福祉社会の実現を意味するもの
であるが ,これらは,｢和｣の地域を支える理念として.設定されたものである｡その豊かな｢盲｣
づくりは.この地域の特性を生かして,まず典林菜の振興を主軸として推進し昭和48年 12月1
日には,畑地帯開発課が設けられており,畑地帯総合土地改良事業が進められている｡商工某 も,
鹿林業の近代的経営から生ずる余剰労働力の利用による兼業農家の取得向上や環境保全などを考慮
に入れながら地場産菜の発展へと努力している｡そして,｢変｣(福祉 )の理念を住民の闇に助長 ･
育成していくような施策を頓庵的に行 う考えである｡たとA,ば,老人福祉施設 ･医療施設 ･児童福
祉施設 ･上下水道 ･消防 ･その他の施設の確保である｡今までに述べてきたような事業や施策の達
成のためには,交通通侶体系の埋膚 ･教育文化施設の整備はもちろんであるが ,これらは.国や県
及び広域圏との協力体制も必要となってくるだろう｡川上町では,この｢富｣と｢変 ｣の上に立っ
た｢和 ｣のコミAこティづくりを深刻TL過疎閉居解決 .さらに地域振興への指針として ,町政を推
し進めている｡
--i li. ‥ ◆
(加 賀 みどり)lト
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3 財政の消長
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イ 町村制実施以前の財政〔明治18-22年(1885-89)〕
この期の収支規模 ･類型を債家相のものでみてみよう｡
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